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第
一
節

水
稲
農
耕
技
術

の
伝
来
経
路

彼
ら
は
、

水
稲
農
耕
の
開
始
と
発
展

最
古
の
農
耕
集
搭

紀
元
前
一
一
－

C
O年
ご
ろ
、
山
中
国
・
朝
鮮
か
ら
水
稲
農
耕
の
技
術
・
文
化
を
携
え
た
人
た
ち
が
少
な
か
ら
ず

日
本
列
烏
へ
渡
米
し
本
格
的
な
稲
作
段
刺
が
開
始
さ
れ
る
。

ま
ず
北
九
州
の
一
角
に
定
着
し
、
や
が
て
同
日
木
各
地
に
水
稲
決
刺
の
校
術
を
伝
え
る
。
以
後
、
一
一
…
枇
紀
後
半
に

巨
大
な
古
墳
が
出
現
す
る
ま
で
の
時
代
を
わ
が
国
で
は

H
弥
生
時
代
d

と
呼
び
な
ら
わ
し
て
い
る
。

ア
ッ
サ
ム

の
mm葉
樹
林
地
帯
か
ら
小
限
の
口
火
江
下
流
域
へ
、
そ
し
て
筆
中
・
事

中
間
大
関
に
お
け
る
稲
作
農
紛
は
、

、
｝
。

し
メ
i

北
へ
と
伝
え
ら
れ
た
と
い
わ
れ
て
お
り
、
さ
ら
に
日
本
列
品
へ
の
伝
括
経
路
に
つ
い
て
は
い
く
つ
か
の
コ
！
ス
が
抗
定
さ
れ
て

か
つ
て
榔
閉
罰
則
力
が
抗
定
し
た
よ
う
に
、

中
間
南
部
か
ら
南
同
諸
島
を
総
て
九
州
に

k
附
す
る
コ
！
ス
に
つ
い
て
は
、

オっ
IJ；、

聞
に
お
け
る
本
格
的
な
稲
作
農
耕
が
北
九
州
を
中
心
と
し
た
地
域
で
は
じ
ま
り
、
市
九
州
に
お
い
て
は
一

O
O年
以
上
も
経
過

し
た
の
ち
に
稲
作
法
耕
紅
会
へ
入
っ
た
と
推
定
さ
れ
て
い
る
の
で
、
最
も
円
十
い
時
期
に
市
剖
の
あ
伝
い
に
稲
作
農
矧
技
術
が
伝
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来
し
た
と
す
る
可
能
性
は
低
い
。

お
そ
ら
く
中
国
大
陸
の
南
部
か
ら
山
東
半
お
近
く
ま
で
伝
え
ら
れ
た
稲
作
法
刻
技
術
が
、
こ
の
地
方
か
ら
筒
抜
に
北
部
九
州

へ
伝
え
ら
れ
た
か
、
あ
る
い
は
さ
ら
に
朝
鮮
半
島
南
部
を
経
山
し
て
白
木
列
島
に
伝
描
し
た
の
で
は
な
い
か
と
い
わ
れ
て
い
る
。

朝
鮮
半
烏
に
お
け
る
農
耕
の
開
始
は
、
紀
元
前
一
一
一

0
0
0年
前
ご
ろ
か
ら
ア
ワ
な
ど
の
殺
精
が
は
じ
ま
り
、
紀
元
前
一

0
0

O
J一ニ
O
O年
ご
ろ
に
は
描
作
段
緋
が
は
じ
ま
っ
た
と
推
定
さ
れ
て
お
り
、
朝
鮮
半
お
が
わ
が
悶
に
お
け
る
稲
作
段
刻
の
開
始

に
深
く
か
か
わ
る
地
域
で
あ
っ
た
こ
と
は
縦
突
で
あ
る
。

北
九
州
の
一
角
に
水
船
度
初
の
村
を
定
訴
さ
せ
た
渡
米
人
の
一
部
は
、
瀬
戸
内
海
沿
岸
部
を
東
へ
と
向
か
っ
て
移
動
し
、
ま

た
河
時
に
日
本
海
沿
岸
部
を
も
東
へ
向
か
っ
て
移
住
し
て
、
わ
ず
か

0
0年
あ
ま
り
の
問
に
、
太
平
洋
沿
岸
で
は
伊
勢
湾
付

近
、
日
本
海
寸
沿
岸
で
は
若
狭
湾
あ
た
り
ま
で
水
稲
良
川
似
の
技
術
・
文
化
を
伝
え
た
。

し
た
が
っ
て
、
京
郊
瀬
戸
内
に
而
す
る
神

一
戸
市
域
付
近
に
は
、

比
較
的
早
い
時
期
に
水
稲
民
緋
が
伝
え
ら
れ
た
に
ち
が
い
な
い
。

水稲淡~:JI の阿古flと発展

弥
生
時
代
の

時
期
区
分

弥
生
時
代
は
、
そ
の
発
民
投
措
を
、
前
期
・
中
期
・
後
期
の
三
期
に
大
別
す
る
こ
と
が
多
い
。
そ
れ
ら
の
作

期
を
前
半
丁
後
半
あ
る
い
は
前
菜
・
中
葉
・
後
葉
に
細
分
す
る
こ
と
も
あ
る
。

ま
た
、
土
器
の
形
式
変
選
を

指
標
と
し
て
、

i
期
・

1
期
・
自
別
－

w
m－
V
矧
に
民
八
刀
す
る
こ
と
も
あ
り
、
そ
の
場
合
は
、

お
お
む
ね
i
則
を
前
期
に
あ

て、

1
・
出
－

w期
右
中
期
に
、

v加
を
後
期
と
し
て
取
り
扱
っ
て
い
る
。
各
時
期
の
実
年
代
に
つ
い
て
は
、
ま
だ
十
分
に
研

巳

L

：主一

ν
で
、
工
、

β
、

守
ノ
カ
ヲ
孔
／
吋

L
f
L
2
7

お
そ
ら
く
前
期
は
紀
元
前
二
位
紀
お
よ
び
そ
れ
以
前
を
、

中
期
は
紀
一
万
一
五
年
を
中
心
と
し
て
前
後
弁

第一節

一
O
O年
を
、
そ
し
て
後
期
は

J
一
一
一
位
紀
の
年
代
を
あ
て
る
こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
。
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表 50 弥生時代DI存年表 （力lrUE~ニUl告の変澄縮尺不1r1J)

Wl 年代 i人j 学F

水稲淡緋・ 5住総保の佼Jlj

B.C. l一一l]lj I 200i＇←T る二ll::'l'i木治跡

Jl'.;l波集落おらわれる・火IJ目立i跡

高！末倉時E出現する

w1~ii!rの祭り始まる ;It，＇バ＇.ill8・ff
Wli I J時刻・台状型的！？恭の拠出flま

る・玉砕FFI11 •述助、

~6~ir: J 東海地方までぶ稲淡1Jt広まる

中核（（－、j集落が成j［する・本IiI）立跡

. :1~~i:泣跡・ $fr)j遺跡

絞ケfr.1 ＇~か］ ;'Ji：ド鈎造される

同 4 ・ 5 号Jil~i'.i"W鈴巡される

WJ, 」 潟地性集落が常まれる

Fi若誌が消滅，鉄？.ffの佼m進む

オ二日号事~J;i[始まる

集落が｛氏i也へ逃IL¥すh る・凶｜文台Ill
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後｜ ' F十日立湖、
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市
内
最
古
の

農
耕
築
落

従
来
純
文
時
代
晩
期
と
し
て
取
り
扱
わ
れ
て
い
た
よ
う
な
時
期
の
稲
作
段
刺
開
始
期
に
つ
い
て
は
、
弥
生
時

－

m別
）
に
属
す
る
縦
突
な
遺
跡
は
見
出
さ
れ
て
い
な
い
が
、

神
戸
市
域
に
お
い
て
は
、
早
期
（
先

え
び
す
ち
ょ
う

｝
の
別
に
印
刷
す
る
可
能
性
の
尚
い
水
聞
社
が
須
磨
区
戎
町
遺
跡
の

代
早
期
あ
る
い
は
先
i
加
と
い
う
よ
う
に
表
現
さ
れ
る
こ
と
が
多
い
。

か
ら
発
見
さ
れ
て
い
る
。

神
戸
市
域
に
お
け
る
最
古
の
弥
生
遺
跡
は
、
十
日
く
か
ら
明
石
川
流
域
の
古
附
泣
跡
で
あ
ろ
う
と
い
わ
れ
て
い
る
が
、
最
近
の

に
伴
う
発
掘
調
五
で
は
、

市
内
各
地
で
前
期
の
泣
跡
が
発
見
さ
れ
て
お
り
、
古
問
泣
跡
と
問
時
期
あ
る
い
は
相
前
後

す
る
時
則
の
泣
跡
で
は
な
い
か
と
推
定
さ
れ
る
鈍
も
知
ら
れ
て
き
て
い
る
。

さ
た
い

円
以
古
の
良
民
た
ち
は
、
ま
ず
、
各
地
の
臨
海
一
平
野
の
先
端
部
に
形
成
さ
れ
つ
つ
あ
っ
た
砂
准
上
に
そ
の
集
落
を
営
み
、
付
近

の
後
背
胤
地
あ
る
い
は
砂
堆
間
湿
地
に
水
出
会
」
治
成
し
は
じ
め
て
い
た
と
治
定
さ
れ
る
。

純
文
時
代
娩
則
か
ら
弥
生
附
代
前
則
前
半
へ
か
け
て
の
時
期
は
、

い
わ
ゆ
る
小
海
退
別
に
あ
た
っ
て

ド
バ
協
が
や
や
低
下
し
、

水稲fl~桃の開始と発展

お
り
、
臨
海
一
平
野
先
端
部
の
砂
堆
上
は
、
生
活
の
舞
台
と
し
て
は
比
較
的
安
定
し
た
時
期
に
あ
た
っ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。

き
た
お
う
ぎ

ム
ハ
中
山
市
麓
の
一
千
野
郎
で
こ
れ
ま
で
に
発
見
さ
れ
て
い
る
最
古
の
農
耕
集
落
は
東
灘
区
北
青
木
造
跡
で
あ
る
。

北
青
木
選
跡

芦
屋
川
と
住
吉
川
の
中
間
の
傑
内
約
三
メ
ー
ト
ル
付
近
に
位
同
す
る
集
落
は
、
臨
海
平
野
に
形
成
さ
れ
た
五

列
の
砂
准
の
う
ち
同
列
日
の
砂
堆
上
に
佼
汽
し
、
府
側
に
存
釈
す
る
一
一
一
列
目
の
砂
准
と
の
間
の
湿
地
に
水
田
を
営
ん
で
い
た
と

抗
定
さ
れ
て
い
る
c

第一節

発
見
さ
れ
た
泣
物
は
、
品
生
土
川
市
（
長
、
川
叫
ん
、
鉢
、
仮
設
、
ミ
ニ
チ
ュ
ア
土
器
、
石
鍛
、
石
鋭
、
木
製
農
耕
具
（
鍬
、
鋤
）
、

斧
柄
、

織
物
凡
な
ど
で
、

土
加
は
前
期
中
葉
で
も
前
半
に
印
刷
す
る
持
色
を
よ
く
示
し
て
い
る
。

」
の
よ
う
に
最
古
の
良
湖
集
落
で
は
、

l"I然・考11;！法史縦 1389 



木
製
の
鋤
・
鍬
な
ど
の
耕
作
用
具
を
も
ち
、
収
穫
加

共
と
し
て
の
石
庖
丁
を
伴
っ
て
お
り
、
す
で
に
完
成

さ
れ
た
農
耕
技
術
を
大
陸
か
ら
受
容
し
て
い
た
こ
と

は
縦
突
で
あ
る
。
な
お
、
発
見
さ
れ
た
土
器
の
う
ち

約
一

od同
の
土
川
市
に
は
、
原
料
と
な
る
粘
土
（
胎
土
）

に
品
川
閃
石
を
含
み
、

チ
ョ
コ
レ
ー
ト
色
に
焼
き
上
が

っ
た
河
内
平
野
産
、

よ
り
厳
密
に
い
え
ば
生
駒
山
地

開
麓
で
つ
く
ら
れ
た
土
叩
仰
を
含
ん
で
お
り
、
こ
の
地

域
の
農
耕
集
落
の
形
成
に
あ
た
っ
て
、
聞
か
ら
の
影

川
引
け
ば
か
り
で
な
く
、
東
の
河
内
一
平
野
か
ら
の
影
響
も

中核的集吉年の分:1riCf;ir

無
視
で
き
な
い
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

北
青
木
遺
跡
と
同
じ
よ
う
に
、
臨
海
平
野
先
端
部

に
砂
堆
を
形
成
す
る
よ
う
な
地
形
は
六
甲
山
南
麓
の

平
野
部
の
各
所
で
認
め
ら
れ
る
が
、
特
に
旧
苅
涼
川

（
新
淡
川
）
の
河
口
一
内
側
に
大
規
模
に
発
達
し
て
い
る
。

ま
た
、
明
石
川
の
河
口
岡
山
芹
に
も
砂
堆
が
発
達
し
て

、
〉
守
道
、

L

Y＼
刀

す
で
に
市
街
化
が
進
行
し
て
い
て
問
時
期

390 弥生時代2frじ1(.:



水筒段燃のrm始と発展

。1j1榊 j集お

⑧ r'1iiJ¥llの集活

第一節

／ヤ

km 

弥生時代前期の袋詰年および

の
泣
跡
は
未
発
見
で
あ
る
。

前
期
後
葉
に
な
る
と
、
北
青
木

六
甲
山
地
南
麓

の
前
期
の
遺
跡

遺
跡
周
辺
で
は
、
本
山
南
町
六

丁
目
で
、
若
干
の
遺
物
が
採
集
さ
れ
て
い
る
ほ
か
、

て
い

さ
き
に
ふ
れ
た
縄
文
海
進
期
の
汀
線
（
海
岸
線
）
よ
り

も
と
や
ま

も
高
佼
の
本
庄
町
や
本
山
中
町
付
近
か
ら
集
落
祉
が

凶 122

発
見
さ
れ
て
い
る
。
北
青
木
造
跡
が

時
期
の
み
の

集
落
で
あ
っ
た
と
般
定
さ
れ
て
い
る
の
に
対
し
て
、

本
山
中
町
周
辺
で
は
、
弥
生
時
代
中
期
以
降
も
集
務

JZ
形
成
し
て
お
り
、
砂
堆
上
の
集
落
に
比
し
て
著
し

く
安
定
し
た
生
活
の
場
で
あ
っ
た
こ
と
を
示
し
て
い

マ心。
な
お
、
こ
の
縄
文
海
進
捌
の
汀
一
掛
か
ら
臨
海
平
野

先
端
部
の
砂
堆
ま
で
の
内

0
0
1四
五

0
メ
ー
ト
ル

に
わ
た
る
沖
積
地
が
、
前
期
後
半
以
降
に
水
間
と
し

て
利
用
さ
れ
て
い
た
で
あ
ろ
う
こ
と
は
確
実
で
あ
る
。

弥
生
時
代
前
期
後
葉
と
い
う
時
期
は
、

北
青
木
造

自然・考古ー！援災講話 139r 



跡
の
問
辺
で
集
落
が
地
加
す
る
ば
か
り
で
な
く
、
六
巾
山
地
市
麓
の
各
所
で
集
絡
が
形
成
さ
れ
は
じ
め
る
。

石
段
川
閉
山
市
の
東
灘
区
御
影
塚
町
の
処
女
塚
古
墳
付
近
に
も
こ
の
時
期
の
集
落
が
存
し
た
ら
し
く
、
処
女
塚
古
墳
の
品
川
土
中

ゃ
、
墳
丘
南
側
の
砂
殺
か
ら
同
時
期
の
士
山
バ
が
採
集
さ
れ
て
い
る
。
付
近
は
石
屋
川
の
形
成
す
る
周
一
状
地
の
末
端
部
で
、

つ
制
文
海
進
朋
の
汀
線
付
近
に
あ
た
っ
て
お
り
、
墳
丘
弘
氏
部
の
標
尚
は
約
四
メ
ー
ト
ル
で
あ
る
。

ま
た
、

市
街
地
の
な
か
の
追
跡
と
し
て
知
ら
れ
て
い
る
中
央
庶
民
井
追
跡
も
前
期
後
葉
の
追
跡
と
し
て
の
ね
色
を
よ
く
示
し

て
い
る
。
笠
井
泣
跡
は
J
R
一
ニ
ノ
宮
駅
の
東
側
に
枚
目
し
、
出
生
附
川
の
形
成
す
る
扇
状
地
末
端
で
標
高
約
一
二
メ
ー
ト
ル
付

近
に
前
別
後
半
の
泣
物
包
含
股
が
あ
り
、

そ
の
前
附
に
旧
生
山
川
、
川
口
に
発
達
し
た
砂
堆
の
後
背
湿
地
が
広
が
っ
て
い
る
。

山
神
戸
市
街
地
の
間
半
部
で
も
同
様
の
状
況
が
知
ら
れ
て
お
り
、

宇
治
川
と
旧
淡
川
と
の
中
間
の
中
央
区
宇
治
川
南
遺
跡
は
、

標
高
約
一

0
メ
ー
ト
ル
の
段
丘
上
に
位
汽
し
、
そ
れ
ほ
ど
広
く
は
な
い
が
臨
海
平
野
を
山
読
む
位
読
を
占
め
て
い
た
こ
と
が
知
ら

れ
る
。貯

蔵
穴
が
群
在
す
る

楠
・
荒
関
町
透
跡

宇
治
川
南
遺
跡
の
凶
市
約
問

0
0
メ
ー
ト
ル
の
洪
積
段
丘
上
に
佼
訳
す
る
楠
・
荒
間
町
遺
跡
は
、
他
の

前
期
の
遺
跡
に
比
し
て
若
干
高
位
の
標
高
約
一
五
メ
ー
ト
ル
付
近
に
あ
り
、
西
側
か
ら
南
側
へ
か
け
て

の
削
淡
川
沿
い
の
低
地
を
耕
作
し
た
ら
し
い
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
泣
跡
の
広
が
り
は
、
ま
だ
十
分
に
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
な
い

が
、
東
西
一
一
一

0
0
メ
ー
ト
ル
以
上
の
範
凶
か
ら
泣
物
が
発
見
さ
れ
て
お
り
、
前
期
末
か
ら
中
期
初
頭
に
か
け
て
の
貯
蔵
穴
と
推

定
さ
れ
る
土
坑
が
五

O
誌
近
く
も
発
見
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
土
坑
は
、
凶
箆
・
深
さ
と
も
に
一
メ
ー
ト
ル
内
外
の
、
円
筒
形
あ

る
い
は
上
部
が
狭
く
底
部
が
広
い
袋
状
の
断
簡
を
も
っ
逃
榔
で
、

…
般
に
は
貯
蔵
穴
で
あ
ろ
う
と
推
定
さ
れ
て
い
る
。

こ
う
し
た
弥
生
時
代
の
貯
蔵
穴
の
分
布
を
み
る
と
、
北
部
九
州
お
よ
び
木
州
側
端
部
の
関
門
川
崎
ガ
に
多
く
、
そ
れ
以
来
で
は
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播
州
一
平
野
の
加
古
川
市
東
神
吉
泣
跡
、
大
和
盆
地
の
唐
古
遺
跡
な
ど
で
知
ら
れ
て
い
る
。

い
ず
れ
も
前
期
か
ら
中
期
初
頭
の
も

の
が
多
く
、

。
基
か
ら

0
0基
程
度
が
群
寂
す
る
こ
と
が
多
い
。
貯
蔵
穴
の
機
能
に
つ
い
て
は
、
前
期
に
す
で
に
存
在
し

て
い
る
と
推
定
さ
れ
る
高
床
倉
庫
と
の
撰
述
に
お
い
て
検
討
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
～
口
問
床
倉
庫
に
は
穀
物
類
、
を
、
貯
蔵
穴
に

は
そ
の
他
の
野
菜
や
イ
モ
類
を
、
と
い
う
ふ
う
に
般
定
で
き
れ
ば
理
解
し
や
す
い
が
、
貯
蔵
穴
内
か
ら
稲
束
、
籾
殺
の
出
土
し

た
例
も
知
ら
れ
て
い
る
の
で
、

い
ち
が
い
に
は
そ
の
機
能
を
決
め
が
た
い
。
楠
・
荒
田
町
遺
跡
の
貯
蔵
穴
か
ら
は
、
イ
チ
イ
ガ

シ
の
突
、

ム
ク
ロ
ジ
の
突
、
炭
化
米
、
魚
類
や
ウ
シ
の
散
骨
な
ど
が
発
見
さ
れ
て
お
り
、
穀
類
の
貯
蔵
に
つ
い
て
は
高
床
倉
庫

と
の
併
用
が
推
定
さ
れ
る
ほ
か
、
縄
文
時
代
以
来
の
備
荒
会
の
保
管
、
動
物
性
食
料
の
腐
敗
訪
止
な
ど
多
様
な
利
用
方
法
が
推

定
さ
れ
る
。
ま
た
、
こ
の
貯
蔵
穴
に
は
覆
度
あ
る
い
は
蓋
状
の
施
設
が
存
在
し
た
可
能
性
も
あ
り
、
土
坑
中
央
に
柱
穴
状
の
穴

を
も
っ
例
も
あ
る
。

砂
堆
上
に

並
ぶ
築
落

出
淡
川
や
旧
苅
桜
川
・
妙
法
寺
川
な
ど
の
流
路
が
、
弥
生
時
代
に
ど
の
よ
う
な
状
況
で
あ
っ
た
か
は
、
ま
だ
十

八
万
に
解
明
さ
れ
て
い
な
い
が
、
そ
の
河
口
付
近
に
は
東
西
に
長
く
砂
地
を
形
成
し
て
お
り
、

の
農
耕
集
落

水稲農耕の開始と発展

が
、
こ
の
砂
椛
上
に
立
地
し
た
で
あ
ろ
う
こ
と
は
十
分
に
予
測
で
き
る
。

こ
れ
ま
で
に
知
ら
れ
て
い
る
遺
跡
は
前
期
後
葉
の
例
が
多
い
が
、

昭
和
ノ＼

…ト

九
八
八
）
に
な
っ
て
調
査
さ
れ
た
大
開

小
学
校
校
庭
か
ら
は
、
前
期
前
業
の
盤
穴
住
居
群
や
そ
れ
を
囲
む
環
濠
な
ど
の
泣
構
・
遺
物
が
発
見
さ
れ
つ
つ
あ
る
。

兵
庫
区
一
二
月
日
遺
跡
は
、
標
高
一
一
J
一
一
一
メ
ー
ト
ル
前
後
の
低
地
に
位
置
し
、
縄
文
晩
期
後
半
、
弥
生
前
期
後
葉
、
中
期
初
頭

第一節

の
造
物
が
出
土
し
て
お
り
、
間
淡
川
下
流
の
砂
堆
上
の
集
落
の
片
鱗
を
み
せ
て
い
る
。

ま
た
旧
苅
藻
川
流
域
の
長
田
区
神
楽
近

跡
や
妙
法
寺
川
に
近
い
長
田
区
松
野
遺
駄
で
も
前
期
後
半
の
特
徴
を
も
っ
土
器
片
が
発
見
さ
れ
て
お
り
、
当
時
の
人
々
の
生
活

自然・考古E霊央線 i3ヲ3



の
舞
台
が
、
こ
の
砂
准
上
で
あ
っ
た
こ
と
を
証
明
し
て
い
る
。

な
お
、
出
淡
川
か
ら
妙
法
守
川
へ
か
け
て
の
地
域
は
、
海
岸
近
く
の
砂
准
か
ら
縄
文
海
進
期
の
汀
線
ま
で
の
距
離
が
、
広
い

と
こ
ろ
で
は
八

0
0
メ
ー
ト
ル
、
狭
い
と
こ
ろ
で
も
五

メ
ー
ト
ル
も
あ
り
、
東
部
約
四
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
に
わ
た
っ
て
低
地

が
広
が
っ
て
い
る
。

」
の
低
地
の
北
側
に
位
附
す
る
長
問
区
長
聞
神
社
境
内
逃
跡
や
須
磨
区
戎
町
泣
跡
で
前
期
後
半
の
造
物
が

発
見
さ
れ
て
い
る
が
、
さ
ら
に
遺
跡
数
は
噌
加
す
る
こ
と
が
予
測
さ
れ
る
。

水
間
が
発
見
さ

れ
た
戎
町
遼
跡

山
陽
電
鉄
阪
宿
駅
南
側
の
須
磨
区
戎
町
遺
跡
は
、

妙
法
寺
川
に
近
い
標
高
約
一
刻
メ
ー
ト
ル
の
、

扇
状
地

本
刷
物
か
ら
平
川
一
地
へ
移
る
あ
た
り
に
位
院
し
、
前
期
後
半
の
河
道
と
そ
の
周
辺
か
ら
多
設
の
弥
生
土
川
市
と

『
仏
鍬
な
ど
の
木
製
山
長
訓
H
A
お
よ
び
そ
の
米
製
品
、
行
自

γ
な
ど
が
発
見
さ
れ
て
い
る
。

ま
た
、
こ
の
山
河
道
内
に
は
円
形
に
杭

J
V
｝
打
ち
込
ん
だ
特
殊
な
逃
怖
が
一
三
カ
所
発
見
さ
れ
て
お
り
、
木
製
山
此
州
制
札
ハ
の
製
作
過
抑
制
で
、
木
材
お
よ
び
米
製
品
を
水
に
浸
し

て
お
く
施
設
で
は
な
い
か
と
推
定
さ
れ
て
い
る
。

さ
ら
に
、

さ
き
に
ふ
れ
た
縄
文
時
代
晩
別
の
水
凶
と
は
地
点
が
や
や
異
な
っ
て
い
る
が
、
前
期
後
半
の
泣
術
面
よ
り
下
層
か

ら
小
区
酬
の
水
聞
が
発
見
さ
れ
て
い
る
。
水
間
の
規
般
は
最
小
の
も
の
が

× 

一
メ
ー
ト
ル
、
最
大
の
も
の
が
こ
×

mm
－
一
一
一
メ
ー
ト
ル
で
、
調
東
区
内
か
ら
は
一
一
…
四
枚
が
確
認
さ
れ
て
い
る
ο

こ
の
水
出
の
時
期
に
つ
い
て
は
、
造
物
が
全
く
発
見

さ
れ
て
い
な
い
の
で
叫
限
定
し
が
た
い
が
、
前
期
中
葉
ま
で
さ
か
の
ぼ
る
こ
と
は
確
実
で
あ
る
。

明
石
川
流
域
の

前
期
の
遺
跡

明
石
川
下
流
域
に
は
三
列
の
砂
地
が
知
ら
れ
て
い
る
が
、
市
街
化
が
進
ん
で
お
り
、
こ
の
砂
堆
上
か
ら
は

ま
だ
弥
生
時
代
前
期
の
追
跡
は
発
見
さ
れ
て
い
な
い
。

明
石
川
流
域
最
古
の
民
刺
集
落
は
、
古
く
よ
り
凶
一
民
校
中
川
口
の
丘
陵
上
に
位
院
す
る
土
日
間
追
跡
だ
と
い
わ
れ
て
い
る
。
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弥生時代前期の竪穴住蔚（西区玉津問中滋跡〕

や
や
遅
れ
て
成
立
し
た
と
捻
定

し
ん
ぼ
う

さ
れ
る
の
は
、
明
石
川
東
洋
の
標
高
九
メ
ー
ト
ル
付
近
に
位
陸
す
る
新
方
遺

低
地
の
集
落
で
吉
田
遺
跡
と
河
時
期
か
、

跡
と
、
標
高
一
八
メ
ー
ト
ル
付
近
に
位
置
す
る
玉
津
問
中
遺
跡
で
あ
る
。

前
倒
別
後
葉
に
な
る
と
、
集
落
の
数
は
さ
ら
に
増
加
し
、
明
石
川
流
域
で
は
、

玉
砕
問
中
遺
跡
よ
り
も
下
流
の
居
住
遺
跡
や
今
津
遺
跡
が
知
ら
れ
て
い
る
ほ

か
、
玉
津
田
中
遺
跡
よ
り
約
二
・
五
キ
口
メ
ー
ト
ル
上
流
の
四
一
戸
間
や
常
本

に
も
集
落
が
形
成
さ
れ
、
明
石
川
の
交
流
伊
川
流
域
の
南
別
府
で
も
同
時
期

の
遺
物
が
出
土
し
て
い
る
。

ま
た
、
東
の
山
間
川
流
域
の
大
歳
山
に
も
集
落

が
形
成
さ
れ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。

写真 93

士
口
問
遺
跡
は
、
明
石
川
西
岸
の
標
高
約
二

0
メ
ー
ト
ル
付
近
の
丘
陵
上
に

あ
り
、
東
側
丘
陵
下
の
低
地
が
水
悶
で
あ
っ
た
可
能
性
が
高
い
。
出
土
遺
物

が
、
中
期
以
降
の
土
総
も
発
見
さ
れ
て
い
る
の
で
、
石
器
類
の
時
期
は
決
め
が
た
い
。

は
、
前
則
前
半
の
土
器
の
ほ
か
、
石
鍬
、
隣
製
石
斧
な
ど
が
知
ら
れ
て
い
る

吉
凶
遺
跡
と
問
じ
丘
陵
の
南
約
八

0
0
メ
ー
ト
ル
の
位
置
に
片
山
遺
跡
が
ゐ
り
、
吉
田
遺
跡
に
続
く
時
期
の
土
探
が
出
土
し

な
は
だ
特
異
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、

て
い
る
。
こ
の
間
遺
跡
の
立
地
は
、
東
側
の
低
地
と
の
比
高
が
一

0
メ
ー
ト
ル
も
あ
り
、
前
期
の
集
落
の
立
地
と
し
て
は
、

よ
り
合
い
弥
生
遺
跡
が
低
地
部
に
お
い
て
今
後
発
見
さ
れ
る
可
能
性
は
高
い
。

新
方
遺
跡
は
、
明
石
川
の
主
流
伊
川
が
、
東
北
か
ら
木
流
へ
流
入
す
る
付
近
の
北
側
に
佼
霞
し
、
前
期
中
葉
以
降
、
中
・
後
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期
ま
で
続
く
大
規
模
な
遺
跡
で
あ
る
が
、
明
石
川
本
流
に
近
い
場
所
か
ら
前
期
の
土
器
が
出
土
し
て
い
る
。

玉
津
田
中
遺
跡
は
、
明
芯
川
東
洋
に
広
が
る
抵
地
に
位
置
す
る
が
、
前
期
、
中
期
、
後
期
と
局
部
的
に
は
若
干
位
置
を
移
し

な
が
ら
、
弥
生
時
代
金
期
間
判
に
わ
た
っ
て
集
落
が
継
続
し
て
お
り
、
東
西
・
南
北
と
も
に
約
五

0
0
メ
ー
ト
ル
に
わ
た
る
大
集

落
で
あ
る
。
そ
の
う
ち
前
期
の
集
落
は
南
北
約
一

0
0
メ
ー
ト
ル
、
東
西
約
六

0
メ
ー
ト
ル
の
徴
高
地
上
に
や
め
り
、
円
形
の
竪

穴
住
居
や
土
坑
が
発
見
さ
れ
て
い
る
。
円
形
竪
穴
住
蔚
は
南
北
西
・
八
メ
ー
ト
ル
、
来
四
四
・
四
メ
ー
ト
ル
で
、
桜
一
満
は
な
く
、

柱
は
関
本
で
、
住
居
祉
床
面
中
央
に
不
整
円
形
の
炉
祉
が
あ
る
。

ま
た
、
最
近
の
調
査
で
は
、
付
近
か
ら
前
期
の
方
形
潤
溝
墓

群
が
発
見
さ
れ
つ
つ
あ
る
。

武
庫
川
中
流
域

の
前
期
の
遺
跡

近
年
ま
で
前
期
の
遺
跡
が
知
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
六
甲
山
北
側
武
庫
川
中
流
域
の
北
区
嵐
問
遺
跡
や
一
一
一
田

市
対
中
遺
跡
、
一
一
一
輪
割
問
追
跡
な
ど
か
ら
前
期
後
半
の
遺
構
・
造
物
が
発
見
さ
れ
て
い
る
。

と
く
に
対
中
遺
跡
で
は
水
聞
や
井
綬
が
発
見
さ
れ
て
い
る
が
、
井
聡
は
川
一
制
約
二
メ
ー
ト
ル
の
小
川
を
、
脳
二

O
J一一一
O
セ

水稲農耕の開始と発展

ン
チ
メ
ー
ト
ル
、
厚
さ
ニ
j
…
一
一
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
の
板
を
ニ
列
に
打
ち
込
ん
で
直
角
に
せ
き
止
め
て
い
る
。
こ
の
弁
壊
に
よ
っ

て
水
位
、
を
あ
げ
た
水
を
小
川
か
ら
枝
分
か
れ
し
た
幅
約
七

0
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
の
数
本
の
用
水
路
に
導
い
て
い
た
よ
う
で
あ
り
、

当
時
の
水
科
技
術
の
実
態
を
知
る
こ
と
の
で
き
る
貴
重
な
例
で
あ
る
。
付
近
か
ら
発
見
さ
れ
た
水
間
遺
構
か
ら
は
人
間
や
動
物

の
足
跡
も
多
数
検
出
さ
れ
て
い
る
。

弥
生
時
代
前
期
の
遺
跡
数
と
縄
文
時
代
の
そ
れ
と
を
比
較
す
る
と
き
、
わ
ず
か
一

O
O年
あ
ま
り
の
期
間
に
い
か
に
そ
の
数

節第

が
明
加
し
て
い
る
か
が
知
れ
よ
う
。
そ
れ
は
、
稲
作
農
耕
の
捌
始
と
発
肢
が
、
縄
文
時
代
の
生
産
活
動
と
対
比
す
る
と
き
、

か
に
多
く
の
人
口
を
支
え
う
る
生
産
力
を
持
ち
え
た
か
を
如
実
に
示
し
て
い
る
と
い
え
よ
う
。
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2 

中
核
的
集
落
の
成
立

中
核
的
集

落
の
分
布

臨
海
平
野
先
端
部
の
砂
椛
上
に
成
立
し
た
最
古
の
農
刻
集
落
は
、
前
期
後
半
か
ら
中
期
初
出
に
は
姿
を
消
し
て

し
ま
う
。

不
安
定
な
集
落
立
地
を
放
棄
し
て
、
新
し
い
土
地
を
求
め
た
原
悶
は
、
前
期
末
か
ら
中
朋
初
頭
へ
か

け
て
の
一
時
的
海
逝
に
よ
る
土
地
条
件
の
変
化
に
出
米
す
る
も
の
で
あ
ろ
う
と
推
定
さ
れ
る
が
、
集
落
の
拡
大
化
に
と
も
な
い

よ
り
広
い
一
千
地
を
占
め
う
る
場
所
を
求
め
た
の
で
あ
ろ
う
。

神
戸
市
域
に
お
い
て
は
、
ま
だ
十
分
に
当
時
の
土
地
条
件
の
変
化
を
示
す
資
料
は
確
認
さ
れ
て
い
な
い
が
、
大
阪
湾
沿
岸
地

域
の
河
内
平
野
で
は
、
各
所
で
そ
の
痕
跡
を
み
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
し
て
、
こ
の
小
指
進
期
を
境
に
し
て
、
洪
水
に
よ
る
砂

礁
の
急
速
な
堆
枯
が
み
ら
れ
、
場
所
に
よ
っ
て
は

0
・
五
J
一
一
メ
ー
ト
ル
も
の
堆
稿
、
が
記
録
さ
れ
て
い
る
。

神
戸
市
域
で
は
、
こ
の
小
海
進
期
以
後
、
集
活
の
多
く
は
純
文
海
進
別
の
汀
線
よ
り
上
位
の
よ
り
安
定
し
た
地
減
へ
居
を
移

し
、
大
規
校
か
つ
縦
続
的
な
集
務
を
形
成
す
る
。

六
甲
山
地
潟
麓
で
は
芦
屋
川
と
住
吉
川
の
巾
山
に
位
慨
す
る
本
山
遺
跡
、

間
生
間
川
に
近
い
雲
井
遺
跡
、

旧
淡
川
に
近
い
楠

－

t
h
間
町
遺
跡
、
妙
法
寺
川
に
近
い
戎
町
泣
跡
な
ど
が
そ
の
代
表
例
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
集
落
は
、
長
期
間
級
統
す
る
だ
け
で
な
く
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
の
集
務
群
の
な
か
で
大
規
模
か
つ
中
級
的
な
佼

慌
を
占
め
て
お
り
、
照
代
遺
跡
・
ほ
集
落
・
拠
点
集
落
な
ど
さ
ま
ざ
ま
に
呼
ば
れ
て
い
る
が
、

い
ず
れ
の
呼
称
を
用
い
る
に
し

て
も
、

一
つ
の
ま
と
ま
り
を
も
っ
た
地
域
内
に
分
布
す
る
集
務
群
の
中
核
的
な
集
活
で
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
こ
と
は
確
実
で
あ
る
。
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こ
う
し
た
中
核
的
な
集
落
は
凶
日
本
各
地
で
知
ら
れ
て
お
り
、
そ
れ
ぞ
れ
四
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
な
い
し
五
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
和
皮

の
間
隔
を
お
い
て
分
布
し
て
い
る
が
、
河
内
平
野
や
大
和
金
地
の
よ
う
な
地
域
で
は
剖
的
な
広
が
り
を
も
っ
て
分
布
し
て
お
り
、

六
甲
山
地
南
麓
や
和
泉
平
野
で
は
縄
文
海
進
期
の
汀
綿
よ
り
上
位
に
線
的
に
連
な
っ
て
い
る
。

六
甲
山
地

南
麓

神
戸
市
域
で
は
本
山
遺
跡
か
ら
雲
井
泣
跡
ま
で
の
距
離
は
約
八
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
で
、
平
均
的
な
間
隔
の
二
倍
近

く
も
あ
り
、
そ
の
中
間
に
今
後
中
核
的
な
集
落
が
発
見
さ
れ
る
可
能
性
を
示
し
て
い
る
。
距
統
的
に
み
て
ち
ょ

水稲差是耕の1*1始と発展M
M即第

う
ど
中
部
に
あ
た
る
地
域
は
、
石
屋
川
と
都
賀
川
の
中
間
で
、
前
期
後

IEJ!d:Jn川東洋のIlご1核 B(JJ長務（仁11火f幻WI＇今il'l~i!J;)

半
か
ら
後
期
へ
か
け
て
の
土
器
が
出
土
し
た
処
女
塚
市
噴
付
近
か
ら
現

の
阪
神
電
鉄
新
在
家
駅
付
近
が
想
定
で
き
る
。
こ
の
地
域
に
は
の
ち

に
似
ケ
丘
銅
鐸
・
銅
文
発
見
地
や
処
女
ほ
し
ぼ
頃
な
ど
が
存
在
し
、
今
後

十
分
に
注
目
さ
れ
る
べ
き
地
域
で
あ
る
。

あ
る
い
は
、
こ
の
六
甲
山
地
取
麓
の
よ
う
に
、
東
凶
に
長
い
平
野
郎

を
、
南
北
に
流
れ
る
河
川
が
分
断
し
て
い
る
よ
う
な
地
形
の
地
域
で
は
、

河
川
と
河
川
に
よ
乃
て
毘
画
さ
れ
た
地
減
ご
と
に
、
中
般
的
集
落
合
」
設

定
す
る
方
、
が
妥
当
か
も
し
れ
な
い
。

写真 94

ま
た
、
雲
井
遺
跡
と
楠
・
荒
田
遺
跡
出
は
約
一
…
一
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
、
楠
－

荒
問
遺
跡
と
戎
町
遺
跡
間
は
約
四
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
強
で
あ
る
が
、
こ
こ

で
も
楠
・
荒
岡
町
泣
跡
と
戎
町
泣
跡
と
の
中
間
の
長
問
神
社
付
近
に
、

自然・考古E査史議活 i399 



も
う
一
カ
所
中
核
的
集
器
を
想
定
で
き
る
か
も
し
れ
な
い
。

浅
町
逃
跡
以
西
明
石
川
流
域
ま
で
は
、
可
耕
地
の
控
か
な
地
域
は
な
く
、

五
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
と
い
う
標
準
的
な
販
離
は
参
考

に
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
戎
町
遺
跡
以
開
明
石
川
流
域
の
新
方
遺
跡
ま
で
の
中
間
で
、
こ
れ
ま
で
に
知
ら
れ
て
い
る
比
較
的

お
お
と
し
や
ま

大
規
模
集
蕗
を
あ
げ
る
と
す
れ
ば
、
山
田
川
流
域
の
大
歳
山
遺
跡
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
大
歳
山
遺
跡
で
は
中
期
の
遺
構
・
逃

ひ
ゅ
う
が

物
が
不
明
確
で
あ
り
、
む
し
ろ
最
近
調
査
が
進
ん
で
い
る
福
凶
川
河
口
の
西
側
日
向
遺
跡
付
近
か
ら
今
後
大
規
模
な
中
核
的
集

落
が
出
現
す
る
可
能
性
を
推
定
し
て
お
き
た
い
。
戎
町
遺
跡
と
臼
向
遺
跡
附
は
約
『
八
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
、

日
向
遺
跡
と
新
方
泣
跡

間
は
約
七
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
で
あ
る
。

河
内
平
野
を
中
心
と
し
て
、
東
の
大
和
盆
地
・
南
の
和
泉
平
野
・
北
の
淀
川
流
域
・
四
の
猪
名
川
・
武
庫
川
下
流
域
と
が
そ

れ
ぞ
れ
同
じ
ネ
ッ
ト
ワ

i
ク
に
よ
っ
て
結
ば
れ
て
い
る
よ
う
な
状
況
と
、
六
甲
山
地
南
麓
西
端
部
と
東
播
地
域
東
端
の
明
石
川

流
域
と
が
、
全
く
同
じ
よ
う
な
関
係
に
あ
る
の
か
ど
う
か
は
に
わ
か
に
決
し
が
た
い
が
、
戒
町
遺
跡
を
中
心
と
し
た
地
域
と
、

新
方
遺
跡
に
代
表
さ
れ
る
よ
う
な
明
石
川
流
域
の
社
会
と
が
、
直
接
的
で
あ
る
に
せ
よ
、
中
間
に
集
落
群
を
介
在
さ
せ
る
に
せ

ょ
、
何
ら
か
の
形
で
交
流
し
て
い
た
こ
と
は
土
誌
の
形
態
・
文
様
な
ど
に
よ
っ
て
う
か
が
い
知
る
こ
と
が
で
き
る
。

明
石
川
流
域

明
石
川
流
域
で
は
新
方
遺
跡
と
北
方
の
玉
津
田
中
遺
跡
と
の
距
離
は

キ
ロ
メ
ー
ト
ル
、
さ
ら
に
上
流
に

中
核
的
な
集
絡
を
求
め
る
と
す
れ
ば
玉
津
問
中
遺
跡
の
上
流
約
一
一
・
五
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の
間
一
戸
田
・
常
木
両

遺
跡
あ
た
り
に
そ
の
存
夜
を
予
想
で
き
る
か
も
し
れ
な
い
。

な
お
、
さ
ら
に
西
方
の
加
古
川
平
野
と
の
関
連
を
み
れ
ば
、
明
石
川
流
域
の
新
方
遺
跡
か
ら
の
直
線
距
離
で
二
一
キ
ロ
メ
！

お
お
な
か

ト
ル
の
位
慨
に
あ
る
播
磨
町
大
中
遺
跡
の
存
夜
が
重
要
で
あ
る
。
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コ一一出盆地

武
庫
川
中
流
域
に
日
を
転
ず
れ
ば
、
支
流
有
馬
刈
が
本
流
に
合
流
す
る
あ
た
り
か
ら
有
馬
川
と
長
毘
川
・
有
野

川
の
合
流
地
点
ま
で
の
南
側
の
、
標
高
一
五

O
メ
i
ト
ル
あ
た
り
の
低
地
に
位
置
す
る
臨
出
遺
跡
は
、
前
期
後

ヰ
ナ

1
後
期
に
わ
た
る
遺
跡
で
、
中
・
後
期
の
住
居
は
間
群
脱
皮
の
小
中
市
（
群
に
わ
か
れ
て
お
り
、
そ
れ
ら
が
集
ま
っ
て

集
落
を

形
成
し
て
い
た
ら
し
い
。
造
物
と
し
て
は
謄
製
石
剣
、
磨
製
石
廊
了
な
ど
の
出
土
が
注
目
さ
れ
る
が
、
特
に
熔
製
石
庖
丁
は
製

口
問
・
未
製
品
を
あ
わ
せ
て
数
十
点
も
出
土
し
て
お
り
、
集
落
内
で
の
消
費
を
こ
え
る
泣
で
あ
り
、
こ
の
集
落
に
製
作
所
の
存
し

た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

晦
回
遺
跡
の
閲
北
方
約
一
一
一
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の
、
水
凶
と
の
北
高
約

五
メ
ー
ト
ル
の
高
位
段
丘
上
に
位
慨
す
る
一
一
一
凶
市
天
神

遺
跡
は
、
中
期
は
じ
め
か
ら
後
期
に
い
た
る
東
間
約
一
二

O
Oメ
i
ト
ル
、
南
北
約
二

0
0
メ
ー
ト
ル
に
お
よ
ぶ
大
集
落
で
あ
る

こ
と
が
知
ら
れ
て
い
る
。

な
お
、
こ
の
一
一
一
旧
盆
地
に
お
け
る
弥
生
文
化
の
成
立
は
、
商
摂
平
野
と
の
深
い
関
係
に
お
い
て
成
立

し
え
た
で
あ
ろ
う
こ
と
は
、
そ
の
出
土
土
総
の
形
態
・
文
様
な
ど
か
ら
み
て
縫
突
で
あ
る
。

水稲農耕の開始と発展

以
上
の
よ
う
な
中
核
的
集
落
が
は
た
す
役
割
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
減
に
お
け
る
水
田
耕
作
を
、
五
と
し
た
生
産
活
動
に
お
い
て
、

中
心
的
役
割
を
果
し
た
ば
か
り
で
な
く
、
人
間
の
動
き
と
そ
れ
に
伴
う
情
報
や
物
資
の
中
継
地
的
な
役
割
を
も
果
し
て
い
た
で

あ
ろ
う
こ
と
は
想
像
に
か
た
く
な
い
。

戎
町
遺
跡
に
お
け
る
木
刷
所
製
作
、

玉
津
問
中
遺
跡
や
沼
山
泣
跡
に
お
け
る
石
題
丁
製
作
な
ど
は
す
で
に
触
れ
た
と
お
り
で
あ

る
が
、

の
ち
に
述
べ
る
石
探
の
原
材
料
と
し
て
の
サ
ヌ
カ
イ
ト
や
士
山
市
の
移
動
・
流
通
に
も
お
そ
ら
く
中
核
的
集
落
が
深
く
か

第一節

か
わ
っ
て
い
た
で
あ
ろ
う
こ
と
は
確
実
で
あ
る
。
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器
と
土
器
が

る
交
流

石
器
の
原

産
地
推
定

純
文
同
代
や
弥
生
時
代
の
遺
跡
か
ら
発
見
さ
れ
る
さ
ま
ざ
ま
な
逃
物
の
う
ち
、
最
も
多
設
に
出
土
す
る
の
は
石

－
千
二
二
日
市
H
F
O
V

』コ
J
o

う
n
ム」
J
J
リ
h
H

て
中
占

F
一
石
総
は
、
金
属
加
が
出
現
す
る
以
前
の
主
要
な
利
郎
と
し
て
使
用
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、

土
加
は
煮
沸
加
や
貯
蔵
用
の
生
活
用
具
と
し
て
、

日
常
生
活
の
な
か
で
欠
か
せ
な
い
道
具
で
あ
っ
た
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。

こ
う
し
た
石
山
や
土
都
の
原
料
の
産
地
を
推
定
し
、
当
時
の
人
々
の
行
動
範
聞
や
交
流
・
交
易
の
様
子
・
文
化
聞
な
ど
を
保

ろ
う
と
す
る
研
究
は
、
近
年
、
自
然
科
学
と
考
古
学
の
学
際
的
研
究
の
進
展
に
よ
っ
て
大
き
く
発
燥
し
た
。

西
日
本
に
お
け
る
石
探
の
原
杉
料
の
多
く
は
、
安
山
粁
の
一
種
で
サ
ヌ
カ
イ
ト
と
呼
び
な
ら
わ
さ
れ
て
い
る
石
川
初
で
あ
る
。

大
阪
湾
沿
岸
地
域
に
お
け
る
サ
ヌ
カ
イ
ト
の
成
地
は
、
河
内
沼
l

野
と
大
和
紘
地
の
小
間
に
位
院
す
る
一
一
上
山
と
そ
の
周
辺
が

古
く
か
ら
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
。

近
年
、
間
宮
市
の
甲
山
や
、
淡
路
島
の
北
端
山
石
原
付
近
か
ら
産
す
る
円
際
な
ど
も
注
目
さ
れ
、
瀬
戸
内
山
中
部
の
讃
蚊
平
野
内

か
な
や
ま

端
に
位
践
す
る
金
山
な
ど
と
と
も
に
、
四
摂
か
ら
係
熔
へ
か
け
て
の
地
域
の
石
部
石
村
の
多
様
性
が
説
か
れ
て
き
た
ο

京
都
大
学
原
子
炉
実
験
所
の
斑
科
哲
男
・
東
村
武
一
一
一
一
m
ら
に
よ
っ
て
、

i昭
和
肝｜

（
一
九
七
O
）
ご
ろ
か
ら
遺
物
を
損
傷
す

る
こ
と
な
く
元
素
組
成
を
分
析
し
、
原
底
地
を
推
定
す
る
方
法
と
し
て
蛍
光
X
線
分
析
法
と
い
う
非
破
壊
分
析
法
が
進
め
ら
れ

て
き
て
い
る
が
、
蛍
光
X
線
分
析
法
と
は
、
問
中
日
限
石
や
サ
ヌ
カ
イ
ト
な
ど
石
総
の
原
材
料
の
主
成
分
組
成
が
沌
地
ご
と
に
ほ
と

ん
ど
示
、
が
な
い
の
に
比
し
て
、
徴
敢
に
合
ま
れ
て
い
る
－
小
純
物
は
産
地
ご
と
に
共
同
が
あ
り
、
そ
の
元
議
納
成
の
パ
タ
ー
ン
を
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分
析
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
産
地
念
特
定
し
よ
う
と
い
う
方
法
で
あ
る
。

西
神
戸
の
石
器

原
材
料
の
産
地

神
戸
市
内
の
各
遺
跡
か
ら
発
見
さ
れ
た
サ
ヌ
カ
イ
ト
製
石
部
・
石
材
の
産
地
分
析
は
比
較
的
多
量
に
行
わ

れ
て
い
て
、
特
に
明
石
川
流
域
に
お
い
て
は
弥
生
時
代
前
期
か
ら
中
期
末
ま
で
全
期
間
の
流
れ
の
概
略
が

推
定
で
き
る
。

水稲淡耕の開始と発展hu円
ド

ん
仰
が第

関 124 瀬戸内東部のサヌカイト旅陵地

1二 !::ill地域， 2岩屋地域， 3淡路島中fl!IJ也M,4金11i・ヨ1.1'.'.>.

余地域， 5冠Iii｝也主主， 6 lflJll, 7潟／ 111, 8 1主ぷ＂，；， 9 小T;)J;~；，

10皮肉j, 11 ~主祭1.11, 12 fillケ除J1!!.Jl!<
⑧：抗告ま燦jサーとして良質とみられる陵地

A：あまり良質でなし、とみられる波地

ま
ず
、
東
播
地
域
の
東
端
部
に
佼
紅
す
る
山

m川
流
域
の
縄

文
時
代
前
期
末
お
よ
び
弥
生
時
代
前
期
の
造
物
を
中
心
と
す
る

大
歳
山
遺
跡
の
出
土
泣
物
五
一
点
に
つ
い
て
の
分
析
を
み
る
と
、

産
地
が
推
定
で
き
る
試
料
の
う
ち
校
庭
産
が
七
四
・
七
Mm
で、

そ
れ
に
次
い
で

I Li 
産
カL

一－
J

ハゲ同・
9
下
は
め
、
問
中
引
で
九

odm以
上
を
占
め
て
い
る
。
特
に
岩
屋
産
と
し
て
分
析
さ
れ
て

い
る
試
料
は
、
地
元
の
垂
水
陳
腐
に
含
ま
れ
る
内
際
を
も
含
む

総
括
的
な
名
称
で
あ
っ
て
、
こ
こ
で
は
地
元
肢
の
お
材
を
中
心

と
し
た
材
料
が
多
く
利
用
さ
れ
て
い
る
点
を
注
目
し
て
お
き
た

し、

明
石
川
流
域
の
中
核
的
集
落
の
一
つ
で
あ
る
新
方
遺
跡
出
十
一

泣
物
の
う
ち
、

い
く
つ
か
の

了
の
坪
地
ほ
の
サ
ヌ
カ
イ
ト
は
、

時
期
の
例
が
分
析
さ
れ
て
い
る
が
、
中
期
初
め
（
E
刑
期
）
の
例
を

lfil然・ "J6・r!i燈J,!ユ総 I403 



み
る
と
、

一
上
山
産
が
二
ハ
・
七

μ
に
対
し
て
金
山
肢
が
四
一
一
一
・
一
一
一
%
、
先
屋
a

肢
が
間

O
U拘
を
占
め
て
お
り
、
前
期
に
ひ
き
統

い
て
中
部
瀬
戸
内
地
域
と
の
関
連
の
深
さ
が
う
か
が
わ
れ
る
。

同
じ
新
方
遺
跡
丁
の
坪
地
区
の
中
期
中
葉
の
う
ち
前
半
（
盛
期

前
半
）
に
属
す
る
試
料
で
は
二
上
山
肢
が
開
閉

μ
に
対
し
て
金
山
産
が
閉
八
%
を
占
め
て
お
り
、

中
期
初
頭
以
後
、

四
の
瀬
戸

内
中
部
と
の
交
流
に
加
え
て
東
の
河
内
平
野
部
と
の
交
流
、
が
深
ま
っ
て
い
る
こ
と
を
如
実
に
示
し
て
い
る
。

新
方
遺
跡
の
北
約
五

0
0
メ
ー
ト
ル
に
位
躍
す
る
今
津
追
跡
は
、
明
石
川
下
流
域
の
東
洋
沖
街
地
に
位
置
す
る
前
期
末
か
ら

中
期
末
へ
か
け
て
の
遺
跡
で
あ
る
が
、

中
期
中
葉
で
も
後
半
（
E
期
後
半
）
の
試
料
に
つ
い
て
行
わ
れ
た
分
析
に
よ
る
と
、
一
一
上

1
2
：
 

U
，E
カ

二
・
九
ゲ
戸
、
金
山
産
が
六
五
・
六
百
戸
で
岩
屋
産
は
九
・
四

μ
を
占
め
て
い
る
。

ま
た
、
新
方
遺
跡
寸
の
坪
例
で
ほ
ぼ
同
時
期
試
料
（
盟
期
後
半
）
に
つ
い
て
み
る
と
、

一
一
上
山
産
、
が
一
四
・
一
一
一
以
戸
、

A
V一
山
産
が

五
七
・
一

μ
、
そ
し
て
地
元
の
岩
屋
庄
が
こ
入
・
六

μ
を
占
め
て
お
り
、
中
期
中
葉
に
東
西
の
石
川
市
原
材
量
原
産
地
か
ら
の
供

給
が
や
や
減
少
し
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

中
期
後
葉
（
N
期
）
に
な
る
と
、
…
一
上
山
姥
と
金
山
産
の
比
率
が
逆
転
す
る
。

伊
川
東
岸
の
高
地
性
集
務
・
～
山
中
口
向
山
遺
跡
に
お
け
る
例
を
み
る
と
二
上
山
政
が
ふ
ハ
六
・
一
が
戸
、

A
双
山
産
、
か
ニ
五

μ
で
あ
る
。

は
せ
た
に

橋
谷
川
西
岸
の
西
神
ニ
ュ
！
タ
ウ
ン
内
第
日
号
地
点
追
跡
（
以
下
西
神
第

ω号
泣
跡
と
略
記
）
で
も
、
二
上
山
産
が
六
四
・
七
ゲ
向
、

金
山
産
が
二
七
・
疋
ゲ
戸
、
そ
し
て
聞
神
第
刊
号
遺
跡
で
も
ニ
上
山
肢
が
六
八
・
聞
記
庁
、
金
山
産
が
一
一
四
・
六
%
で
、
中
期
後
葉

に
は
明
石
川
流
域
全
体
が
、
東
方
の
河
内
平
野
周
辺
部
と
深
い
か
か
わ
り
を
も
っ
て
い
た
で
あ
ろ
う
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

南六
麓閉

山
地

六
叩
山
地
南
麓
部
に
つ
い
て
は
、
ま
だ
試
料
の
分
析
例
は
十
分
で
は
な
い
が
、
妙
法
寺
川
に
近
い
戎
町
遺
跡
の

前
期
（
I
期
）
の
資
料
を
み
る
と
金
山
政
が
五
七
・
七
ゲ
問
、
岩
屋
産
が
一
九
・
一
一
%
［
を
占
め
、

二
上
山
肢
が
一
九

404 功、~hll~fi~第七2戸：



ニ
U
Fと
少
な
く
、
開
方
の
瀬
戸
内
地
方
と
の
関
迎
の
深
さ
が
う
か
が
わ
れ
る
。

み
る
と
、
二
上
山
産
が
一
一
一
回
・
七
ゲ
問
、
金
山
産
が

生
田
川
以
凶
の
中
核
的
集
落
の
一
つ
、
楠
・
荒
間
町
遺
跡
の
前
期
後
半
か
ら
中
期
は
じ
め
に
か
け
て
の
試
料
の
分
析
結
果
を

八
・
四
%
、
岩
屋
産
が
問

0
・
八
%
で
あ
り
、
戎
町
泣
跡
よ
り
西
方
に
位

寵
す
る
大
蔵
山
遺
跡
の
倒
と
比
較
す
る
と
、
一
一
上
山
産
の
一
わ
材
の
多
さ
が
討
を
ひ
く
。

あ
ら
わ
れ
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
。

お
そ
ら
く
原
産
地
と
の
距
離
の
近
さ
が

戎
町
遺
跡
で
は
、
中
期
中
葉
の
う
ち
お
い
段
階
（
置
期
前
半
）
の
例
も
分
析
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
こ
で
は
金
山
産
が
二
七
・
六

Ii主知i
六ナ
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ラ4

二
一
－
一
八
dw
と
、
四
方
の
材
料
が
約
五

O
M沖
を
占
め
て
い
る
。
こ
れ
に
対
し
て
東
方
の
二
卜
一
山
産
が
三
五
・
九

dw
で
さ
き
の
楠
・
荒
川
町
泣
跡
例
に
近
い
数
値
を
示
し
て
い
る
。

ま
た
、
神
戸
市
域
最
東
端
の
中
核
的
集
落
で
あ
る
本
山
遺
跡
の
う
ち
田
中
町
一
丁
目
の
元
清
水
地
点
の
前
期
J
中
期
の
試
料

に
よ
る
と
、
一

上
向
産
、
が
六
九
・
七
U

問
、
金
山
産
が
一
二
・
二

μ
を
占
め
て
お
り
、
中
期
後
葉
（
E
期
）
に
近
い
傾
向
を
示
し
て

い
る
。中

期
後
葉
（
百
四
例
）
の
い
阿
川
地
性
集
落
で
あ
る
似
ケ
丘
B
遺
跡
の
試
料
は
、
二
上
山
産
ム
ハ

O
M問
、
金
山
産

od問
、
山
石
康
政
二
六

%
で
、
岩
屋
庄
が
や
や
他
の
泣
跡
に
比
し
て
あ
／
い
傾
向
を
ぶ
し
て
い
る
。

北
神
戸
地
域

武
庫
川
中
流
域
の
中
隊
的
集
務
の

つ
塩
閉
遺
跡
で
は
中
川
則
前
半
（
E
J
E
期
）
の
試
料
が
分
析
さ
れ
て
い
る

が
、
二
上
山
産
が
七
五
%
と
い
う
お
率
を
占
め
、
金
山
政
一
一

五
d

戸、

ハ
%
な
ど
が
少
泣
も

た
ら
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
地
域
が
活
摂
平
野
を
小
継
地
と
し
て
、
河
内
平
野
と
深
く
か
か
わ
っ
て
い
た
こ
と
を
示
す
資
料
で
あ

ろ
う
。弥

生
時
代
に
お
け
る
石
協
は
、

一
般
的
に
は
中
期
末
に
は
消
滅
し
、
後
期
に
は
、

す
べ
て
の
道
具
が
鉄
総
化
し
た
と
い
わ
れ

て
い
る
が
、

一
部
の
地
域
で
は
後
期
の
段
階
に
お
い
て
も
石
総
の
使
用
が
続
く
こ
と
が
あ
る
。

た
と
え
ば
、
津
山
金
地
の
大
間
十
二
社
遺
跡
に
お
い
て
は
、
後
期
（
V
期
）
に
な
っ
て
も
石
廊
了
を
は
じ
め
い
く
つ
か
の
石
器

が
使
用
さ
れ
て
い
る
こ
と
、
が
縦
告
さ
れ
て
い
る
。

武
庫
川
中
流
域
の
北
神
ニ
ュ
！
タ
ウ
ン
内
第
4
号
地
点
追
跡
（
以
下
北
神
第
4
考
遺
跡
と
略
記
）
に
お
い
て
も
後
期
に
属
す
る
サ

ヌ
カ
イ
ト
が
知
ら
れ
て
お
り
、
二
上
山
球
が

一
・
九
ゲ
戸
、
山
行
段
産
が
九
・
問
，
弘
刊
で
、
金
山
産
が
ふ
ハ
八
・
七
M

知
念
占
め
て
い
る
。
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」
の
附
吋
期
に
な
る
と
、
河
内
一
平
野
に
近
い

上
山
付
近
に
お
い
て
は
、
す
で
に
石
総
原
材
料
の
供
給
を
終
わ
っ
て
し
ま
っ
て
い

た
の
か
も
知
れ
な
い
。

前
期
の
土

器
の
交
流

土
器
は
そ
の
生
産
地
に
よ
っ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
顔
を
も
っ
て
い
る
。
使
用
さ
れ
る
粘
土
、
器
形
、
文
様
、
製
作

技
法
な
ど
が
、
そ
れ
ぞ
れ
に
、
あ
る
い
は
総
合
さ
れ
て
そ
の
製
作
地
を
推
定
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

弥
生
時
代
か
ら
古
墳
時
代
へ
か
け
て
の
土
慌
の
な
か
で
、
日
以
も
よ
く
そ
の
生
成
地
の
特
故
を
示
し
て
い
る
の
は
河
内
の
土
総

か
く
役
ん

と
呼
び
な
ら
わ
さ
れ
て
い
る
生
駒
山
地
問
鏡
庄
の
十
一
掠
で
あ
る
。
原
料
と
な
る
お
土
（
胎
土
）
に
雲
母
や
角
閃
石
を
多
く
含
み
、

チ
ョ
コ
レ
ー
ト
色
に
焼
き
あ
げ
ら
れ
て
い
る
の
で
、
肉
限
観
祭
に
よ
っ
て
も
容
易
に
他
の
土
法
と
識
別
で
き
る
。
そ
の
う
ち
角

は
ん
れ
い

閃
石
は
斑
犠
岩
や
問
緑
告
の
分
布
す
る
地
域
に
産
す
る
粕
土
中
に
多
放
に
含
ま
れ
て
い
る
こ
と
が
知
ら
れ
て
お
り
、
生
駒
山
地

凶
麓
の
東
大
阪
市
を
中
心
と
し
た
地
域
が
こ
の
土
加
の
生
成
地
で
あ
ろ
う
と
抗
定
さ
れ
て
い
る
。

河
内
の
土
総
が
神
戸
市
域
の
弥
生
文
化
の
成
立
に
あ
た
っ
て
、
深
く
か
か
わ
っ
て
い
る
で
あ
ろ
う
こ
と
は
、
東
灘
区
北
青
木

水稲差是緋の開始と発展

泣
跡
で
、
こ
の
地
域
最
古
の
土
保
の
う
ち
約
一

oumが
河
内
系
の
土
保
で
あ
る
こ
と
に
よ
っ
て
よ
く
示
さ
れ
て
い
る
。
間
摂
wア

野
東
辺
の
猪
名
川
下
流
の
段
中
市
勝
部
遺
跡
や
、
沼
崎
市
問
能
遺
跡
の
よ
う
な
中
核
的
集
落
が
成
立
し
た
時
期
よ
り
は
、
む
し

ろ
量
的
に
は
多
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

前
期
後
半
の
本
山
遺
鉢
、
楠

悶
町
遺
跡
や
大
山
政
山
円
近
跡
で
も
一
内
内
の
土
総
の
存
続
が
知
ら
れ
て
お
り
、
さ
き
に
ふ
れ
た

一
一
上
山
出
産
の
サ
ヌ
カ
イ
ト
と
と
も
に
、
東
か
ら
の
少
な
か
ら
ぬ
影
響
を
認
め
ざ
る
を
え
な
い
。

第一節

前
期
の
土
誌
の
う
ち
、
河
内
の
土
添
と
と
も
に
生
産
地
の
特
徴
を
よ
く
示
し
て
い
る
も
の
に
紀
伊
型
寵
と
呼
び
な
ら
わ
さ
れ

た
い
ど

て
い
る
整
形
士
総
が
あ
る
。
こ
の
整
形
士
総
は
、
河
内
の
土
訴
に
近
い
チ
ョ
コ
レ
ー
ト
色
で
、
胎
土
に
砂
粒
を
多
く
含
み
、
器
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体
の
下
半
部
を
箆
で
部
っ
て
成
形
し
て
い
る
と
い
う
特
徴
を
も
っ
て
い
る
。

こ
の
紀
伊
の
土
保
は
、
前
期
末
か
ら
中
期
へ
か
け
て
、
六
甲
山
地
南
麓
の
楠
・
荒
田

J器廃系逆L字型書WIJ と紀fJf型~！~（お）（中山土主l二地ti~鎚）

町
辿
跡
、
明
石
川
流
域
の
新
方
退
跡
、
加
古
川
流
域
の
加
古
川
市
岸
逃
跡
な
ど
、
東
播

平
野
か
ら
凶
摂
の
平
地
に
か
け
て
の
中
核
的
集
落
に
お
い
て
点
々
と
認
め
ら
れ
、

お
そ

ら
く
淡
路
島
を
中
継
地
と
し
て
の
交
流
が
行
わ
れ
て
い
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
の
で
あ

ろ
う
。
な
お
、
紀
伊
産
と
推
定
さ
れ
る
結
晶
片
岩
製
の
石
庖
丁
も
少
設
な
が
ら
こ
の
地

域
に
も
た
ら
さ
れ
て
い
る
が
、
問
じ
コ

i
ス
で
持
ち
運
ば
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

前
期
後
半
か
ら
中
期
は
じ
め
に
か
け
て
の
整
形
土
探
の
な
か
に
、
播
・
陪
に
そ
の
分
布

の
中
心
を
も
っ
と
推
定
さ
れ
る
土
器
が
あ
る
。

一
般
に
逆
L
字
形
口
縁
の
護
と
い
わ
れ

て
い
る
が
、
こ
の
整
形
土
器
は
、
加
古
川
流
域
の
加
古
川
市
東
神
吉
遺
跡
の
出
土
整
形

土
総
の
う
ち
約
一
一
一

odmを
占
め
て
お
り
、
六
甲
山
地
南
麓
の
楠
・
荒
田
町
遺
跡
で
も
約

一一一

O
%を
占
め
て
い
る
が
、
そ
の
中
間
の
明
石
川
流
域
の
新
方
遺
跡
で
は
五

μ
以
下
で

あ
る
。
こ
の
こ
と
は
明
石
川
流
域
が
東
聞
の
他
地
域
と
は
別
に
独
自
の
道
を
歩
み
は
じ

!ZI 126 

め
た
こ
と
を
示
す
も
の
と
し
て
理
解
で
き
る
か
も
し
れ
な
い
。

な
お
、
新
方
遺
跡
で
は

逆
L
字
型
護
に
比
し
て
紀
伊
型
喪
の
比
率
が
大
き
い
こ
と
も
注
目
さ
れ
る
し
、
発
見
さ

れ
た
石
庖
丁
の
五

O
U刊
以
上
が
在
地
政
（
お
そ
ら
く
は
上
流
の
玉
津
問
中
退
跡
産
）
の
砂
岩
製

石
廊
了
で
あ
る
こ
と
も
、
さ
き
に
ふ
れ
た
独
自
性
を
示
す
現
象
で
あ
る
か
も
し
れ
な
い
。
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中
期
の
土

器
の
交
流

れ
ん
じ
よ
う
も
ん

中
期
の
河
内
の
土
器
は
簾
状
文
と
呼
ば
れ
る
織
的
文
で
飾
ら
れ
る
こ
と
か
｝
特
色
と
し
て
い
る
。
僚
状
文
で
飾
ら

れ
た
河
内
の
十
一
器
は
芦
鹿
市
会
下
山
遺
跡
や
東
灘
区
金
鳥
山
遺
跡
で
発
見
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
影
響
を
受
け
て

製
作
さ
れ
た
在
地
産
の
簾
状
文
土
器
は
中
心
人
足
布
引
丸
山
遺
跡
や
明
石
川
流
域
で
も
少
量
な
が
ら
発
見
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
れ

ほ
ど
強
い
影
響
は
認
め
ら
れ
な
い
。

お

た

み

な
お
、
こ
れ
ま
で
に
中
期
の
河
内
の
土
器
が
伝
え
ら
れ
た
最
も
同
の
遺
跡
は
岡
山
平
野
の
乙
多
見
遺
跡
で
あ
り
、
北
は
山
城

盆
地
、
東
は
大
和
盆
地
、
そ
し
て
南
は
紀
ノ
川
以
南
の
梅
雨
市
あ
た
り
ま
で
広
が
っ
て
い
る
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
る
。

こ
う
し
た
中
期
の
河
内
の
土
保
と
在
地
の
土
探
と
の
比
率
は
、
和
泉
平
野
で
は
五
J
一
O
U同
の
湾
内
系
土
器
を
含
む
こ
と
が

知
ら
れ
て
い
る
ほ
か
、
間
接
平
野
の
猪
名
川
下
流
域
で
は
約
三
%
、
六
甲
山
地
南
麓
で
は
約
一

μ
程
度
だ
と
い
わ
れ
て
い
る
。

こ
う
し
た
地
域
差
が
、
直
接
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
間
の
親
近
性
を
あ
ら
わ
し
て
い
る
か
ど
う
か
は
不
明
と
い
う
ほ
か
な
い
が
、
さ

き
に
ふ
れ
た
二
上
山
鹿
の
サ
ヌ
カ
イ
ト
の
動
き
と
関
連
す
る
事
栴
で
あ
ろ
う
こ
と
は
推
定
に
か
た
く
な
い
。

7］て稲農耕の開始と発渓

六
甲
山
地
南
麓
の
中
期
の
土
法
は
、
た
と
え
ば
楠
・
荒
凶
町
追
跡
の
出
土
土
器
に
つ
い
て
み
れ
ば
、
間
摂
平
野
東
部
の
猪
名

川
下
流
を
中
心
と
し
た
地
域
と
の
共
通
性
が
強
く
、
間
の
東
捕
平
野
と
の
関
連
は
そ
れ
ほ
ど
強
く
な
い
よ
う
に
み
え
る
。
こ
の

こ
と
は
、
さ
き
に
ふ
れ
た
前
期
末
か
ら
中
期
は
じ
め
に
か
け
て
の
楠
・
荒
悶
遺
跡
に
お
け
る
サ
ヌ
カ
イ
ト
の
産
地
が
金
山
産
の

減
少
に
対
し
て
こ
上
山
産
の
増
加
と
い
う
形
で
全
体
の
消
費
笠
を
み
た
し
て
い
る
こ
と
と
関
連
す
る
事
柄
で
あ
ろ
う
。

明
石
川
流
域
で
は
、
商
反
一
新
方
遺
跡
出
土
の
中
期
の
ふ
ム
採
が
一
括
報
告
さ
れ
て
い
て
、
こ
の
地
域
の
状
況
を
よ
く
示
し
て
い

第一節

る
が
、
注
口
士
総
を
は
じ
め
部
方
の
山
揚
地
方
と
の
関
連
を
お
も
わ
せ
る
資
料
が
目
立
っ
て
お
り
、
さ
き
に
ふ
れ
た
サ
ヌ
カ
イ

ト
の
産
地
が
、
中
期
中
葉
ま
で
金
山
産
が
半
数
以
上
を
占
め
る
こ
と
と
関
連
す
る
の
か
も
し
れ
な
い
。
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第
二
節

高
地
の
村
・
低
地
の
村

高
地
性
集
落
の
分
布

六
甲
山
地

南
麓

中
期
中
葉
以
降
、
各
地
で
集
務
の
分
布
に
著
し
い
変
化
が
現
わ
れ
る
。
水
閉
経
営
が
不
可
能
で
は
な
い
か
と
忠

わ
れ
る
ほ
ど
、
可
耕
地
か
ら
速
く
離
れ
た
向
所
に
集
落
が
営
ま
れ
る
こ
と
が
多
く
な
る
。

特
に
ふ
ハ
叩
山
南
側
で
は
、
北
か
ら
南
へ
延
び
た
襟
高
二

0
0メ
ー
ト
ル
を
越
え
る
よ
う
な
高
所
に
、

い
わ
ゆ
る
街
地
性
集
落

と
呼
ば
れ
る
よ
う
な
集
落
が
点
々
と
出
現
す
る
。

六
叩
山
地
東
端
近
く
の
四
宮
市
叩
山
は
、
同
慎
一
平
野
の
い
ず
れ
の
集
落
か
ら
も
恕
見
で
き
る
位
置
に
あ
り
、
十
い
く
か
ら
神
の

い
ま
す
神
奈
仰
山
と
し
て
知
ら
れ
て
い
る
。
標
JMM
約
…
一
二

0
メ
ー
ト
ル
の
山
頂
か
ら
は
銅
支
が
発
見
さ
れ
て
お
り
、
祭
犯
の
場

で
あ
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
る
ほ
か
、
山
頂
付
近
に
は
サ
ヌ
カ
イ
ト
片
な
ど
も
散
布
し
て
い
る
。

巾
山
そ
れ
自
体
が
集
落
の
機
能
を
も
っ
て
い
た
か
ど
う
か
は
、
ま
だ
十
分
に
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
な
い
が
、
付
近
の
西
宮
市

か
ゃ
ん
ど
う

五
ケ
山
・
柏
栄
一
な
ど
、
い
ず
れ
も
一

0
0メ
ー
ト
ル
を
越
え
る
高
所
に
集
落
、
が
存
従
し
た
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
る
。

そ
の
う
ち
五
ケ
山
逃
跡
は
標
高
一
一
一
一

O
J
一
五

0
メ
ー
ト
ル
の
丘
陵
上
に
位
践
し
、
東
間
約
一
一
一

0
0
メ
ー
ト
ル
、
南
北
約
五

4ro 拘；'ctll寺f~第七；；t



0
0
メ
i
ト
ル
に
わ
た
る
集
落
で
、
中
期
中
葉
（
周
期
）
か
ら
後
期
は
じ
め
に
か
け
て
の
土
器
が

し
、
中
期
後
半
か
ら
後
期

へ
か
け
て
の
竪
穴
住
居
六
棟
以
上
が
発
見
さ
れ
て
い
る
。
出
土
遺
物
の
う
ち
に
は
磨
製
石
庖
丁
が
含
ま
れ
て
お
り
、
農
耕
に
か

か
わ
る
集
落
で
あ
る
こ
と
を
思
わ
せ
る
。

し
か
し
、
こ
の
付
近
で
水
問
耕
作
の
可
能
な
地
を
求
め
る
と
す
れ
ば
、
仁
川
下
流
の

現
阪
神
競
馬
場
付
近
に
求
め
ね
ば
な
ら
ず
、
そ
の
問
の
距
縦
は
一
・
一
九
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
、
比
高
約
一
一

0
メ
ー
ト
ル
で
あ
る
。

ま
た
、
甲
山
の
南
西
約
一
・
七
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の
利
堂
泣
跡
は
、
夙
川
の
上
流
域
で
、
標
高
約

九
0
メ
ー
ト
ル
の
丘
陵
上

に
あ
り
、
石
銀
、

サ
ヌ
カ
イ
ト
片
の
ほ
か
後
期
の
士
山
が
が
出
土
し
て
い
る
。
小
規
模
な
泣
跡
な
が
ら
、
可
制
州
地
か
ら
著
し
く
離

れ
た
尚
一
昨
の
集
落
と
し
て
注
目
さ
れ
る
。

夙
川
以
西
芦
屋
川
ま
で
の
東
凶
約
一
ニ
キ
口
メ
ー
ト
ル
に
わ
た
る
地
峡
で
は
、
ま
だ
顕
著
な
高
地
性
集
落
は
発
見
さ
れ
て
い
な

い
が
、
芦
原
川
以
聞
に
は
、
芦
屋
市
城
山
、
会
－
ト
山
、
東
灘
区
東
山
、
保
久
良
神
社
境
内
な
ど
潟
地
性
集
落
の
分
布
が
濃
慌
で

〉
、
，

o

十
d

－1’？こ
の
う
ち
最
も
高
所
に
位
読
す
る
の
は
城
山
遺
跡
で
、
標
高
約
一

メ
ー
ト
ル
の
頂
上
部
か
ら
や
や
下
っ
た
尾
根
の
凹
部

i::'iiJ:也の村・ 11&1也のキす

で
、
標
高
一
一
一
一

メ
ー
ト
ル
付
近
に
住
居
ら
し
き
泣
慌
が
あ
り
、

か
な
り
の
規
模
を
も
っ
集
落
枇
が
発
見
さ
れ
る
可
能
性
が
あ

る
が
、
可
耕
地
ま
で
の
距
隊
は
約

、
二
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
、
比
高
約
一
八

0
メ
ー
ト
ル
で
あ
る
。
出
土
土
球
か
ら
み
て
、
中
期

中
葉
に
は
じ
ま
り
、
中
期
後
半
止
を
わ
心
と
し
て
後
期
ま
で
継
続
す
る
集
落
で
あ
っ
た
ら

L
い。

遺
跡
か
ら
の
眺
望
は
東
部
と
も
に
す
ば
ら
し
く
、
南
関
約
五

0
0
メ
ー
ト
ル
の
地
点
に
は
、
街
地
性
集
落
の
全
貌
が
学
術
的

第二節

な
調
査
で
明
ら
か
に
な
っ
て
い
る
会
下
山
遺
跡
の
全
去
を
見
下
ろ
す
こ
と
が
で
き
る
位
置
に
あ
る
。

会
一
卜
山
遺
跡
は
六
中
山
南
斜
聞
の
標
高
二

0
0
1
六
五
メ

i
ト
ル
の
地
恨
上
に
位
鐙
し
、
集
落
か
ら
の
眺
望
は
、
限
一
卜
の

自然・~－7lji後史編14II 
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高地ドJ::U:ミ務と

ほ
か
際
製
の
お
鍛
、
石
剣
、
石
斧
、
砥
石
、
若
鏡
、

石
部
な
ど
低
地
の
集
落
と
ほ
と
ん
ど
変
ら
な
い
級
成

を
示
し
て
い
る
が
、
際
製
石
庖
丁
は
未
発
見
で
あ
る
。

や

り

が

ん

な

の

み

そ
の
ほ
か
鉄
球
類
は
鉄
鍛
、
槍
錦
、
鉄
盤
、
釣
針
、

図 127

鉄
斧
、
鉄
釘
な
ど
約
二

O
点
が
出
土
し
て
い
る
。
ま

た
、
鍛
鍛
二
点
が
発
見
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
う
ち

一
点
は
、
中
国
製
と
推
定
さ
れ
る

あ
る
。

会
下
山
遺
跡
の
間
約
五

0
0
メ
ー
ト
ル
の
標
高

問

O
J
一
人

0
メ
ー
ト
ル
付
近
に
位
置
す
る
東
山
遺

跡
は
、
試
掘
調
査
の
結
果
、
竪
穴
住
居
一
一
一
棟
を
含
む

泣
悦
造
物
、
が
発
見
さ
れ
て
お
り
、
後
期
を
中
心
と
し

た
高
地
性
集
落
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
て
い

る
。
し
か
し
、
中
期
後
半
の
泣
物
も
い
く
つ
か
発
見

さ
れ
て
お
り
、
地
点
を
異
に
し
て
同
期
の
埠
織
が
存

在
す
る
可
能
性
も
残
さ
れ
て
い
る
。
な
お
、
集
落
か

ら
さ
ら
に
高
位
の
、
標
高
一
一
一

O
五
メ
ー
ト
ル
の
頂
上

部
に
大
岩
が
あ
り
、
付
近
か
ら
も
後
期
の
土
認
が
発
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見
さ
れ
て
い
る
の
で
、
官
向
地
性
集
落
に
伴
う
奈
川
此
の
場
が
存
釈
す
る
可
能
性
も
お
い
の

東
山
遺
跡
の
西
方
約
五

0
0
メ
ー
ト
ル
に
は
、
十
日
く
か
ら
灘
の
一
つ
火
と
し
て
、
瀬
戸
内
海
を
行
く
船
の
尺
標
と
な
っ
て
い

た
保
久
良
神
託
鳥
居
前
の
常
夜
幻
付
近
に
位
択
す
る
保
久
良
神
社
境
内
泣
跡
が
あ
る
ο

追
跡
は
随
仰
向
約
…
八

0
メ
ー
ト
ル
、
川

耕
地
と
の
比
尚
一
四

0
メ
ー
ト
ル
余
り
の
、
現
在
神
社
境
内
地
と
な
っ
て
い
る
子
組
出
を
中
心
に
、
東
洲
、
市
北
と
も
に

い
わ
ざ
か

0
メ
ー
ト
ル
余
り
に
広
が
っ
て
い
る
。
遺
跡
の
各
一
昨
に
は
古
く
か
ら
磐
境
と
呼
ば
れ
る
巨
岩
が
点
々
と
存
花
し
、
加
ハ
小
山
辿
跡
で

は
な
い
か
と
い
わ
れ
て
お
り
、

mjお
凶
の
間
前
隅
部
か
ら
大
阪
湾
型
の
銅
h
V
ん
も
発
見
さ
れ
て
い
る
。

発
掘
調
査
が
行
わ
れ
て
い
な
い
の
で
、
く
わ
し
い
内
経
は
不
明
で
あ
る
が
、
造
物
と
し
て
は
中
期
中
葉
（
置
期
）
の
土
加
を
小

心
に
中
期
後
半
か
ら
後
期
へ
か
け
て
の
土
然
、
一
わ
鍛
、
石
錐
、
磨
製
石
斧
な
ど
が
出
土
し
て
い
る
。

ま
た
、
遺
跡
は
北
側
の
金

鳥
山
南
側
斜
聞
の
標
高
約
二
一
一
九
メ
ー
ト
ル
付
近
や
、
間
側
の
小
さ
な
谷
を
へ
だ
て
た
児
根
上
、
さ
ら
に
南
側
の
襟
高
約
一
一
九

0
メ
ー
ト
ル
あ
た
り
ま
で
の
び
た
尾
根
の
先
端
な
ど
に
も
お
よ
ん
で
お
り
、

い
く
つ
か
の
地
点
に
わ
か
れ
て
住
民
群
が
存
布
し
、

全
体
と
し
て
一
つ
の
集
落
を
形
成
し
て
い
た
ら
し
い
こ
と
が
知
ら
れ
る
。

伎
古
川
上
流
の
東
灘
区
荒
神
山
遺
跡
も
、

E
R
f
リ：

担以，
sれ
一

二
六
J
一
七

0
メ
ー
ト
ル
付
近
の
尾
根
上
に
常
ま
れ
た
集
落
で
、
地
物
の

散
布
範
聞
は
東
西
約
一
一
4
0
メ
ー
ト
ル
、
南
北
約
三
五

0
メ
ー
ト
ル
に
も
お
よ
ぶ
大
集
落
で
、

二
ハ
棟
の
住
居
祉
と
抗
定
さ
れ

る
逃
備
お
よ
び
中
期
後
半
か
ら
後
期
へ
か
け
て
の
士
郎
、

石
鍛
、
砥
石
、
凹
石
な
ど
が
発
見
さ
れ
て
い
る
。

住
吉
川
問
符
の
、
標
高
約
一
八

0
メ
ー
ト
ル
あ
た
り
の
丘
陵
上
に
あ
る
赤
原
山
泣
跡
は
古
く
か
ら
山
地
性
集
務
と
し
て
知
ら

れ
て
い
る
が
、
未
発
掘
で
そ
の
内
容
は
ほ
と
ん
ど
わ
か
っ
て
い
な
い
。

ま
た
、
石
原
川
上
流
に
は
灘
ぽ
桜
ケ
丘
B
地
点
（
線
高
約
一

O
メ
i
ト
ペ
比
一
品
約
六
O
メ
i
ト
と
が
あ
り
、
都
賀
川
上
流
の
仙
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ほ
野
山
遺
跡
（
標
高
二

0
0
1
五
0
メ
ー
ト
ル
、
比
高
約
八

O
メ
！
ト
ル
）
と
と
も
に
高
地
性
集
落
と
し
て
の
高
さ
や
桃
山
影
の
良
さ
を

よ
く
そ
な
え
て
い
る
。

佑
母
野
山
遺
跡
以
闘
に
は
、
街
地
位
集
落
の
分
布
は
少
な
く
、
生
凶
川
上
流
の
中
央
区
布
引
丸
山
遺
跡
と
、
旧
淡
川
上
流
の

天
王
谷
川
を
は
さ
ん
で
立
地
す
る
兵
庫
区
祇
間
神
社
真
山
遺
跡
（
標
高
約
一

0
0
メ
ー
ト
ル
、
比
’
商
七
0
メ
ー
ト
ル
）
、
天
王
谷
泣
跡

（
楳
高
約
一
一
一
一

0
メ
ー
ト
ル
、
比
一
高
一

0
0メ
ー
ト
ル
）
が
知
ら
れ
て
い
る
に
す
ぎ
ず
、

そ
れ
以
西
で
は
須
磨
区
鉢
伏
山
ま
で
潟
地
性

集
落
の
存
釈
が
知
ら
れ
て
い
な
い
ο

し
か
し
、
こ
の
地
域
に
高
地
悦
集
落
が
存
犯
し
な
い
の
で
は
な
く
、
未
発
見
な
の
で
あ
る

と
推
定
し
て
お
き
た
い
。

開
摂
の
一
千
地
と
東
捕
平
野
の
境
に
そ
び
え
る
鉢
伏
山
で
は
、
標
高
約
二
四

0
メ
ー
ト
ル
の
山
頂
お
よ
び
南
斜
面
か
ら
小
期
後

半
の
土
保
お
よ
び
石
撤
・
サ
ヌ
カ
イ
ト
片
が
採
集
さ
れ
て
お
り
、
可
耕
地
か
ら
泣
く
離
れ
た
い
わ
ゆ
る
高
地
性
集
落
の

Jコ
耳3

典
型
だ
と
い
う
こ
と
が
で
き
よ
う
。

ま
た
、
山
市
以
か
ら
の
眺
望
は
、
南
側
の
明
石
海
峡
は
い
う
に
お
よ
ば
ず
、
東
側
の
神
戸
市

街
地
の
四
半
部
、
西
側
の
垂
水
氏
、
円
以
一
、
明
石
市
の
全
域
を
見
わ
た
す
こ
と
が
で
き
、
高
地
性
集
落
の
機
能
を
考
え
る
上
で

高地の村・低地の村

主
要
な
位
位
を
占
め
て
い
る
ο

明
石
川
流
域

福
田
川
、
山
川
旧
川
、
明
石
川
と
続
く
旧
播
際
問
に
入
る
と
、
六
甲
山
地
雨
麓
の
よ
う
な
高
地
を
も
た
な
い
が
、

標
高
一

0
0
メ
ー
ト
ル
を
越
え
る
丘
陵
上
に
、

い
く
つ
か
の
高
地
性
集
落
が
知
ら
れ
て
い
る
。

明
石
川
の
支
流
伊
川
流
域
の
部
区
頭
高
山
遺
跡
は
、
標
高
約
一
一
七
メ
ー
ト
ル
の
頭
高
山
山
頭
か
ら
や
や
下
っ
た
標
高

第二節

五
J
九
0
メ
ー
ト
ル
、
可
耕
地
と
の
比
高
約
七

0
メ
ー
ト
ル
の
尾
根
頭
部
お
よ
び
斜
而
か
ら
、
竪
穴
住
居
二
ハ
棟
、
土
加
刊
誌

二
基
な
ど
が
発
見
さ
れ
て
お
り
、
さ
ら
に
遺
併
は
広
が
る
可
能
性
を
も
っ
て
い
る
。
山
土
遺
物
は
中
期
後
半
の
f
y↓
総
の
ほ
か
、

自然・考古E主史講話 i41ラ
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石
鍛
・
石
錐
な
ど
の
打
製
石
器
と
そ
の
剥
片
、
石
剣
、
石
鍛
、
石
斧
な
ど
の
磨
製
お
株
お
よ
び
砥
石
が
あ
る
。
住
居
す
べ
て
が

れ
た
た
め
多
量
の
サ
ヌ
カ
イ
ト
片
が
出
土
し
た
も
の
も
あ
る
。

同
時
に
存
在
し
た
の
で
は
な
く
若
子
時
期
差
の
あ
る
も
の
も
含
ま
れ
て
い
る
ο

な
お
、
住
居
の
な
か
に
は
、
石
器
製
作
が
行
わ

明
高
川
流
域
で
最
も
大
規
模
な
高
地
性
集
落
は
、
明
石
川
上
流
の
押
部
谷
と
支
流
の
繍
谷
川
の
中
闘
の
丘
陵
上
に
位
置
す
る

西
神
第
刊
号
遺
跡
の
祭
器
で
あ
ろ
う
。
標
高

0
・
八
メ
ー
ト
ル
あ
た
り
か
ら
一

0
0
メ
ー
ト
ル
あ
た
り
ま
で
の
コ
の
字
形
に
の

五
棟
程
度
の
住
語
が

び
た
丘
陵
の
頂
部
お
よ
び
尾
根
の
両
側
斜
面
で
、
計
四

O
数
棟
の
竪
穴
住
居
が
発
見
さ
れ
て
い
る
。

潟地の村・イ民地の村第二節

ζ） Je;tHI ＇.，にある JU•i f「斜［(!iI・.ーにあるfl'.I,•) 

区I129 !¢Ii地性集務の住民配i霞
（筒｜文衛手qr~詰50号ill跡）

一
小
鮮
を
形
成
し
、
そ
う
し
た
小
群
が
八

ー
一

O
グ
ル
ー
プ
に
わ
か
れ
て
存
在
し
て

い
る
よ
う
に
み
え
る
が
、
そ
れ
ら
す
べ
て

が
何
時
期
に
存
在
し
た
と
は
考
え
ら
れ
ず
、

中
期
後
半
の
時
期
の
な
か
で
も
、

い
く
つ

か
の
小
期
に
ほ
分
で
き
る
の
で
は
な
か
ろ

う
か
。
な
お
、
西
北
の
可
耕
地
と
の
比
高

は
約
七

0
メ
ー
ト
ル
で
あ
る
。

…
一
一
回
盆
地

武
闘
仰
川
中
流
域
の
一
一
一
間
金

地
で
も
、
中
期
、
特
に
そ

の
後
半
に
は
、
遺
跡
数
が
飛
躍
的
に
増
加

自然・考古今！援9::.縦 Iヰ工7
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Y
L刀

主
と
し
て
日
陸
上
に
一
定
の
距
離
を
お
い
て
点
在
す
る
例
が
多

し、

前Ii也・tl：集落全員（（ミヨFJT!i奈カリ l]-i立民IJ、）

な

か

り

よ

そ
の
う
ち
三
田
市
奈
カ
リ
与
辺
跡
は
、
こ
の
地
肢
の
白
地
性
集
孫
の
引
い
〈

体
を
典
型
的
に
示
す
一
例
だ
と
い
う
こ
と
が
で
き
よ
う
。

奈
カ
リ
ト
チ
泣
跡
は
、

武
山
叩
川
同
伴
に
続
く
丘
陵
の
標
向

。

五
メ
ー
ト
ル
、
東
川
約
一
五

0
メ
ー
ト
ル
南
北
約
二

0
0
メ
ー
ト
ル
の
広

範
問
を
十
日
め
る
大
集
落
で
あ
る
。
こ
の
伎
町
か
ら
は
一
一
一
間
盆
地
が

"{( 
で

き
、
問
川
辺
の
高
地
役
集
落
の
な
か
で
も
、
中
心
的
な
集
落
で
あ
る
こ
と
が

知
ら
れ
る
。

可
耕
地
と
の
比
向
は
約
七

0
メ
ー
ト
ル
で
あ
る
ο

'9'.n: 95 

発
見
さ
れ
た
住
居
祉
は

。
側
、
尾
根
の
頂
部
に
枚
目
す
る
も
の
は
少

ほ
と
ん
ど
が
斜
出
に
築
か
れ
た
竪
穴
住
居
で
あ
る
。

な
く
、

そ
の
分
布
は

一
O
税
制
度
の
小
群
に
分
か
れ
る
ら
し
く
、

J

一
以
複
し
た
例
も
あ
る
が
、
段

な
か
ろ
う
か
。

り
、
同
時
に
存
在
す
る
住
居
数
を
確
定
す
る
こ
と
は
附
難
で
あ
る
が
、
一
一

O
概
ね
度
の
住
居
が
一
昨
を
形
成
し
て
い
た
の
で
は

状
追
稿
と
命
名
し
て
報
告
さ
れ
て
い
る
泣
備
も
、
住
居
枇
の
可
能
性
が
あ

露
地
性
集

溶
の
性
格

の
ろ
し

以
上
の
よ
う
な
向
地
性
集
落
の
成
悶
に
つ
い
て
は
す
で
に
諸
説
が
あ
る
が
、
見
張
合
・
燦
ム
口
説
、
防
御
的
集
落
・

山
城
説
、
制
作
段
斜
集
落
説
、
不
節
的
移
動
集
落
説
、
祭
間
的
集
落
説
な
ど
の
ほ
か
、
最
近
で
は
日
然
環
ほ
の

4r8 第七人t ~1i;11~11年代



変
化
に
伴
っ
て
、

時
的
に
楽
器
が
尚
一
所
へ
移
動
し
た
と
す
る
説
も
提
山
さ
れ
て
い
る
。

先
に
列
挙
し
た
高
地
位
集
落
に
共
通
す
る
特
徴
は
、
可
刺
地
か
ら
著
し
く
か
け
は
な
れ
た
尚
一
助
に
占
地
し
て
い
る
と
い
う
特

徴
の
ほ
か
に
、

い
ず
れ
も
眺
望
の
す
こ
ぶ
る
良
好
な
地
点
ま
た
は
そ
の
斜
耐
に
集
落
を
形
成
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。

し
か
も

数
キ
一
メ
ー
ト
ル
を
隔
て
て
分
布
し
、
相
互
に
視
界
に
入
る
位
置
に
あ
る
も
の
が
多
い
こ
と
は
見
張
所
・
燦
台
説
に
有
利
判
で
あ

る。
特
に
鉢
伏
山
山
頂
遺
跡
の
よ
う
に
、
東
の
六
巾
山
市
麓
に
ひ
ろ
が
る
臨
海
一
十
野
と
、
そ
れ
を
見
下
ろ
す
向
地
性
集
落
を
視
野

に
収
め
る
こ
と
が
で
き
、
間
の
明
石
川
流
域
の
い
ず
れ
の
高
地
性
集
溶
か
ら
も
明
見
で
き
る
位
院
に
あ
る
よ
う
な
遺
跡
は
、
ま

」
と
に
見
張
台
・
係
台
に
ふ
さ
わ
し
い
立
地
を
占
め
て
い
る
。

鉢
伏
山
山
瑛
遺
跡
と
同
じ
く
、
集
落
と
呼
べ
る
ほ
、
と
の
退
出
仰
は
発
見
さ
れ
て
い
た
い
が
、
石
鍛
・
サ
ヌ
カ
イ
ト
片
を
は
じ
め

め
っ
こ
さ
ん

干
の
同
時
期
と
推
定
さ
れ
る
造
物
、
が
発
見
さ
れ
て
い
る
川
川
区
雌
関
山
山
鼠
（
墜
品
約
二
五

0
メ
ー
ト
ル
）
や
加
古
川
流
域
の
加
古

じ
よ
や
ま

川
市
神
野
町
城
山
遺
跡
（
機
高
約
八
五
メ
i
ト
ル
）
の
よ
う
に
二
疋
の
矧
踊
を
お
い
て
存
主
す
る
小
規
紋
な
高
地
位
集
部
は
後
ム
け
と

高i也の村・｛民地の村

し
て
の
機
能
を
も
っ
て
い
た
こ
と
は
確
実
で
あ
ろ
う
。
な
お
、
鉢
伏
山
l
l
雌
阿
山
間
二
八
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
、
雌
開
山

i
城
山
間

t土

0
・
五
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
で
、
古
代
の
率
制
を
規
定
し
た
第
防
令
に
一
爪
さ
れ
て
い
る
係
台
間
の
距
離
間

O
出
（
現
在
の
二
一
一
J

ニ
ム
ハ
キ
口
メ
ー
ト
ル
）
よ
り
も
や
や
狭
い
鰐
隔
を
も
っ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。

ま
た
、
尚
一
所
の
毘
根
上
あ
る
い
は
そ
の
斜
剖
に
佼
目
す
る
と
こ
ろ
か
ら
、
防
御
的
集
落
φ

め
る
い
は
山
城
と
し
て
と
ら
え
、
山

第二節

土
す
る
打
製
行
鍛
を
武
郎
と
み
な
し
、
軍
事
的
性
格
の
強
い
集
落
と
し
て
と
ら
え
よ
う
と
す
る
説
も
す
て
が
た
い
が
、
こ
の
池

域
の
高
地
性
集
落
で
は
、
集
落
を
取
り
巻
く
環
一
段
や
櫛
列
・
土
患
な
ど
防
御
的
施
設
は
発
見
さ
れ
て
い
な
い
。

ま
た
、
住
居
の

自然・ •Jr;t,·長支史編 I4I9 



分
布
も
、
集
中
的
な
部
分
も
あ
る
と
は
い
い
な
が
ら
散
在
的
で
あ
り
、
山
城
の
如
き
施
設
と
は
認
め
が
た
い
。

制
作
農
剃
集
落
説
に
つ
い
て
は
、
こ
の
地
域
の
高
地
性
集
落
に
関
す
る
か
ぎ
り
、
急
な
培
般
上
ま
た
は
そ
の
斜
聞
に
占
地
す

る
例
が
多
く
、
地
形
的
に
み
て
可
能
性
は
低
い
。

ま
た
、
祭
肉
的
性
的
怖
の
認
め
ら
れ
る
集
落
も
な
く
は
な
い
が
、
そ
れ
は
あ
く

ま
で
も
部
分
的
・
副
次
的
な
性
俗
で
あ
っ
て
、
集
洛
全
体
を
規
定
す
る
よ
う
な
も
の
で
は
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

季
節
的
集
落
移
動
説
は
、
春
か
ら
秋
に
か
け
て
の
水
陪
耕
作
に
従
事
す
る
時
期
は
低
地
の
集
落
で
生
活
し
、
収
穫
後
の
冬
場

は
畑
作
や
狩
猟
を
主
要
な
生
成
活
動
と
す
る
た
め
生
活
の
場
を
移
動
す
る
と
考
え
る
説
で
あ
る
。
向
地
性
集
落
に
お
け
る
集
落

の
構
成
や
出
土
泣
物
の
内
特
が
、
低
地
の
集
務
と
何
ら
変
わ
ら
な
い
と
い
う
事
実
を
京
視
す
れ
ば
、
こ
の
季
節
的
集
務
移
動
説

は
有
力
で
あ
る
。

当
時
の

rM然
潔
境
を
検
討
し
う
る
だ
け
の
資
料
は
、
ま
だ
神
戸
市
域
で
は
得
ら
れ
て
い
な
い
が
、
東
の
河
内
平
野
に
お
け
る

調
査
結
果
や
中
悶
大
陸
に
お
け
る
文
献
の
調
査
結
果
に
よ
る
と
、
一
一
位
紀
を
中
心
と
す
る
時
代
は
、
高
温
多
雨
な
期
間
と
そ
れ

に
続
く
急
激
な
冷
涼
化
の
時
期
が
治
制
さ
れ
る
と
い
わ
れ
て
い
る
。
高
温
多
雨
な
時
期
の
平
野
部
は
、
大
小
の
河
川
の
況
散
に

よ
っ
て
集
落
や
水
田
の
流
失
が
し
ば
し
ば
お
こ
り
、
そ
れ
に
対
応
す
る
手
段
と
し
て
台
地
上
あ
る
い
は
扇
状
地
の
高
位
へ
の
集

落
の
移
動
、
季
節
的
な
生
産
手
段
の
変
更
な
ど
が
行
わ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。

し
た
が
っ
て
高
地
性
集
落
は
、
見
張
台
、
帰
台
の
よ
う
な
性
格
を
顕
著
に
も
つ
遺
跡
、
季
節
的
に
集
落
を
移
動
さ
せ
た
よ
う

な
集
務
、
洪
水
を
さ
け
て
一
時
的
に
～
品
一
肌
へ
移
動
し
た
集
落
な
ど
、
個
々
に
そ
の
集
務
の
も
つ
性
絡
を
検
討
し
な
け
れ
ば
な
ら

：
、
。

中
人

l
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低
地
の
村
と
焼
失
墜
穴
住
居
群

集
落
立
地

の
低
地
化

中
期
の
は
じ
め
に
出
現
し
、
中
期
後
半
に
円
以
も
市
航
行
す
る
街
地
位
集
落
は
、
東
灘
区
東
山
遺
跡
の
よ
う
に
後
期

に
大
規
模
化
す
る
例
も
な
く
は
な
い
が
、
後
期
の
前
半
に
は
ほ
と
ん
ど
そ
の
姿
を
消
し
て
し
ま
う
。
ま
た
、
中

期
末
に
は
、
そ
れ
ま
で
使
用
さ
れ
て
い
た
石
鍛
・
石
姶
・
石
斧
な
ど
の
石
総
額
も
ほ
と
ん
ど
姿
を
消
し
て
し
ま
い
、
よ
う
や
く

金
石
併
用
の
時
代
か
ら
鉄
器
の
時
代
へ
と
移
行
し
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
ο

後
期
は
じ
め
の
気
温
の
冷
涼
化
と
、
海
水
商
の
低
下
に
伴
う
臨
海
一
平
野
先
端
部
の
砂
堆
上
の
生
活
環
境
の
安
定
化
は
、
古
川
地

性
集
落
の
消
滅
と
、
新
た
な
集
落
の
低
地
へ
の
進
出
を
う
な
が
し
た
。
そ
し
て
金
属
器
の
普
及
に
よ
っ
て
、
一
平
野
部
の
低
地
だ

け
で
な
く
、
一
扇
状
地
上
や
低
位
段
丘
部
へ
も
耕
地
の
ひ
ろ
が
り
は
じ
め
た
こ
と
が
准
測
で
き
る
。

低
地
へ
の
集
落
の
進
出
は
、
東
灘
区
深
江
北
町
遺
跡
の
よ
う
に
、
中
期
後
半
に
す
で
に
臨
海
平
野
先
端
の
砂
綾
上
へ
進
出
す

高地の村・｛民地の村

る
集
落
も
あ
っ
た
が
、
長
田
区
松
野
・
神
楽
阿
遺
跡
の
よ
う
に
、
前
期
に
集
落
が
形
成
さ
れ
て
い
た
地
点
が
、

一
時
期
放
楽
さ

れ
、
後
期
に
な
っ
て
再
度
集
落
が
営
ま
れ
る
例
が
多
い
。

こ
う
し
た
遺
跡
の
集
落
構
成
そ
の
他
は
ま
だ
十
分
に
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
な
い
が
、
深
江
北
町
遺
跡
で
は
、

の
ち
に
ふ
れ
る

よ
う
に
後
期
末
の
円
形
周
溝
型
墳
丘
基
幹
が
発
見
さ
れ
て
お
り
、
こ
の
砂
堆
上
が
比
較
的
安
定
し
た
環
境
で
あ
っ
た
こ
と
を
示

第二節

し
て
い
る
。

こ
う
し
た
低
地
ば
か
り
で
な
く
、
扇
状
地
の
末
端
部
に
新
た
に
出
現
す
る
集
滞
も
あ
る
し
、
前
・
中
期
に
集
落
が
営
ま
れ
て

I~！然・並5·11;·j笠史編 I421 



い
た
低
丘
陵
上
や
段
丘
上
に
市
内
び
集
落
が
営
ま
れ
る
例
も
多
い
。

く
ん
げ

東
灘
区
郡
家
逃
跡
は
、
山
手
幹
線
と
弓
場
線
の
交
叶
一
か
す
る
あ
た
り
の
標
尚
約
一
一
一
五
J
二
五
メ

i
ト
ル
の
扇
状
地
を
中
心
に
、

東
山
間
・
市
北
と
も
に
数
百
メ
ー
ト
ル
に
お
よ
ぶ
大
遺
跡
で
あ
る
が
、
中
期
に
は
阪
急
電
鉄
御
影
駅
近
く
で
少
肢
の
造
物
が
発
見

さ
れ
て
い
る
だ
け
で
、
本
格
的
な
集
務
の
形
成
は
後
期
に
入
っ
て
か
ら
で
は
な
い
か
と
推
定
さ
れ
て
い
る
。

こ
れ
ま
で
に
発
見
さ
れ
て
い
る
後
期
の
近
情
は
、
部
山
本
城
の
前
地
点
を
中
心
に
円
形
の
竪
穴
住
居
や
円
形
周
溝
型
墳
丘
基
・

方
形
周
溝
型
墳
丘
墓
、
木
綿
謀
、
土
保
持
基
な
ど
が
比
較
的
場
所
を
接
し
て
発
見
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
悶
送
以
南
の
標
高
一

五
メ
ー
ト
ル
以
下
の
低
地
が
水
田
と
し
て
利
則
さ
れ
て
い
た
ら
し
い
。
な
お
、
後
期
の
集
落
立
地
は
の
ち
の
古
墳
時
代
ま
で
ひ

き
つ
が
れ
て
お
り
、
こ
の
時
期
以
後
こ
う
し
た
扇
状
地
に
お
い
て
も
そ
れ
ほ
ど
居
住
環
境
に
変
化
が
お
こ
ら
な
か
っ
た
で
あ
ろ

う
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

衛
神
戸
地
域
の

低
地
の
集
落

明
石
川
流
域
で
も
こ
う
し
た
集
落
の
低
地
化
の
傾
向
は
問
じ
で
、
標
高
八
メ
ー
ト
ル
あ
た
り
の
低
地
に
削

付
近
は
明
石
川
凶
川
市
の
臨
海
平
野
で
、
前
・
中
期
に
は
、

間
側
の
丘
陵
上

一
弘
吉
凶
南
逃
跡
が
出
現
す
る
。

に
集
務
が
営
ま
れ
、
当
時
は
水
間
と
し
て
利
川
さ
れ
て
い
た
と
椛
定
さ
れ
る
よ
う
な
低
地
に
新
し
く
集
落
が
形
成
さ
れ
、
以
後
、

LU墳
時
代
に
入
っ
て
も
長
く
集
落
と
し
て
利
則
さ
れ
て
い
る
。

古
旧
南
遺
跡
の
後
期
の
泣
椛
は
、
東
側
を
流
れ
る
明
石
川
に
近
く
、
間
河
道
や
大
将
に
よ
っ
て
民
画
さ
れ
た
微
高
地
上
に
位

民
し
、
後
期
の
住
居
は
円
形
ま
た
は
関
円
方
形
の
竪
穴
住
居
で
、

そ
の
う
ち
の
一
つ
昭
和
五
十
五
年
（
一
九
八
O
）
に
調
査
さ
れ

た
5
サ
住
居
枇
内
か
ら
は
中
間
の
後
慌
時
代
の
内
行
花
丈
鋭
の
破
片
が
発
見
さ
れ
て
い
る
。

山
凶
川
流
域
の
大
歳
山
泣
跡
は
、
旧
石
川
市
・
純
文
時
代
以
米
く
り
か
え
し
居
住
地
と
な
っ
て
い
る
複
合
泣
跡
で
あ
る
が
、
弥
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生
時
代
に
は
前
賂
後
半
と
後
期
に
居
住
地
と
な
っ
て
い
る
点
が
臨
海
平
野
先
端
部
の
砂
堆
上
の
集
落
と
よ
く
似
て
い
る
。

後
期
の
遺
構
は
東
か
ら
問
へ
む
か
つ
て
の
び
た
台
地
の
阪
市
十
郎
に
、
方
形
の
竪
穴
住
民
六
煉
以
上
が
半
円
形
に
な
ら
ん
で
い

た
。
現
十
位
史
跡
公
掴
と
し
て
保
存
さ
れ
て
い
お
部
分
が
そ
の
佼
院
で
あ
る
。

資
料
を
得
る
た
め
に
調
十
食
し
た

い
ず
れ
も
焼
失
し
た
の
で
は
な
い
か
と
忠
わ
れ
る
よ
う
な
状
態
で
炭
化
物
が
多
く
認
め
ら
れ
た
が
、
竪
穴
住
居
を
復
元
す
る

南
米
争
点
、

1
t
 
一
辺
約
九
ハ
・
占
九
メ
ー
ト
ル
、
や
や
隅
円
方
形
で
、
壁
崩
内
側
に
溝
を
め
ぐ
ら
し
、
そ

の
内
側
に
幅
約
一
メ
ー
ト
ル
の
ベ
ッ
ド
状
の
出
分
が
あ
り
、
さ
ら
に
そ
の
内
側
が
一
段
さ
が
っ
て
床
面
に
な
っ
て
い
る
。

〆＼

ツ

ド
状
の
部
分
の
内
側
四
開
に
柱
を
た
て
、
住
居
の
中
心
部
に
は
炉
穴
が
あ
る
。
ま
た
北
側
外
措
の
中
央
外
側
に
、
方
形
の
突
出

高地の村・｛民地の村第二節

部
が
つ
い
て
お
り
、
入
口
で
あ
ろ
う
と
推
定
さ
れ
た
。

写真 96 弥生時代の復元住賠

（汲水区大成111逃跡〕

陸
山
入
佐
賠
の
床
副
に
は
住
や
草
木
な
ど
の
控
築
材
が
炭
化
し
て
残
っ
て
お
り
、
そ

れ
を
参
考
に
し
て
多
淵
敏
樹
が
復
元
設
計
を
行
っ
た
も
の
が
遺
跡
あ
と
の
公
閣
内
に

建
っ
て
い
る
盤
穴
住
居
で
あ
る
。

こ
の
竪
穴
住
居
か
ら
は
、
蛍
・
悲
・
鉢
・
高
原
・
川
市
台
・
ミ
ニ
チ
ュ
ア
土
保
な
ど

が
総
数
五

O
側
近
く
も
発
見
さ
れ
て
一
住
賠
内
に
お
け
る
土
慌
の
使
用
設
を
推
定
す

る
手
が
か
り
を
あ
た
え
て
く
れ
る
。

明
石
川
の
交
流
伊
川
の
中
流
凶
岸
に
あ
る
四
一
民
池
上
北
遺
跡
は
、

際
高
約

！
ト
ル
の
低
位
段
丘
上
に
位
殺
し
、
中
期
か
ら
後
期
へ
か
け
て
の
い
く
つ
か
の
竪
穴

住
居
や
水
制
作
れ
や
が
発
見
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
う
ち
3
号
住
居
枇
と
呼
ば
れ
て
い
る

自然•＇手5-,1,-歴史編 I
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堅
一
八
住
居
は
、
直
径
約
六
・
閉
メ
ー
ト
ル
の
や
や
胴
張
の
開
門
方
形
で
、
周
聞
に
ベ
ッ
ド
状
の
部
分
が
あ
り
、
そ
の
内
角
に
四

本
の
柱
を
建
て
て
い
る
。

こ
の
住
居
も
出
土
土
器
か
ら
抗
定
し
て
後
期
末
の
住
居
で
あ
る
が
や
は
り
焼
失
し
た
ら
し
く
、
柱
の
ほ
か
に
垂
木
と
般
定
さ

れ
る
炭
化
し
た
丸
太
材
が
四
辺
に
対
し
て
は
直
角
に
、
隅
門
部
に
つ
い
て
は
放
射
状
に
認
め
ら
れ
た
。

池
上
日
ノ
池
遺
跡
は
、
明
石
川
の
支
流
伊
川
東
洋
の
標
高
約
五

0
メ
ー
ト
ル
、
付
近
の
水
田
と
の
比
高
約
一
一
一

O
メ
i
ト
ル
の

台
地
上
に
位
院
す
る
集
落
で
、
東
西
約
一
一
一

0
0
メ
ー
ト
ル
、
街
北
約
四

0
1
一
0
0
メ
ー
ト
ル
の
台
地
上
平
畑
一
面
に
総
数
六

O

棟
の
竪
穴
住
居
が
発
見
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
内
訳
は
、
弥
生
時
代
中
期
の
円
形
竪
穴
住
賠
が
九
棟
、
後
期
末
の
隅
門
方
形
竪

穴
住
居
が
五
一
線
で
あ
り
、
弥
生
時
代
後
期
前
半
の
住
居
を
欠
い
て
い
る
。
あ
た
か
も
一
時
的
に
集
落
を
移
動
さ
せ
た
の
で
は

な
い
か
、
と
思
わ
れ
る
よ
う
な
状
況
で
あ
る
。

し
か
も
、
池
上
日
ノ
池
遺
跡
で
は
、
中
期
の
竪
穴
住
民
訴
も
後
期
末
の
竪
穴
住
居
訴
も
い
ず
れ
も
が
火
災
に
あ
っ
た
ら
し
く

炭
化
材
が
多
量
に
発
見
さ
れ
て
い
る
。

倭
園
内
乱
と
問
時

期
の
焼
失
住
居
群

こ
う
し
た
高
地
か
ら
低
地
へ
再
度
居
住
地
を
移
し
た
後
期
の
集
藷
例
を
み
る
と
、
焼
失
家
屋
の
多
さ
が

日
を
ひ
く
。
火
災
の
際
関
に
つ
い
て
は
不
明
と
い
う
ほ
か
な
い
が
、
大
歳
山
遺
跡
例
や
池
上
口
ノ
池
追

跡
例
の
よ
う
に
、

一
集
落
全
体
が
焼
失
し
て
し
ま
っ
て
い
る
よ
う
な
例
を
み
る
と
、
あ
た
か
も
戦
乱
に
よ
っ
て
集
落
が
焼
き
は

ら
わ
れ
て
し
ま
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
い
う
よ
う
な
印
象
を
受
け
る
。

弥
生
時
代
に
お
け
る
箪
事
的
緊
張
の
時
期
と
い
え
ば
、
可
後
漢
世
間
』
コ
ニ
闘
士
山
』
な
ど
中
閣
の
史
書
に
み
え
る
盤
国
乱
あ
る
い

は
倭
悶
大
乱
と
呼
ば
れ
て
い
る
邪
馬
台
関
の
女
主
的
叩
弥
呼
を
め
ぐ
る
戦
乱
が
思
い
お
こ
さ
れ
る
。

424 弥生JI寺fl;;crs七草



も
と
ま
た

…
一
一
悶
志
』
説
忘
倭
人
伝
に
は
、
女
王
卑
弥
呼
が
九
円
以
場
す
る
ま
で
の
こ
と
と
し
て
「
其
の
際
、
本
亦
男
子
を
以
て
王
と
為
し
、

と
ど住

ま
る
こ
と
七
・
八
十
年
。
倭
関
乱
れ
、
初
攻
伐
す
る
こ
と
wm年
」
と
い
う
記
事
と
、
卑
弥
呼
の
死
後

に
男
王
を
立
て
し

も
、
問
中
服
せ
ず
。
更
ご
も
相
談
殺
し
、
当
時
千
余
人
を
殺
す
。
復
た
卑
弥
呼
の
宗
女
壱
与
年
十

な
る
を
立
て
て
王
と
為
し
、

国
中
遂
に
定
ま
る
L

と
い
う
一
一
度
の
戦
乱
の

み
え
る
。

さ
き
の
乱
が
弥
生
時
代
中
期
後
半
空
間
問
地
位
集
落
の
俊
行
の
時
期
と

致
す
る
か
ど
う
か
は
に
わ
か
に
決
し
が
た
い
が
、
山
斗

弥
呼
没
後
の
乱
が
弥
生
時
代
末
期
か
ら
古
墳
時
代
へ
か
け
て
の
動
乱
の
時
代
に
あ
た
っ
て
い
る
で
あ
ろ
う
こ
と
は
ほ
ぼ
間
速
い

の
な
い
と
こ
ろ
で
あ
ろ
う
。

さ
き
に
ふ
れ
た
一
集
落
全
体
が
焼
失
し
て
し
ま
う
よ
う
な
本
部
は
、
こ
の
時
代
が
、

い
か
に
激
動
の
時
代
で
φ

め
っ
た
か
を
如

に
示
し
て
お
り
、
新
し
い
時
代
へ
の
胎
動
の
一
社
で
あ
る
と
い
え
よ
う
。

i潟地の村・低地の村第二節
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第
三
節

祭
耐
と
川
町
一
非

銅

鐸

の

祭

り

銅
鐸
の
祖
型

J
川
J
t
y
r
v
h

、

判
淵
が
か
ト
ト
し

金
属
探
の
使
川
が
始
ま
る
弥
生
時
代
を
あ
た
か
も
象

フ
メ
り
こ
い
回
、
f
L
J山
山

h
r
u〈
羽

川

d
H
H
H
ム
H

き
も
、

斗
A

J
ん
ド
ド

b
v
dィ

l
v
w
f
l
p
i
！
h
M
g
j
Jん

H
V
h
ペ
E
T
Z

散
す
る
よ
う
な
泣
物
で
あ
る

ち
ゅ
λ
フ

こ
の
銅
と
錫
の
ん
円
余
で
あ
る
青
銅
で
つ
く
ら
れ
た
カ
ネ
は
、
上
部
に
半
環
状
の
吊
り
予
（
銀
）
を
取
り
つ
け
、
そ
の
下
部
に
一
侃

お
そ
ら
く
稲
作
法

門
形
の
子
耐
を
も
っ
阿
形
の
’
弁
企
つ
け
、
党
踏
を
や
や
一
伽
ぷ
ー
に
し
た
よ
う
な
特
異
な
形
状
を
も
っ
て
お
り
、

川
引
の
祭
り
に
使
用
さ
れ
た
も
の
で
は
な
い
か
と
抗
定
さ
れ
て
い
る
。

銅
鐸
お
よ
び
そ
の
鋳
型
は
、
阿
は
北
部
九
州
か
ら
東
は
関
京
地
方
に
ま
で
広
く
分
布
し
て
い
る
が
、
畿
内
を
巾
l

心
と
し
て
、

す
で
に
約
冗

O
O仰
が
発
見
さ
れ
な
が
ら
、
そ
の
山
川
法
を
は
じ
め
と
し
て
、
謎
に
つ
つ
ま
れ
た
部
分
の
多
い
造
物
で
あ
る
。

そ
れ
で
は
銅
鐸
は
い
っ
た
い
、

い
つ
、
ど
こ
で
、
ど
の
よ
う
に
し
て
造
り
始
め
ら
れ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

制
州
仰
の
初
別
一
は
、
中
国
・
朝
鮮
に
広
く
分
布
す
る
銅
鈴
だ
と
い
わ
れ
て
い
る
。
な
か
で
も
朝
鮮
半
島
か
ら
問

O
数
例
出
土
し

て
い
る
小
銅
鐸
と
呼
ば
れ
て
い
る
鈴
を
直
接
の

M
m
mと
し
て
日
本
の
銅
鐸
は
つ
く
り
始
め
ら
れ
た
と
推
定
さ
れ
る
。
そ
れ
は
弥
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生
時
代
前
期
後
半
の
こ
と
で
あ
る
。

最
お
の
錦
鐸

初
期
の
銅
鐸
は
、
朝
鮮
の
小
銅
鐸
と
同
じ
よ

ひ
れ

を
鰭
の
部
分
で
ち
ょ
う
ど

つ
に

う
に
石
製
鋳
型
で
製
作
さ
れ
て
い
た
。
銅
鐸

っ
た
形
を
鋳
型
に
彫
り
込

み
、
そ
れ
を

つ
に
あ
わ
せ
、
そ
の
中
に
銅
鐸
の
厚
み
に
な
る

分
だ
け
の
空
間
を
あ
け
て
内
型
を
い
れ
、
そ
の
空
間
に
錦
に
錫

型
と
の
関
の
ん
京
間
か
｝

や
鉛
を
合
わ
せ
た
も
の
を
流
し
込
む
。
そ
の
場
合
、
内
型
と
外

か
た
も
た
せ

定
に
す
る
た
め
、
型
持
を
身
の
河
川
山
の

lヌ1130 

朝鮮半島発見の小鈎銀
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に
あ
た
る
わ
け
で
あ
る
。

上
下
と
天
井
部
（
舞
）
に
各
二
仰
と
り
つ
け
る
。
こ
の
型
払
の
部
分
が
銅
鐸
の
身
の
附
側
や
舞
に
孔
と
な
っ
て
成
っ
て
い
る
部
分

こ
れ
ま
で
に
知
ら
れ
て
い
る
放
も
古
い
銅
鍔
は
、
身
の
上
部
の
吊
り
ポ
ヤ
J

（
鋭
）
の
断
削
が
太
い
菱
形
で
、
吊
り
下
げ
て
音
を
出

す
加
物
に
ふ
さ
わ
し
い
形
を
し
て
お
り
、
菱
環
飼
い
一
入
鍔
と
呼
ば
れ
て
い
る
。

こ
う
の
く
さ

初
期
の
銅
鐸
は
、
神
戸
市
内
で
は
ま
だ
発
見
さ
れ
て
い
な
い
が
、
神
秘
鐸
（
飾
際
都
夢
前
町
神
稲
川
出
ノ
谷
出
土
）
、
中
川
原
鐸
（
洲

本

中
Jll 
原
mr 
清
水

ツ

ユf斗

…
熔
山
土
）
、
尚
岡
山
鍔
（
一
一
一
柔
県
鈴
鹿
市
街
川
川
町
出
土
）

井
向
一
一
号
鐸
（
裕
介
県
以
井
郡
泰
江
町
井
向
島
田
出
土
）
、
荒
神
待
五
号
鐸
（
島
根
県
簸
川
郡
斐
川
町
神

か

い

で

の
よ
う
に
畿
内
周
辺
で
の
出
土
が
知
ら
れ
て
い
る
ほ
か
、
京
都
府
鶏
冠
井
造

跡
か
ら
同
時
期
の
鋳
裂
が
発
見
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
鈎
裂
は
、
砥
石
に
転
用
さ
れ
た
の
ち
、
中
期
初
演
の
土
川
市
と
と
も
に
廃
楽

さ
れ
て
い
る
の
で
、
機
内
に
お
け
る
銅
鐸
の
製
作
開
始
が
、
前
期
末
葉
ま
で
さ
か
の
ぼ
る
で
あ
ろ
う
こ
と
は
確
実
で
あ
る
。
な

ぉ
、
こ
の
時
期
の
銅
鐸
は
、
先
の
五
例
の
ほ
か
、
山
土
地
不
明
の
も
の
が
こ
例
知
ら
れ
て
い
る
の
み
で
、
そ
の
数
は
き
わ
め
て

少
な
い
。

投1~·の銅鐸
（兵時tY；~:ti11Hii立幼）

神
戸
市
域
と
そ
の
周
辺
は
、
錦
鐸
発

西
摂
平
野
の

銅
鐸
出
土
地

見
数
の
き
わ
め
て
多
い
地
域
で
あ
る

が
、
こ
と
に
六
叩
山
地
雨
麓
か
ら
そ
の
束
、
辺
の
地
域
へ

i立i131 

か
け
て
は
銅
鐸
出
土
数
は
と
く
に
多
い
。

神
戸
市
内
で
は
、
投
ケ
上
逃
跡
（
垂
水
区
舞
子
坂
三
寸
日
）

か
ら
一
側
、
絞
ケ
丘
遺
跡
（
灘
限
緩
ケ
丘
町
）
か
ら
一
回
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第三節

個
、
渦
ケ
森
追
跡
（
東
灘
区
渦
森
台

γ
日
）
か
ら

｛応i

遺
跡
（
東
灘
区
本
山
北
町
四
丁
臼
）
か
ら

側
、
森
遺
跡
（
東
灘
区

森
北
町
中
ハ
丁
目
）
か
ら

側
と
い
う
よ
う
に
計
五
カ
所
か
ら

八
個
も
の
銅
鐸
が
出
土
し
て
お
り
、
桜
ケ
丘
泣
跡
で
は
銅
鐸

と
と
も
に
七
本
の
銅
文
も
出
土
し
て
い
る
。

神
戸
市
域
以
来
で
も
、

の
企
ノ
上
遺
跡
、
西
宮
市

根ねの
え：；津
跡門

込l
跡

の
中
山
泣
跡
（
二
側
）
、

川
川
口
け
い
口
、
ノ

！
ノ
寸
け
Vい
i
F
k
n
V）

i司

；術
協1

1誌

！司跡

利と ｛；fl'
1き；丹
追市
跡の

箕村
面追
市跡
の、

如）4~~

の
桜
塚
遺
跡
（
一
一
個
）
、

谷
遺
跡
で
銅
鐸
が
出
土
し
て
お
り
、
東
播
平
野
に
属
す
る
投

ケ
上
遺
跡
例
を
除
い
て
も
、
猪
名
川
流
域
以
西
の
間
際
平
野

で

い
発
見
例
が
知
ら
れ
て
い
る
。

中
期
初
頭

の
銅
鐸

山
中
期
初
頭
に
な
る
と
、
銅
鐸
の
数
は
急
増
し

形
も
、
銀
、
の
菱
環
部
の
外
方
に
偏
平
な
文
様

被
が
つ
き
、
身
の
一
内
側
に
鰭
と
呼
ば
れ
る
文
様
帯
が
続
い
た

外
縁
付
紐
式
鍔
と
呼
ば
れ
る
よ
う
な
形
式
に
発
達
す
る
。

こ
の
時
期
の
銅
鐸
は
、
神
戸
市
内
で
は
森
遺
跡
か
ら
一
剤
、

自然：・考古歴史編 i429 
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押
収
ケ
任
追
跡
か
ら
問
似
出
土
し
て
お
り
、
神
戸
市
以
来
で
は
芦
民
市
品
川
上
ノ

上
遺
跡
、

伊
丹
市
中
村
浩
跡
、
安
塚
市
中
山
遺
跡
（
二
例
）

h

－h
と
ね
り
女
米

j
i
－

－

i
 

.tU 
跡

吹
間
市
山
間
遺
跡
で
山
士
し
て
い
る
ほ
か
、

河川
J
M
V
F
1
N

コー町
t
L
r
L
hザ

H
h

ドーハ…
J
r
u
谷
間

g
b
p
N
一

が
茨
木
市
東
奈
良
遺
跡
で
発
見
さ
れ
て
い
る
ο

ハ
ノ
工
、
こ
土
、

h
－A

’hrぃ
n
v
k
ゅよ

q
f
ヵ
f

t

H
ん
仁
一

I
・4
均～

ーにL
’J 

鍔
オす
よ
び
者：

Jll 京
ii：！メ℃
/J、ノJ《

我が良
tl'.l~ j立
i':r!iし跡
11/i /U 
;r;.~ 二 I·.
(J) 0) 

鈎 ;j'dJ
1空 JW

や
佐
川
川
市
気
比
一
二
号
鐸
の
鋳
刑
が
合
ま
れ
て
い
る
。

こ
の
時
期
の
銅
鐸
の
な
か
に
は
、
同
じ
鈴
却
で
つ
く
ら
れ
た
と
抗
定
さ

ど
う
は
ん

れ
る
銅
鐸
（
悶
川
相
沿
線
）
が
一

O
数
組
知
ら
れ
て
い
る
。
た
と
え
ば
、
結
ケ
任

ー
サ
鐸
は
滋
賀
県
新
庄
鍔
や
鳥
取
県
治
鍔
と
同
じ
鈎
塑
で
つ
く
ら
れ
て
お

り
、
桜
ケ
丘
2
号
鍔
は
大
阪
府
神
於
鍔
と
、
阪
ケ
丘
3
号
鐸
は
品
取
引
上

民
数
鐸
と
そ
れ
ぞ
れ
同
じ
錯
現
で
つ
く
ら
れ
た
銅
鐸
で
あ
る
こ
と
が
知
ら

で
つ
く
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
て
い
る
。
こ
う
し
た
同
じ
鈎
烈
で
つ
く
ら
れ
た
兄
弟
鍔
の
分
布
を
み
る
と
、

れ
て
い
る
ほ
か
、
森
鍔
も
芥
川
県
出
土
と
伝
え
ら
れ
る
一
鐸
と
同
じ
鈎
地

い
ず
れ
の
組
み
合
わ
せ
に
お
い
て
も
、
そ
の
一
郎
に
大
阪
湾
沿
岸
地
域
の
出
土
例
を
含
ん
で
い
る
と
い
う
お
実
は
、
こ
の
地
が

東
奈
良
遺
跡
出
土
の
銅
鐸
鋳
引
は
、

中
期
初
頭
に
主
要
な
銅
鐸
生
底
地
で
あ
っ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
と
い
え
よ
う
。

か
み
こ
う
の

次
の
段
階
の
航
路
市
名
古
山
追
跡
や
赤
穂
市
上
高
野
遺
跡
出
土
の
銅
鐸
鈎
烈
と
同
じ
く

そ
の
阪
行
は
東
は
神
戸
市
北
区
、

凝
灰
質
砂
川
行
製
で
あ
り
、

間
は
小
野
市
、

市
は
神
戸
市
須
磨
区
、

北
は
一
一
一
田
市
相
野
の
径
約
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二
五
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の
範
矧
に
分
布
す
る
神
戸
間
鮮
中
に
合
ま
れ
て
い
る
絞
以
一
位
砂
川
行
で
あ
る
の

こ
う
し
た
事
実
か
ら
、
神
戸
市
内
に
銅
鐸
生
産
地
が
存
夜
す
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
推
定
も
十
日
く
か
ら
な
さ
れ
て
お
り
、

中
央
区
の
楠
・
荒
田
遺
跡
か
ら
は
、
銅
鐸
鋳
取
の
一
部
で
は
な
い
か
と
み
ら
れ
る
石
片
も
発
見
さ
れ
て
い
る
が
、
ま
だ
確
実
な

例
は
見
出
さ
れ
て
い
な
い
。
今
後
の
発
見
が
期
待
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

中
期
中
葉
以
次
の
段
階
に
製
作
さ
れ
た
銅
鐸
は
、
菱
環
の
内
外
に
装
飾
を
付
し
た
形
式
で
、
扇
子
紐
式
鍔
と
呼
ば
れ
て
お
り
、

降
の
銅
鐸

お
そ
ら
く
中
期
中
葉
に
製
作
が
開
始
さ
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
と
い
わ
れ
て
い
る
。

神
戸
市
内
で
は
似
ケ
庇
遺
跡
（

O
伯）、

生
駒
泣
跡
、
治
ケ
森
追
跡
の
ほ
か
東
播
一
平
野
に
属
す
る
山

」
の
時
期
の
銅
鐸
は
、

ま
た
、
神
戸
市
域
以
来
で

田
川
流
減
の
投
ケ
上
泣
跡
か
ら
も
出
土
し
て
お
り
、
数
の
増
加
と
分
布
の
広
が
り
を
み
せ
て
い
る
。

は
、
間
宮
市
津
門
遺
跡
か
ら
出
土
し
て
い
る
が
、
ぞ
れ
以
来
で
は
間
際
平
肘
で
の
発
見
例
は
な
い
。
鋳
型
も
石
製
か
ら
土
製
へ

の
変
化
・
発
肢
を
と
げ
る
。

議
後
の
銅
鐸

中
期
末
か
ら
後
期
に
か
け
て
の
銅
鐸
は
著
し
く
大
き
く
な
り
、
鈍
も
つ
り
下
げ
る
機
能
を
失
い
、
斐
際
部
も

神
戸
市
成
で
は
、
突
級
銀
式
鐸
と
呼
ば
れ
る
時
期
の
銅
鐸
は
発
見
さ
れ
て
い
な
い
が
、
猪
名
川
流
域
お
よ
び
そ
れ
以
来
で
七

、
ゴ
一
条
の
突
線
に
変
化
し
て
し
ま
い
、
銀
や
鰭
に
大
き
な
館
ヰ
を
付
け
た
も
の
が
多
く
な
る
。

祭犯と域ヨド

個
も
出
土
し
て
い
て
、
時
期
に
よ
る
分
布
の
著
し
い
相
速
を
み
せ
て
い
る
。

銅
鐸
の
祭

紀
開
問

第三節

が
多
い
。

銅
鐸
は
、
部
作
農
耕
に
か
か
わ
る
祭
り
に
使
用
さ
れ
た
祭
総
だ
と
い
わ
れ
て
い
る
。

。〉

;rm 
lnJ 

し
か
し
ど
の

の
村
々
に
よ
っ
て
祭
ら
れ
、
ど
の
よ
う
な
祭
り
の
場
で
使
用
さ
れ
た
の
か
と
い
う
点
は
、

い
ま
だ
不
明
な
部
分

｜当然・ 3ち.，，，Eをll：最近i43r 
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神
戸
市
域
と
そ
の
周
辺
部
の
銅
鐸
分
布
は
、
そ
う
し
た
点
の

解
明
に
も
好
資
料
を
提
供
し
て
い
る
と
い
え
よ
う
。

た
と
え
ば
、

正
リ
－

AR
盟主工、

川弘
λ
ソ
ポ
万
冷
E
i
v

JI~ 
は

J j I 

聞
は
石
康
川
に
よ
っ
て
区
岡
さ

れ
た
地
域
内
の
遺
跡
群
と
深
い
関
連
が
推
定
で
き
る
し
、
森
鐸

や
生
駒
鍔
は
芦
犀
川
・
住
吉
川
開
の
低
地
の
村
々
や
古
川
地
性
集

落
と
の
深
い
関
連
が
う
か
が
え
る
。
ま
た
、

F

，L
P
i
二
mpF
み
i
h

耳ヘ

、ha］
ノ

l
J
が正
h
ト
日
D

川
・
芦
出
版
川
間
の
遺
跡
群
と
、
津
門
鐸
は
夙
川
以
東
武
庫
川
ま
で
の
、
出
積
が
他
の
地
域
に
比
べ
て
や
や
広
い
け
れ
ど
も
、
泣

跡
の
数
は
少
な
い
地
域
と
関
連
す
る
の
で
は
な
い
か
、
と
い
う
よ
う
に
そ
の
分
布
を
開
解
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

知
て
二
、
之
本
中
日
ヤ

T
f
，君
f

か
に
つ
い
て
は
未
解
決
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
、

お
よ
び
生
駒
鐸
の
出
土
地
域
の
よ
う
に
、
時
期
の
兵
な
る
銅
鐸
が
地
点
を
接
し
て
発
見
さ
れ
る
場
合
を
ど
の
よ
う
に
恕
解
す
る

一
度
形
成
さ
れ
た
森
鐸
の
祭
叩
閤
と
も
い
う
べ
き
ま
と
ま
り
が
、
何
ら
か
の
即

出
で
瓦
解
し
、
生
駒
鐸
に
よ
っ
て
、
再
度
祭
組
閣
が
形
成
さ
れ
た
と
い
う
ふ
う
に
問
解
し
て
お
き
た
い
。

以
上
の
よ
う
な
解
釈
を
、
武
庫
川
以
来
の
地
域
に
つ
い
て
も
試
み
る
と
、
武
出
陣
川
J
猪
名
川
間
の
遺
跡
群
は
、
ま
ず
中
期
初

め
に
中
山
鐸
を
中
心
と
す
る
祭
配
闘
を
形
成
し
、
中
期
中
葉
に
は
、
栄
似
鍔
に
よ
っ
て
そ
の
祭
犯
閤
は
引
き
継
が
れ
、
中
期
末

に
は
再
度
満
願
寺
鍔
に
よ
る
然
記
闘
の
再
編
成
が
行
わ
れ
た
と
い
う
よ
う
に
別
解
で
き
る
。

猪
名
川
以
来
の
地
域
に
つ
い
て
は
、
中
期
初
め
に
中
村
鐸
を
中
心
と
す
る
祭
組
閣
と
、
桜
塚
鐸
を
中
心
と
す
る
祭
配
闘
に
わ

か
れ
て
い
た
も
の
が
、
後
期
に
は
い
っ
て
如
意
谷
鍔
と
利
倉
鐸
の
祭
杷
闘
に
再
編
成
さ
れ
る
と
い
う
ふ
う
に
推
測
で
き
る
。

こ
う
し
た
閥
摂
平
野
の
銅
鐸
分
布
を
み
る
と
き
、
武
賄
川
と
猪
名
川
に
は
さ
ま
れ
た
東
山
約
七
・
一
九
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
、
南
北
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約
五
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の
、
現
夜
の
尼
崎
市
域
を
山
中
心
と
し
た
平
野
部
は
、
弥
生
泣
跡
が
五

O
カ
所
近
く
も
存
有
す
る
に
も
か
か

わ
ら
ず
、
銅
鐸
が
発
見
さ
れ
て
い
な
い
。

こ
う
し
た
銅
鐸
未
発
見
地
域
は
、
神
戸
市
域
の
附
端
明
石
川
流
域
に
つ
い
て
も
指
摘
で
き
る
。
こ
こ
で
も
五

O
カ
所
以
上
の

弥
生
遺
跡
が
知
ら
れ
て
い
な
が
ら
銅
鐸
は
米
発
見
で
あ
る
。

」
の
両
地
域
は
、
周
辺
地
域
に
比
し
て
も
特
に
弥
生
文
化
の
発
達

し
た
地
域
で
あ
っ
て
、
農
耕
祭
柁
の
中
心
で
あ
っ
た
と
推
定
さ
れ
る
銅
鐸
の
祭
組
、
か
ま
っ
た
く
行
わ
れ
な
か
っ
た
と
は
と
う
て

い
考
え
ら
れ
な
い
。
こ
こ
で
は
、
阿
池
域
と
も
に
、
今
後
複
数
の
錦
鐸
が
発
見
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
こ
と
を
推
測
し
て
お
き
た
い
。

桜
ケ
丘
透

跡
の
性
絡

神
戸
市
域
に
お
い
て
は
、
も
う

カ
一
川
大
き
な
銅
鐸
未
発
見
地
域
が
あ
る
。
聞
は
山
田
川
流
域
の
投
ケ
上
遺
跡

か
ら
東
は
石
屋
川
上
流
の
桜
ケ
丘
泣
跡
ま
で
、

に
二
一
キ
口
メ
ー
ト
ル
に
わ
た
る
油
域
で
あ
る
。

こ
の
地
域
に
つ
い
て
は
、

か
つ
て
銅
鐸
を
所
有
す
る
村
々
が
点
在
し
て
い
た
が
、

よ
り
大
き
な
集
団
へ
の
統
合
の
際
に
銅
鐸

は
一
カ
所
に
集
め
ら
れ
た
。
そ
れ
が
阪
ケ
丘
泣
跡
の
銅
鍔

四
個
で
あ
る
と
い
わ
れ
て
い
る
。
そ
う
し
て
み
る
と
、
須
磨
の
境

川
か
ら
妙
法
寺
川
を
越
え
て
旧
苅
仏
政
川
ま
で
の
グ
ル
ー
プ
、

出
苅
藻
川
か
ら
削
淡
川
、
ま
で
の
グ
ル
ー
プ
、

！日
i'# 
JI I 
か
ら
！日
生
EE! 

川
ま
で
の
グ
ル
ー
プ
、
旧
生
間
川
か
ら
都
賀
川
ま
で
の
グ
ル
ー
プ
、
と
い
う
よ
う
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
に
お
い
て
銅
鐸
を
中

核
と
す
る
祭
杷
闘
を
形
成
し
て
い
た
可
能
性
が
般
定
で
き
る
。

祭犯と ~ill~ド

桜
ケ
丘
泣
跡
出
土
の
銅
鐸
が
、

か
つ
て
い
く
つ
の
グ
ル
ー
プ
に
よ
っ
て
所
有
さ
れ
て
い
た
か
に
つ
い
て
は
不
明
と
い
う
ほ
か

な
い
が
、
中
期
初
め
の
外
縁
付
鎧
式
鐸
の
段
階
に
、
ま
ず
間
グ
ル
！
ブ
に
よ
っ
て
銅
鐸
が
そ
れ
ぞ
れ
所
有
さ
れ
、
中
期
中
葉
以

第三節

脱
押
さ
き
の
問
グ
ル
ー
プ
に
加
え
て
、

い
く
つ
か
の
グ
ル
ー
プ
が
複
数
の
崩
平
範
一
式
鐸
を
新
た
に
所
有
し
た
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ

。

汽
ノ
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阪
ケ
丘
泣
跡
出
土
の
銅
鐸
訴
の
仰
い
納
状
況
に
つ
い
て
は
、

の
ち
に
検
討
す
る
が
、

↓

q
N羽
ハ
ノ
同
門
vvr
土
二
町
寸
」
フ
ド

L
E
m
内

F
n
vト
β
u
n
v
b官
必
世
》
U
一一
T
A
J
U
V
T
I
E
Y
J
A
V
ι
l
r
F
W耳

さ
れ
て
い
た
可
能
性
が
向
い
。

し
た
が
っ
て
似
ケ
任
銅
鐸
鮮
は
、

二
時
期
に
わ
け
て
集
約
さ
れ
た
の
か
、

あ
る
い
は
．
一
カ
所
に

集
め
ら
れ
た
銅
鍔
群
が
、
再
度
桜
ケ
丘
に
集
約
さ
れ
た
の
か
の
ど
ち
ら
か
で
あ
ろ
う
。

い
ず
れ
に
し
て
も
縦
ケ
丘
以
洲
、
引
刻
一
熔

ま
で
の
地
域
は
、

弥
作
川
川
代
の
あ
る
段
階
ま
で
に
、
大
き
な
二
つ
の
グ
ル
ー
プ
に
円
制
さ
れ
て
い
た
可
能
性
が
か
川
い
。

伝
大
月
山

出
土
錦
鋒

絞
ケ
民
追
跡
山
山
土
の
銅
鐸
併
に
つ
い
て
は
、
な
お
一
つ
の
問
題
、
が
残
さ
れ
て
い
る
。
似
ケ
丘
遺
跡
の
州
約

一
一
一
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の
灘
区
大
月
山
か
ら
外
縁
付
知
式
の
流
水
文
鍔
が
出
土
し
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
か
ら
で
あ

る
。
こ
の
銅
鐸
は
、
友
塚
市
小
山
守
山
土
の
－
－
鍔
と
同
じ
鈎
川
下
一
で
つ
く
ら
れ
た
も
の
で
現
存
し
て
い
る
。

こ
の
大
月
山
鍔
の
存
京
と
、
さ
き
に
述
べ
た
桜
ケ
丘
鋸
鍔
鮮
の
集
約
四
納
盟
山
と
を
あ
わ
せ
て
認
め
る
た
め
に
は
、
外
紘
付

釘
式
鐸
は
、
次
の
踊
一
千
鋭
式
鍔
の
山
川
現
に
よ
っ
て
士
山
V

に
期
納
さ
れ
て
し
ま
う
も
の
と
、
そ
れ
以
後
も
祭
総
と
し
て
使
川
さ
れ

続
け
た
も
の
と
の
二
朽
の
存
し
た
こ
と
を
認
め
ざ
る
を
え
な
い
。

、、

h
、ι
1
ギホ一、

J
ん
、
ν／

4
d
l
y

銅
鐸
は
桜
ケ
丘
銅
鍔
群
の
よ
う
に
、

出i
11: 

時
代
末
期
の
あ
る
段
附
に
洲
一
納
さ
れ
た
も
の
と
、
そ
れ
以
前
の
い
く
つ
か
の
段
階
に
開
納
さ
れ
た
も
の
と
が
あ
る
と
い
う
こ
と

で
あ
ろ
う
。

三
回
盆
地
の

銅
鐸
鋳
裂

J
I
l
－
－

L
I）
 

叶
以
外
川
d
l税
制
叫
に

閉
口
沼
地
も
、

約二一

O
カ
所
も
の
弥
生
泣
跡
が
知
ら
れ
て
い
な
が
ら
、
銅
鐸
未
発
見
地
以

へ
い
ほ
う

一
一
一
山
市
平
方
泣
跡
か
ら
小
形
な
が
ら
銅
鐸

で
あ
っ
た
。

し
か
し
、

昭
和
六
十
一
一
年
（
一
九
八
人
）
に
な
っ
て
、

鈎
桜
一
お
よ
び
舌
が
発
見
さ
れ
、
こ
の
盆
地
の
人
々
も
中
期
後
半
に
は
銅
鐸
お
よ
び
そ
の
製
作
方
法
を
知
り
、
銅
鐸
祭
犯
を
も
ノ
れ

っ
て
い
た
で
あ
ろ
う
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。

一
千
万
泣
跡
か
ら
山
土
し
た
銅
鐸
鈎
刑
は
、

土
製
で
焼
き
か
た
め
ら
れ
て
お
り
、

刈
で
使
用
さ
れ
る
べ
き
－
一
例
休
が
発
見
さ

434 ド、i
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れ
て
い
る
。
鈎
却
の
全
長
は
九
・
冗
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
、
最
大
総
五
・
八
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
、
厚
さ
二
・
五
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル

セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
で
あ
る
。

で
、
こ
の
鋳
型
か
ら
製
作
さ
れ
る
銅
鐸
は
日
さ
八
・
七
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
、
円
以
大
幅
三
・
八
セ
ン
チ
メ

i
ト
ル
、
…
旧
小
さ
一
了
八

げ
さ
だ
す
き
も
ん

四
一
民
袈
裟
襟
文
の
附
側
の
文
燥
を
欠
い
て
い

主
よ
し
も
ん

こ
の
錦
鐸
鋳
裂
の
文
様
は
、
鰭
に
付
け
ら
れ
た
鉱
山
間
文
が
外
｛
円
で
あ
る
こ
と
、

こ
司
duャ
r
一つ

あ

V
訓
剖
辛
叫
P

J
包
J
一

る
こ
と
な
ど
不
十
分
な
点
は
あ
る
が
、
あ
る
限
度
銅
鐸
お
よ
び
銅
鐸
製
作
技
術
を
知
っ
て
い
た
人
た
ち
が
、

主宅配とi型葬第主主白石

く
ろ
う
と
し
て
製
作
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
は
間
違
い
な
か
ろ
う
。

た
だ
し
、

V

〉
コ
「

1
・4

；、

こ
に
欽
型
カ

実
際
に
使
用
さ
れ
た
か
ど
う
か
は
、

今
後
の
検
討
を
待
た
な

;Jサ！手鈴］;ii'事の鈴！.！！」（三Ll!TliミiZ::JJii'.rn必）

け
れ
ば
な
ら
な
い
。

こ
の
銅
鐸
鋳
烈
の
も
う

つ
の
前
一
安
伎
は
、
中
則
前
半
ま
で
の
銅
鐸
鈎
嬰

の
原
材
料
で
あ
る
凝
灰
質
妙
討
の
波
山
地
に
近
い
こ
の
泣
跡
に
お
い
て
も
、

小
山
後
半
に
は
す
で
に
土
製
銭
却
が
係
泊
さ
れ
て
い
る
点
で
あ
り
、

－mdpFFL士

刷
刻

q
y
‘〆

れ
自
身
か
ら
の
推
測
を
裏
付
け
て
い
る
。

銅
鐸
の
祭
り

そ
れ
で
は
、
こ
う
し
た
銅
鐸
の
祭
り
は
、
ど
の
よ
う
に
行

写：n100 

わ
れ
、
ど
の
よ
う
な
志
義
を
有
し
て
い
た
の
だ
ろ
う
か
。

銅
鐸
が
青
銅
製
の
カ
ネ
で
あ
り
、
党
錨
の
よ
う
に
外
側
を
叩
い
て
す
を
発

す
る
の
で
な
く
、
身
の
内
部
に
汗
と
呼
ば
れ
る
俸
状
の
も
の
を
つ
り
下
、
け
、

身
を
か
ゆ
布
に
動
か
し
て
官
を
発
す
る
、

い
わ
ば
ベ
ル
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る

長！然・考，1,・際世ミ議選！43ラ



活設をつけた~［i;J ＠＇ヂ
（ ~£11':411~1前ケずが立民主）

こ
と
は
あ
ま
り
知
ら
れ
て
い
な

ぃ
。
古
を
つ
り
下
げ
る
た
め
に

身
の
天
井
部
内
側
に
慌
を
鋳
山

し
た
例
は
渦
ケ
森
鍔
な
ど
少
数

大
部

し
て
古
を
つ
り
下
げ
た
も
の
と
抗
定
さ
れ
る
。

ゆ
り
い
の

舌
は
、
淡
路
の
鹿
野
中
ノ
御
常
鍔
や
鳥
取
県
泊
鍔
に
、
配
銅
製
の
棒
の
上
端
に
制
を
通
す
孔
を
も
っ
出
火
例
が
伴
っ
て
い
る
ほ

'.lifn 101 

例
が
知
ら
れ
て
い
る
が
、

ネ
J

つ
司
dEV
土
、
ん
才
コ
に
ヘ
ト
「

E
－

r
ん
ノ
制
問
ゲ
比
十
白
土
λ
U
弓
ノ
斗

7
s
t

φ

め
ヲ
hv

一
つ
の
塑
持
の
山
八
を
利
用

か
、
和
歌
山
県
太
田
忠
凶
鐸
に
は
お
の
制
い
俸
が
伴
っ
て
い
て
、
舌
で
は
な
い
か
と
い
わ
れ
て
い
る
。

お
そ
ら
く
、
青
銅
製
の

も
の
に
こ
だ
わ
ら
ず
、
鉄
、
石
、
木
な
ど
様
々
な
材
質
の
も
の
が
舌
に
利
用
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。

ま
た
、
銅
鐸
の
内
伺
下
端
近
く
に
は
、
内
問
突
山
川
と
呼
ば
れ
る
ゆ
一
〈
椛

が
め
ぐ
っ
て
お
り
、
な
か
に
は
桜
ケ
丘
6
勾
鐸
の
よ
う
に
一
二
条
の
突
帯

を
め
ぐ
ら
せ
て
い
る
も
の
も
あ
る
。
古
い
銅
鐸
の
な
か
に
は
、
こ
の
内

前
突
惜
の
中
央
部
が
、
あ
た
か
も
ィ
ー
が
あ
た
っ
て
す
り
へ
っ
て
い
る
よ

証
拠
だ
と
さ
れ
て
い
る
が
、

う
に
み
え
る
も
の
も
あ
り
、
銅
鐸
が
音
を
発
す
る
楽
総
で
あ
る
こ
と
の

い
ず
れ
に
し
て
も
、
銅
鐸
は
半
鐘
を
連
打

方t手E102 1号を伴った銅釣l

（兵W9己中ノ御堂ii：；跡）
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す
る
よ
う
な
使
い
方
は
し
な
か
っ
た
よ
う
に
忠
わ
れ
る
。

な
い
だ
ろ
う
か
。

お
そ
ら
く
、
祭
り
の
た
び
に
、
わ
ず
か
な
金
属
音
を
発
し
た
の
で
は

そ
れ
で
は
、
銅
鐸
の
祭
り
は
ど
の
よ
う
に
し
て
執
り
行
わ
れ
た
の
だ
ろ
う
か
。
そ
う
し
た
事
実
を
知
る
手
が
か
り
は
ほ
と
ん

ど
な
く
、

わ
ず
か
に
佐
賀
県
の
川
寄
吉
原
泣
跡
か
ら
発
見
さ
れ
た
銅
鐸
形
土
製
品
に
掛
か
れ
た
絵
樹
が
、
祭
り
の
一
端
を
具
体

的
に
表
現
し
て
い
る
。

こ
の
銅
鐸
型
土
製
品
は
下
半
が
欠
失
し
て
い
る
が
、
到
に
羽
恨
を
つ
け
、

hX
と
店
を
持
ち
、
腰
に
刀
を
さ
し
た
人
物
が
描
か

れ
て
お
り
、
こ
う
し
た
鳥
装
の
シ
ャ
i
マ
ン
と
銅
鐸
の
祭
り
は

対
を
な
し
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。

て
は
木
剣
・
木
文
の
類
が
共
伴
し
て
い
た
可
能
性
は
十
分
に
あ
る
。

桜
ケ
丘
遺
跡
の
よ
う
に
銅
鐸
と
武
器
形
祭
採
の
共
伴
例
は
そ
れ
ほ
ど
多
く
は
な
い
が
、
単
独
で
発
見
さ
れ
る
銅
鐸
に
も
か
つ

銅
銭
の
埋

総
状
況

し
か
し
、

先
に
ふ
れ
た
よ
う
に
、
神
戸
を
中
心
と
し
た
地
域
で
は
、
多
数
の
錦
鐸
が
発
見
さ
れ
て
い
る
が
、

納
の
状
況
に
つ
い
て
は
不
明
な
も
の
が
多
い
。

桜
ケ
丘
泣
跡
の
錦
鐸
・
銅
文
群
だ
け
は
、
発
見
宥
が
復
数
で
あ
っ
た
こ

と
、
多
数
の
造
物
が
一
括
出
土
し
た
た
め
、
発
見
杭
引
に
強
烈
な
印
象
を

祭犯と思芥

え
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
出
土
状
況
が
比
般
的
よ
く
必
削
減
で
き
た
例
だ

と
い
う
こ
と
が
で
き
よ
う
。

第三iJ1'j

昭
和
三
十
九
年
（
一
九
六
四
）
の
年
の
瀬
も
お
し
つ
ま
っ
た
十
‘
一
月
十

日
の
午
後
、
灘
区
桜
ケ
丘
町
の
、
標
高
二
回

0
メ
ー
ト
ル
あ
ま
り
の
尾

い
ず
れ
も
埋

銅鐸裂ニi二製品に掛か

れた祭人

（佼賀県川！若手台以ii'J跡）
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ー宰軒

写真 103

岸
全
体
を
思
む
こ
と
が
で
き
る
。

恨
の
東
北
斜
而
で
、
土
取
り
作
業
中
の
鶴
浜
一
到
の
ツ
ル
ハ
シ
に
呉
川
保

な
ふ
川
脳
出
が
ひ
っ
か
か
っ
た
と
い
う
。
こ
れ
が
桜
ケ
丘
銅
鐸
・
銅
文
群

発見fl＇（後の絞ケ！？：逃跡

発
見
の
発
端
で
あ
る
。
そ
し
て
、
州
附
浜
の
同
僚
加
藤
茂
美
や
近
く
に
い

た
文
、
氷
一
太
も
加
わ
っ
て
合
計
一
四
似
の
銅
鐸
と
七
本
の
銅
文
が
掘
り
出

さ
れ
た
。

錦
鐸

銅
：止
｛［下
0) 

j也

は

ハ
叩
山
南
側
の
凶
北
か
ら
南
東
に

の
び
る
毘
似
の
稜
線
か
ら
・
一
メ
ー
ト
ル
ば
か
り
北
側
斜
耐
を
下
っ
た
と

こ
ろ
で
、
こ
の
地
点
か
ら
は
東
側
の
谷
を
へ
だ
て
て
芦
屋
・
西
宮
方
一
山

の
平
野
畑
山
が
わ
ず
か
に
遠
望
で
き
る
だ
け
で
、
他
の
一
一
一
方
は
全
く
眺
望

ー
了
、
：
、
。

カ
主
C

カ
え
し

た
だ
し
、
南
側
の
稜
線
上
に
立
て
ば
、
南
約
五

O
O
メ

ー
ト
ル
の
地
点
に
位
附
す
る
布
地
性
集
落
で
あ
る
絞
ケ
丘
B
遺
跡
を
は

じ
め
平
野
部
が
一
望
の
も
と
に
見
渡
せ
る
ば
か
り
で
な
く
、
大
坂
湾
沿

こ
れ
ま
で
に
知
ら
れ
て
い
る
銅
鐸
の
視
納
地
点
の
状
況
を
み
る
と
、
通
常
集
落
内
の
住
居
な
ど
か
ら
は
川
土
し
な
い
。
境
基

へ
の
則
一
葬
例
も
知
ら
れ
て
い
な
い
。
集
落
の
近
辺
や
低
地
か
ら
の
出
土
も
な
く
は
な
い
が
、
大
多
数
は
丘
陵
上
に
叩
納
さ
れ
た

つ
の
山
県
川
上
だ
と
い
う
こ
と
が
で
き
よ
う
。

状
態
で
発
見
さ
れ
て
い
る
。
阪
ケ
丘
逃
跡
に
お
け
る
状
況
は
、

桜
ケ
丘
泣
跡
に
お
け
る
銅
鐸
の
山
納
状
態
に
つ
い
て
は
、
発
見
清
か
ら
の
聞
き
と
り
に
よ
っ
て
復
元
的
に
検
什
す
る
ほ
か
な
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い
が
、
銅
鐸
は
北
側
の
斜
剖
の
方
向
へ
紐
を
む
け
て
仰
い
納
さ
れ
て
い
た
も
の
が
多
く
、

ま
た
、
鰭
を
上
下
に
し
て
均
め
ら
れ
て

い
た
も
の
が
多
か
っ
た
ら
し
い
が
、
な
か
に
は
鱗
を
水
平
に
し
て
閉
め
ら
れ
て
い
た
も
の
も
あ
っ
た
と
い
う
ο

の
発
見
お
に
よ
っ
て
記
憶
に
ち
が
い
が
あ
る
が
、
銅
鐸
は
徴
一
列
に
淀
ん
で
明
め
ら
れ
て
い
た
と
も
い
い
、
依
を
組
み

鮮
は
二
群
に
わ
か
れ
て
い
た
と
も
抗
定
さ
れ
て
い
る
。

た
よ
う
な
状
態
で
重
ね
ら
れ
て
い
た
と
も
い
わ
れ
る
。

祭犯とJill芥第三.rti

ま
た
、

部
す
き
聞
が
あ
っ
て
銅
鐸

円

1
1
コd
d
d
r
ハ
ア
ド
川
附
こ
土

Vト

A
W
U
判
的
が
止

d
i
l
l
f
t

発
見
前
後
の
現
地
鵡
五
で
検
出
さ
れ
た
銅
鐸
・
銅
小

V

ん
群
の
則
一
納
坑
と

抗
定
さ
れ
る
範
聞
は
、
来
四
約

：
、
／
、

3
3レI
M
F

－コー、、．
L

Z
／

ノ
！
i

｝

パ

イ

i
j
Jぺ
市
小
／
主
寸
〉

発見当II与の後ヶロ：銅r.~. ~~）二j乙

チ
メ
ー
ト
ル
で
あ
り
、
銅
鐸
す
べ
て
が
鱗
を
上
ド
に
し
て
積
一
列
に
，
収

と
う
て
い
納
ま
ら
な
い
広
さ
で
あ
る
。

し
た
が

ん
で
い
た
と
し
て
も
、

っ
て
、

い
く
つ
か
の
銅
鍔
は
、
伎
の
よ
う
に
積
み
上
げ
ら
れ
て
い
た
で

あ
ろ
う
し
、
な
か
に
は
入
れ
子
に
な
っ
て
い
た
も
の
も
あ
っ
た
と
い
う

誕
百
も
あ
る
。

な
お
、
銅
え
は
東
山
崎
の
銅
鐸
の
下
に
、
七
木
が
前
一
一
ね
ら

れ
た
状
態
で
発
見
さ
れ
た
と
い
わ
れ
て
い
る
。

'f)'J'G 104 

そ
れ
で
は
、
銅
鐸
は
、

い
つ
、

い
か
な
る
潔
白
で
明
納

銅
鐸
埋
納

の
意
味

さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
桜
ケ
丘

遺
跡
を
は
じ
め
と
し
て
、
近
年
発
見
さ
れ
た
銅
鐸
に
つ
い
て
は
、
そ
の

出
土
状
況
が
比
較
的
よ
く
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
け
れ
ど
も
、

「品、
3

二、、

T
ふ
イ
イ
1
4

自然・ゴラ，1;lll''"1：話fill439 



解
決
の
問
題
も
多
い
と
い
う
の
が
現
状
で
あ
る
。

銅
鐸
の
則
一
納
に
つ
い
て
は
、
社
会
的
な
変
革
の
時
期
に
、

一
時
に
す
べ
て
の
銅
鐸
が
埋
納
さ
れ
た
と
考
え
る
説
、
銅
鐸
は
お

ご
ろ
土
中
に
期
め
ら
れ
て
保
管
さ
れ
て
お
り
、
祭
り
の
際
に
掛
り
起
こ
し
て
使
用
し
、
ま
た
埋
め
も
ど
し
て
し
ま
う
と
考
え
る

説
な
と
、
さ
ま
ざ
ま
な
解
釈
が
な
さ
れ
て
い
る
。
前
が
れ
は
桜
ケ
丘
泣
跡
の
よ
う
な
多
誌
の
銅
鐸
出
土
追
跡
に
対
す
る
解
釈
と
し

て
、
ま
た
埋
納
の
時
期
が
、
弥
生
時
代
か
ら
合
成
附
代
へ
の
変
苧
の
時
期
で
あ
る
と
考
え
る
説
に
有
利
で
あ
り
、
後
者
は
銅
鐸

の
あ
／
く
が
単
独
で
発
見
さ
れ
る
こ
と
や
、
中
尚
南
部
か
ら
東
南
ア
ジ
ア
に
か
け
て
分
布
す
る
銅
鼓
が
、

日
ご
ろ
土
中
に
保
管
さ

れ
、
祭
り
の
際
だ
け
掛
り
出
し
て
使
用
す
る
も
の
が
あ
る
こ
と
と
対
比
し
て
、
魅
力
あ
る
解
釈
と
な
っ
て
い
る
。

い
ず
れ
に
し

て
も
弥
生
時
代
の
終
る
こ
ろ
、
銅
鐸
は
地
上
か
ら
姿
を
消
し
て
お
り
、
そ
れ
は
銅
鐸
を
肥
る
祭
儀
か
ら
、
鋭
を
中
心
と
し
た
祭

儀
へ
の
、
祭
り
の
形
態
の
変
化
で
あ
り
、
ト
μ
慣
の
築
造
開
始
に
一
一
小
さ
れ
て
い
る
よ
う
な
政
治
的
変
革
の
…
つ
の
表
現
で
あ
る
と

い
え
よ
う
。

銅
鐸
の
絵
画

桜
ケ
丘
追
跡
発
見
の
銅
鐸
・
銅
文
訴
の
重
要
性
は
、
こ
う
し
た
出
土
状
況
が
比
較
的
明
瞭
で
あ
る
と
い
う
こ

と
の
ほ
か
に
、
出
土
銅
鐸
の
中
に
絵
凶
を
鋳
出
し
た
例
を
多
く
含
ん
で
い
る
と
い
う
点
が
あ
げ
ら
れ
る
。

こ
の
銅
鐸
に
鋳
出
さ
れ
た
絵
附
は
、
銅
鐸
の
祭
り
の
む
味
す
る
と
こ
ろ
を
明
ら
か
に
す
る
重
要
な
糸
口
で
あ
る
と
考
え
ら
れ

る
か
ら
で
あ
る
。

何
枚
ケ
丘
遺
跡
か
ら
出
土
し
た
一
四
例
の
銅
鐸
の
う
ち
、

ー、

2
、
3
号
鐸
は
流
ぷ
文
を
施
し
た
外
縁
付
鉛
式
鍔
で
、
他
の
一

州
川
は
袈
裟
協
伸
文
鐸
で
あ
り
、
そ
の
う
ち
口
汚
鐸
が
外
縁
付
鉛
式
鍔
、
他
は
す
べ
て
扇
一
千
錨
式
鐸
で
あ
る
。

ー
す
鐸
は
、
身
の
中
央
よ
り
や
や
上
部
に
絵
州
市
が
あ
り
、
そ
の
上
下
に
流
水
文
と
呼
び
な
ら
わ
さ
れ
て
い
る
山
線
文
が
施

440 事＇J;'Li日f代2nじれ
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川
付
、
F

f
L
 百台判i~長同盤

~ 」
さ
れ
て
お
り
、
滋
賀
県
新
庄
鐸
、
鳥
取
県
治
鐸
ほ
か
ご
鍔
と
同
じ
鋳
裂
で
鋳
造
さ
れ
た
も

の
で
あ
る
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
る
。

絵
川
間
帯
の
絵
を
、
桜
ケ
丘
鐸
で
不
明
瞭
な
と
こ
ろ
を
他
の
銅
鐸
で
補
い
な
が
ら
示
す
と

次
の
と
お
り
で
あ
る
。

ま
ず
、

A
耐
と
呼
ば
れ
る
側
の
絵
画
は
、
左
端
に
二
頭
の
動
物
と
一
人
の
人
物
が
政
ん

で
お
り
、
そ
の
上
部
に
渦
巻
丈
、
そ
の

に
堅
杵
を
持
っ
て
脱
穀
し
て
い
る
二
人
の
人
物
、

中
央
部
に
は
…
け
な
持
つ
人
物
が
間
口
頭
の
シ
カ
を
追
っ
て
お
り
、
そ
の
上
部
に
サ
ル
と
忠
わ

れ
る
動
物
が
ぶ
ら
下
が
り
、
お
端
に
は
弓
を
持
つ
人
物
を
中
心
に
一
一
一
人
の
人
物
が
延
び
、

そ
の
卜
一
部
も
渦
巻
文
が
鋳
山
山
さ
れ
て
い
る
。

ま
た
、

B
而
は
左
端
に
弓
を
持
つ
人
物
、
そ
の
右
に
矢
を
背
中
に
負
っ
た
シ
カ
を
捕
ら

え
る
人
物
と
そ
れ
に
続
く
二
一
政
の
シ
ヵ
、
中
央
上
部
に
は
ト
ン
ボ
、
そ
の
右
下
に
カ
一
一
、

そ
し
て
そ
の

に
弓
を
持
ち
シ
カ
な
捕
ら
え
て
い
る
人
物
、
右
端
に
は
ト
カ
ゲ
、

ス
ッ
ポ

ン
な
ど
三
限
の
動
物
と
い
う
よ
う
に
、
あ
た
か
も
一
巻
の
絵
巻
物
を
み
る
よ
う
に
絵
画
が

一
周
し
て
い
る
。
な
お
身
の
上
J

部
の
舞
の
部
分
に
も
幾
人
も
の
人
物
が
鋳
出
さ
れ
て
い
る
。

2
号
鐸
の
絵
両
は
、

－
m
ヴ
鐸
ほ
ど
複
雑
で
は
な
い
が
、
上
下
の
流
水
文
裕
に
閉
ま
れ
た

身
の
中
央
部
を
、
A
聞
で
は
右
か
ら
左
へ
、

B
閣
で
は
左
か
ら
右
へ
、
表
裏
と
も
同
じ
方

向
ヘ
シ
カ
が
走
り
ぬ
け
て
い
る
よ
う
に
拙
か
れ
て
い
る
。

ま
た
、
鎧
に
も
流
水
文
や
ト
ン

自然・考古E霊史編I441 



ボ
の
絵
、
が
み
え
る
。

」
う
し
た
外
縁
付
鈍
式
鐸
の
絵
凶
を
さ
ら
に
発
展
さ
せ
、

一
歩
進
め
た
の

が
扇
子
鈍
式
鍔
の
い
く
つ
か
に
み
ら
れ
る
絵
酬
だ
と
い
え
よ
う
。

阪
ケ
丘
出
土
銅
鐸
の
う
ち
4
号
鐸
、

5
勾
鍔
と
名
付
け
ら
れ
て
い
る
二
つ

の
銅
鐸
に
は
、
身
の
内
閣
の
袈
裟
醐
伸
文
で
閉
ま
れ
た
四
区
凶
内
す
べ
て
に
線

仙
の
絵
両
、
が
鋳
出
さ
れ
て
い
る
。

ま
ず
、

4
M
U
鐸
の
絵
眠
に
つ
い
て
み
る
と
、

一
方
の
耐
の
右
上
に
は
サ
カ

ナ
な
く
わ
え
た
サ
ギ
（
ま
た
は
ツ
ル
）
、

左
上
に
は
水
を
の
ん
で
い
る
よ
う
な

一
一
一
匹
の
動
物
と
ク
モ
、
左
下
に
は
工

E

乎
状
器
具
を
も
っ
人
物
、
右
下
に
は
弓

を
も
ち
シ
カ
を
捕
え
て
い
る
人
物
が
拙
か
れ
、
他
の
耐
に
は
右
上
に
ク
モ
と

カ
マ
キ
リ
、

点
一
ド
に
ト
カ
ゲ
（
ま
た
は
イ
モ
リ
）
、

右
下
に

に
ト
ン
ボ
、

ス
ッ
ポ
ン
（
ま
た
は
カ
メ
）
が
そ
れ
ぞ
れ
拙
か
れ
て
い
る
。
ま
た
、
こ
の
銅
鐸

ti同 4 号・ j:[<ij;if：~

の
制
に
は
両
副
と
も
に
組
子
の
シ
カ
の
列
が
拙
か
れ
て
い
る
。

5
号
鍔
の
絵
詞
は
、

つ－
1
L
L
こ
7

エ
レ
、

4
j
q
，I

7

f
、7
2

ク
モ
、

カ
マ
キ
リ
、
左
上

に
カ
エ
ル
の
什
ん
を
く
わ
え
る
ヘ
ピ
と
そ
れ
を
追
う
人
物
、
左
下
に
は
一
一
…
人
の

-))-} ;J;if主

争
っ
て
い
る
よ
う
な
人
物
、
右
下
に
は
弓
を
も
ち
、

シ
カ
を
捕
え
て
い
る
人

他
の
聞
の
右
上
に
ト
ン
ボ
と
ト
カ
ゲ
（
ま
た
は
イ
モ
リ
）
、

左
上

物
を
川
き
、
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左桜ケ丘5

に
工
学
状
総
具
を
も
っ
人
物
と
サ
カ
ナ
、

に
ス
ッ
ポ
ン
（
ま
た
は
カ
メ
）

自然・ 5号；1i‘

と
サ
カ
ナ
を
く
わ
え
た
サ
ギ
（
ま
た
は
ツ
ル
）
、

右
下
に
竪
杵
を
持
っ
て
脱
穀

を
す
る
二
人
の
人
物
が
そ
れ
ぞ
れ
拙
か
れ
て
い
る
。

控室火器羽iI 

銅鐸の絵初i

」
う
し
た
4
号
・

5
珍
鐸
と
よ
く
似
た
絵
耐
を
も
っ
銅
鐸
は
、
他
に

-wu 

知
ら
れ
て
い
る
。

一
つ
は
、
呑
川
県
出
土
と
伝
え
ら
れ
る
銅
鐸
で
、
現
在
来

'cf"!JG 105 

京
凶
立
時
物
館
に
所
泌
さ
れ
て
お
り
、
身
の
阿
耐
の
各
ム
ハ
ば
屈
に
そ
れ
ぞ
れ

絵
幅
を
鈴
出
し
て
い
る
。
こ
の
銅
鐸
の
絵
附
の
な
か
に
は
、

シ
カ
を
弓
で
射

る
人
物
、

五
回
の
イ
ヌ
に
閉
ま
れ
た
イ
ノ
シ
シ
を
射
る
人
物
、
高
床
の
建
物

な
ど
桜
ケ
丘
の

鍔
に
は
な
い
草
要
な
絵
師
を
含
ん
で
い
る
。

他
の

つ
は
江
戸
時
代
の
文
人
絹
家
谷
文
明
兆
の
旧
蔵
品
で
、
現
在
東
京
大

に
桁
本
が
残
さ
れ
て
い
る
も
の
で
あ
り
、
先
の

に
よ
く
似
た
絵
画
を

も
つ
間
一
以
…
阪
袈
裟
離
文
鐸
で
あ
る
。

農
耕
讃
歌

こ
の
よ
う
な
四
似
の
銅
鐸
に
的
か
れ
た
絵
闘
は
、
何
を
物
語

り
、
ど
の
よ
う
に
解
釈
で
き
る
の
だ
ろ
う
か
。
こ
の
絵
詞
こ

そ
が
謎
の
泣
物
と
い
わ
れ
る
銅
鐸
の
祭
り
の
怠
味
・
内
容
を
解
き
明
か
し
て

く
れ
る
鍵
を
に
ぎ
っ
て
い
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

こ
れ
ま
で
に
、
銅
鐸
の
絵
画
に
つ
い
て
説
か
れ
て
い
る
と
こ
ろ
は
多
い
が
、
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弥
生
人
の
生
活
環
境
を
風
物
詩
的
に
怖
い
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
る
説
、
春
夏
秋
冬
の
年
中
行
事
や
季
節
感
を
表
現
し
た
の

で
は
な
い
か
と
い
う
説
、
狩
猟
・
漁
携
の
生
活
か
ら
段
印
刷
社
会
へ
の
変
化
を
設
え
る
、

い
わ
ば
農
耕
讃
歌
を
表
わ
し
た
も
の
だ

と
考
え
る
説
、
あ
る
い
は
、
こ
れ
ら
の
絵
併
を
以
始
的
な
絵
文
字
だ
と
考
え
る
説
な
ど
さ
ま
さ
ま
で
あ
る
。

そ
う
し
た
な
か
で

空
を
飛
ぶ
ト
ン
ボ
、
革
に
と
ま
る
カ
マ
キ
リ
、
木
に
川
県
を
つ
く
る
ク
モ
、
地
を
は
う
ト
カ
ゲ
、
水
を
お
よ
ぐ
カ
メ
、
沼
か
｝

わ
た
る
サ
ギ
、

お
よ
そ
生
き
と
し
生
け
る
も
の
た
ち
は
、

お
の
れ
が
生
き
る
た
め
に
は
、
他
の
生
き
も
の
を
食
わ
ね
ば
な

ら
ぬ
さ
だ
め
を
も
っ
。

わ
れ
わ
れ
人
間
も
ま
た
、

か
つ
て
は
弓
矢
を
と
っ
て
猪
や
鹿
を
狩
り
、
そ
の
肉
を
食
っ
て
生
命
を

つ
な
い
で
き
た
が
、
神
の
教
え
の
ま
ま
に
稲
を
つ
く
る
よ
う
に
な
っ
た
い
ま
は
、
秋
ご
と
に
豊
か
な
収
楼
を
え
て
、
食
料

は
倉
に
満
ち
て
い
る
。
（
小
林
行
機
『
ム
比
三
悶
の
出
現
L
）

と
い
う
農
創
設
歌
を
表
現
し
た
も
の
で
あ
る
と
い
う
説
が
、
こ
こ
に
表
わ
さ
れ
た
す
べ
て
の
絵
画
を
包
括
的
に
解
釈
で
き
る
説

み
の

し
た
が
っ
て
、
銅
鐸
は
秋
の
稔
り
を
も
た
ら
し
た
神
の
恵
み
に
感
謝
す
る
祭
り
で
、
高
質
の
余
韻
を

と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。

も
っ
た
音
色
を
山
野
に
響
か
せ
た
の
で
は
な
い
か
と
抗
定
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

2 

武
器
形
祭
器
と
銅
鏡

向
一
化
す
る
銅
剣

と
銅
鐸
の
分
布
図

銅
剣
・
銅
矛
・
銅
文
な
ど
の
武
器
形
の
祭
部
は
、
北
部
九
州
を
中
心
に
分
布
し
、
大
阪
湾
沿
岸
地
域
・

大
和
金
地
・
山
域
北
地
な
ど
、

の
ち
に
畿
内
と
呼
ば
れ
る
地
域
を
中
心
に
分
布
す
る
銅
鐸
と
は
相
対
立
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祭犯と j設~~第三節

関 135 青銅製祭採の分 布閤

A：鈎主事分布閤， 8：大阪湾型鈎ヨミ分布i樹， C ：中期II ・中広Jf~$J.iJ責lJ分11，問
。：平｝f§＠同剣分；｛p閤， E: $P,J鉢分布l翻， F：九州型控室J.il支；分布図

す
る
分
布
域
を
も
ち
、
岡
地
域
の
政
治
的
対
立
を
も
示
し

て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
い
わ
れ
て
き
た
。

し
か
し
、
最
近
の
棺
次
ぐ
新
資
料
の
発
見
は
、
両
者
の

分
布
の
空
白
地
山
市
を
う
ず
め
、
相
対
立
す
る
も
の
と
い
う

よ
り
も
、
む
し
ろ
河
一
分
布
関
内
に
お
け
る
探
知
悦
分
布
の

か
た
よ
り
と
し
て
斑
解
す
べ
き
で
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い

ヲ心。
た
と
え
ば
、

か
つ
て
は
九
州
に
は
錦
鐸
は
存
在
し
な
か

っ
た
で
あ
ろ
う
と
推
定
さ
れ
て
い
た
が
、
北
部
九
州
に
お

い
て
銅
鐸
鋳
裂
の
発
見
が
相
次
い
で
お
り
、
こ
の
地
で
小

期
に
銅
鐸
が
製
作
さ
れ
て
い
た
こ
と
は
確
実
と
な
っ
た
。

ま
た
、
こ
れ
ま
で
鍛
矛
の
確
実
な
発
見
慨
が
知
ら
れ
て

い
な
か
っ
た
出
雲
平
野
の
島
根
県
荒
神
谷
遺
跡
で
銅
矛

六
本
と
銅
鐸
六
倒
が
共
存
し
、
し
か
も
、
数
メ
ー
ト
ル
は

な
れ
た
地
点
か
ら
銅
剣
が
一
一
一
五
八
本
も
発
見
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
銅
剣
一
二
五
八
木
と
い
う
数
字
は
、
荒
神
谷
遺
跡
発
見

以
前
の
青
銅
製
武
川
市
の
発
見
総
数
を
越
え
る
も
の
で
あ
る
。
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こ
う
し
た
最
近
の
状
況
を
ふ
ま
え
て
作
成
し
た
の
が
凶
山
の
青
銅
器
分
布
簡
で
あ
る
。

こ
の
分
布
関
に
一
小
さ
れ
て
い
る
通
り
、
東
は
関
東
地
方
か
ら
剖
は
北
郎
九
州
ま
で
ひ
ろ
が
る
銅
鐸
の
分
布
間
内
の
間
半
郊
に

青
銅
製
武
器
が
分
布
し
て
い
る
υ

大
叛
湾
沿
山
片
地
峡
お
よ
び
東
畑
山
瀬
戸
内
地
域
に
屈
す
る
神
戸
市
域
お
よ
び
そ
の
周
辺
で
は
、

尼
崎
市
川
能
述
跡
で
中
期
中
葉

（
置
期
）
に
属
す
る
銅
剣
の
鋳
型
が
発
見
さ
れ
て
お
り
、
こ
の
時
期
に
青
銅
製
武
仰
が
製
作
さ
れ
始
め
て
い
た
こ
と
は
確
実
で
あ

〉
O

ZU 中
期
中
葉
の
青
銅
製
武
部
は
、
淡
路
の
問
淡
町
十
日
沖
日
追
跡
で

の
銅
剣
が
一
括
出
土
し
て
い
て
、
銅
鐸
と
同
様
に
わ
れ
小

出
と
し
て
使
用
さ
れ
た
可
能
性
を
示
し
て
い
る
ほ
か
、
同
氏
玉
津
田
中
遺
跡
で
銅
剣
の
先
端
部
が
、
あ
た
か
も
人
体
に
さ
さ
っ

て
い
た
の
で
は
な
い
か
と
舵
定
さ
れ
る
状
態
で
木
柁
内
か
ら
発
見
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
段
階
に
お
け
る
青
銅
製
武
川
市
は
、
祭
出

と
し
て
の
使
用
が
は
じ
ま
る
と
と
も
に
、
そ
れ
以
前
の
中
間
・
紛
鮮
で
鋳
造
さ
れ
た
武
川
市
（
削
減
資
銅
mm）
と
同
様
に
、
実
川
的

な
武
器
と
し
て
利
用
さ
れ
て
い
た
川
能
性
を
示
し
て
い
る
。

金
属
器
を
模
し

た
石
剣
・
石
文

ま
た
、

小
則
小
葉
に
は
お
や
木
で
古
銅
製
武
訴
を
愉
悦
し
た
い
わ
ゆ
る
石
剣
・
石
文
や
木
剣
・
木
心
ν
ん
が
和
泉

双
1

肝
・
大
和
盆
地
・
山
城
盆
地
・
琵
琶
湖
西
岸
・
若
狭
湾
を
結
ぶ
あ
た
り
ま
で
に
分
布
し
て
お
り
、
古
銅

制
点
武
保
分
布
聞
の
東
辺
を
形
成
し
て
い
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
。

石
剣
の
な
か
に
は
身
の
断
而
の
中
央
に
突
起
を
つ
く
り
、
そ
の
両
側
に
溝
を
つ
け
て
銅
剣
を
忠
実
に
ま
ね
た
銅
斜
担
の
お
剣

と
、
断
聞
が
偏
一
千
な
変
形
の
鉄
剣
を
純
し
た
と
思
わ
れ
る
も
の
と
二
種
類
あ
る
。

神
戸
市
域
で
は
、

難一式一ム
N
3日
り
h

刈
立
路
、

j
i
f－
－

i
j
i
 

カ
」
ら
い

北
区
錦
射
山
追
跡
で
銅
剣
期
石
剣

四
区
養
凹
中
の
池
遺
跡
、

西
神
第
四
号
地
跡
、
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が
出
土
し
て
い
る
ほ
か
、

づ
こ
う
ざ
ん

四
一
弘
頭
高
山
遺
跡
発
見
と
推
定
さ
れ
る
銅
剣
型
石
剣
が
知
ら
れ
て
い
る
。

こ
れ
ら
の
出
土
地
を
み
る

と
伯
母
野
山
・
頭
高
山
の
弼
遺
跡
は
、
さ
き
に
ふ
れ
た
と
お
り
、
典
型
的
な
向
地
性
集
落
で
あ
り
、
設
問
中
の
池
遺
跡
は
標
高

約
九

0
メ
ー
ト
ル
、
水
聞
と
の
比
高
約
一
一
一
五
メ
ー
ト
ル
の
丘
綾
上
の
遺
跡
で
あ
る
。
錦
射
出
泣
跡
も
石
剣
出
小
一
地
付
近
か
ら
土

法
が
発
見
さ
れ
て
い
て
、
高
地
性
集
落
（
標
高
約
三
ハ
O
メ
i
ト
ペ
水
旧
と
の
比
高
約
一
一
一

0
メ
ー
ト
ル
）
で
は
な
い
か
と
い
わ
れ
て

い
る
。い

ず
れ
も
集
落
内
か
ら
の
発
見
で
あ
り
、
銅
鐸
と
は
や
や
呉
な
っ
た
祭
叩
に
使
mmさ
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
ο

鉄
剣
型
石
剣
は
抑
制
剣
割
石
剣
と
同
じ
一
政
高
山
遺
跡
か
ら
発
見
さ
れ
て
い
る
ほ
か
同
区
池
上
日
ノ
池
遺
跡
（
様
潟
約
五
O
J
i
ト

ル
、
水

mと
の
比
高
約
一
一
一

0
メ
ー
ト
ル
）
や
四
託
青
谷
遺
跡
（
標
高
約
七
0
メ
ー
ト
ル
、
水
市
と
の
比
一
尚
約
五

O
メ
i
ト
ル
）
、
北
区
梅
附
泣

跡
な
ど
か
ら
も
発
見
さ
れ
て
い
る
。
な
お
、
青
谷
泣
跡
か
ら
は
石
文
や
弥
生
時
代
の
日
本
製
の
銅
鈍
も
発
見
さ
れ
て
い
る
。

大
阪
湾
型

錦
文

大
阪
湾
周
辺
加
で
は
、
小
刻
後
半
に
は
銅
剣
の
ほ
か
に
新
た
に
鍛
文
の
製
作
も
は
じ
ま
り
、
銅
鐸
と
と
も
に
祭

慌
の
多
様
な
浜
開
を
み
せ
て
い
る
。

桜
ケ
丘
泣
跡
か
ら
一
刑
制
の
銅
鐸
と
と
も
に
発
見
さ
れ
た
七
本
の
銅
文
は
、

い
ず
れ
も
ニ
・
八
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
前
後
の
偏
平

な
祭
柁
用
の
製
品
で
、
闘
を
飾
る
文
様
が
複
合
鋸
歯
文
と
呼
ば
れ
る
文
様
で
あ
る
こ
と
が
特
徴
で
、
北
九
州
に
分
布
す
る
銅
文

祭犯と耳立葬

が
、
樋
を
綾
形
文
、
が
飾
っ
て
い
る
こ
と
と
著
し
く
対
象
的
で
あ
る
。

桜
ケ
丘
出
土
の
錦
文
と
同
じ
よ
う
な
文
様
で
飾
ら
れ
た
銅
文
の
分
布
を
み
る
と
、
東
灘
区
保
久
良
神
社
遺
跡
、
高
槻
市
大
塚

う
り
ゅ
う
ど
う

町
淀
川
河
川
敷
遺
跡
、
東
大
阪
市
瓜
生
堂
遺
跡
、
有
限
市
箕
’
品
町
山
地
遺
跡
な
ど
間
際
平
野
、
淀
川
流
域
、
河
内
平
野
、
紀
伊

第三節

か
ら
発
見
さ
れ
て
お
り
、
大
阪
湾
型
銅
文
と
呼
ば
れ
て
い
る
。
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大
級
湾
期
制
州
文
の
鋳
型
は
東
奈
良
遺
跡
か
ら
粘
土
製
の
鈴
型
が
発
見
さ
れ
て
い
る
が
、
同
遺
跡
発
見
の
銅
鐸
鋳
型
で
製
作
さ

れ
た
と
叫
限
定
さ
れ
る
銅
鐸
が
西
摂
平
野
の
豊
中
市
桜
塚
、
讃
蚊
一
平
野
の
普
通
寺
市
我
制
作
師
山
、
日
本
海
沿
岸
の
盟
附
市
気
比
な

ど
か
ら
発
見
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
か
ら
、
今
後
、
大
阪
湾
恕
銅
文
も
ま
た
よ
り
広
範
囲
な
地
域
で
発
見
さ
れ
る
可
能
性
を
も
っ

て
い
る
。
な
お
、
こ
の
大
阪
湾
型
銅
文
と
同
じ
複
合
鋸
術
文
で
飾
ら
れ
て
い
る
青
銅
烈
に
は
、
淡
路
島
の
硯
淡
町
古
津
門
出
向
泣
跡

発
見
の
銅
剣
、
桜
ケ
丘
遺
跡
発
見
の
鍋
鐸
な
ど
が
あ
り
、
両
者
が
将
一
工
人
な
い
し
は
同

エ
人
集
聞
に
よ
っ
て
製
作
さ
れ
た

可
能
性
を
示
し
て
い
る
。

弥
生
時
代

の
錦
鏡

弥
生
附
代
の
錦
鋭
は
、
ま
ず
朝
鮮
半
品
製
の
鋭
が
伝
え
ら
れ
、
統
い
て
多
く
の
中
国
製
の
続
が
わ
が
闘
に
も
た

ら
さ
れ
て
い
る
。
小
間
製
の
鏡
の
多
く
は
北
九
州
の
弥
生
時
代
墳
墓
に
副
葬
さ
れ
て
い
る
が
、
大
阪
湾
沿
岸
地

域
を
中
心
と
し
た
の
ち
に
畿
内
と
呼
ば
れ
る
よ
う
な
地
域
の
弥
生
時
代
填
墓
か
ら
は
発
見
さ
れ
て
い
な
い
。

し
た
が
っ
て
弥
生
時
代
の
大
阪
湾
沿
岸
地
域
を
中
心
と
し
た
地
域
に
は
中
国
製
の
鈍
は
伝
え
ら
れ
な
か
っ
た
の
で
は
な
い
か

と
い
わ
れ
て
き
た
が
、
近
年
の
調
去
で
は
、
各
地
で
実
例
が
増
え
つ
つ
あ
り
、
神
戸
市
域
で
も
東
灘
区
森
北
町
遺
跡
か
ら
破
片

う
り
わ
り
き
た

な
が
ら
中
国
の
前
慌
時
代
（
紀
元
前
二

O
六
J
紀
元
後
七
年
）
に
つ
く
ら
れ
た
鋭
が
発
見
さ
れ
て
い
る
ほ
か
大
阪
市
瓜
破
北
遺
跡
で

も
同
時
代
の
鏡
片
が
発
見
さ
れ
て
い
る
。

後
漢
時
代
の
鋭
に
つ
い
て
は
北
九
州
で
は
依
然
と
し
て
境
基
へ
の
副
葬
が
続
い
て
い
る
が
、
大
阪
湾
沿
岸
部
や
大
和
盆
地
で

は
墳
墓
に
副
葬
さ
れ
る
こ
と
な
く
代
々
伝
え
ら
れ
、

の
ち
の
古
墳
に
副
葬
さ
れ
た
ら
し
い
。
こ
う
し
た
鏡
を
伝
位
鋭
と
呼
ん
で

、

｝

O

L
メ一一方、

ぼ
う
せ
い

日
本
に
お
い
て
も
弥
生
時
代
に
鏡
の
製
造
は
は
じ
ま
っ
て
い
る
が
、
そ
の
製
品
は
い
ず
れ
も
小
形
で
「
小
形
片
山
製
鏡
」
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と
呼
び
な
ら
わ
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
弥
生
時
代
の
小
形
佑
製
鏡
は
北
部
九
州
に
発
見
例
が
多
い
が
、
そ
の
分
布
は
広
く
、
東
は

群
馬
・
新
潟
あ
た
り
ま
で
ひ
ろ
が
っ
て
い
て
、
神
戸
市
成
で
は
、
部
区
青
谷
遺
跡
で
一
回
発
見
さ
れ
て
い
る
ο

そ
の
ほ
か
祭
砲
に
か
か
わ
る
造
物
と
し
て
は
、
兵
路
一
民
熊
野
町
河
原
遺
跡
で
発
見
さ
れ
た
四

O
側
近
い
只
輪
が
在
日
さ
れ
る
。

大
正
七
年
（

九
一
八
）
に
発
見
さ
れ
た
こ
の
間
以
輸
は
、
弥
生
時
代
中
期
の

に
入
れ
ら
れ
、
高
町
内
で
蓋
を
し
て
埋
め
ら
れ
て

い
た
ら
し
い
が
、
そ
の
う
ち
二
慨
が
現
在
も
京
都
大
学
文
学
部
博
物
館
に
所
蔵
さ
れ
て
い
て
、
ゴ
ホ
ウ
ラ
製
で
あ
る
こ
と
が
知

ら
れ
て
い
る
。

ゴ
ホ
ウ
一
フ
と
い
う
貝
は
、
現
在
は
流
球
列
島
宏
北
限
と
し
て
い
る
が
、
弥
生
時
代
に
は
九
州
南
端
あ
た
り
で
も
採
取
さ
れ
た

可
能
性
が
あ
る
。

い
ず
れ
に
し
て
も
南
九
州
の
産
物
が
、
瀬
戸
内
を
通
っ
て
六
甲
山
地
南
麓
ま
で
届
い
て
い
た
こ
と
を
示
し
て

い
る
。

い
く
つ
も
の
腕
輪
、
が
シ
ャ
！
？
ン
の
腕
を
飾
り
背
な
た
て
祭
り
の
雰
翻
気
を

障
も
り
あ

そ
し
て
、
祭
り
の
場
で
は
、

げ
た
の
で
あ
ろ
う
。

な
お
、
垂
水
医
大
歳
山
遺
跡
で
は
人
出
土
探
μ
ハ
が
発
克
さ
れ
て
い
て
、
祭
配
的
な
泣
物
で
あ
ろ
う
と
推
定
さ
れ
て
い
る
。

然記と埋葬

3 

共
同
墓
地
か
ら
墳
丘

""' 

採
集
・
狩
猟
・
漁
携
を
主
要
な
生
波
手
段
と
す
る
mm
石
間
・
縄
文
時
代
に
お
い
て
も
、
新
た
な
稲
作
曲
以
新
と
い

弥
生
時
代

の
護
制

う
生
政
手
段
を
獲
得
し
た
弥
生
時
代
に
お
い
て
も
、
人
は
そ
の
生
命
を
終
え
る
と
、
そ
れ
ぞ
れ
の
集
団
の
共
同

第三節

刊
誌
地
に
葬
ら
れ
る
。
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弥
生
時
代
の
慕
制
は
、

共
同
京
地
の
な
か
か
ら
特
定
の
集
団
長
一
が
出
羽
し
、

さ
ら
に
そ
の
な
か
か
ら
倒
人
誌
が
出
現
し
て
く

る
過
程
だ
と
い
う
こ
と
が
い
え
よ
う
。

稲
作
農
耕
の
開
始
と
発
淡
は
、

y
j
T
ι
λ
1
J
E
1
3リ
ト
h
r
L
L
E
円

J
E
、
二
、

f
f
p
H
J
J
iノ
ド
，
ぁ
i
r
f／
r
r
d一

7
c
b
h

必
然
的
に
い
れ
ん
日
間
や
階
閉
廷
を
生
ぜ
し
め
、
墳
墓
に

の
風
を
成
立
さ
せ
た
が
、

共
同
京
地
内
に
お
け
る
特
定
の
似
の
厚
葬
化
が
み
ら
れ
、
副
葬
品
が
出
現
し
、

則
非
施
設
を
覆
う
瓜

丘
が
あ
ら
わ
れ
る
。
方
形
あ
る
い
は
円
形
に
潜
を
め
ぐ
ら
し
、
そ
の
内
部
に
燥
土
を
施
す
周
消
却
の
墳
丘
謀
、
丘
陵
の

lill 
を

台
状
に
削
り
出
し
、
さ
ら
に
椛
士
を
施
し
た
ム
ハ
状
担
の
墳
丘
H

品
、
主
と
し
て
獄
土
に
よ
っ
て
墳
丘
を
形
成
す
る
も
の
、
四
丘
斜

隔
に
一
れ
を
葺
い
て
出
芥
化
を
は
か
っ
た
も
の
な
ど
、

い
わ
ゆ
る
出
丘
甚
（
の
ち
の
六
損
や
外
川
の
墳
丘
を
も
っ
法
泉
と
区
別
す
る
た
め

「
弥
生
墳
丘
慕
」
と
呼
ぶ
こ
と
も
あ
る
）
が
四
日
木
各
地
に
出
現
す
る
。

大
阪
府
茨
木
市
東
奈
良
遺
跡
や
和
泉
市
池
上
遺
跡
で
は
、
前
期
中
葉
以
降
に
集
落
の

明
山
こ
い
勺
M
V
Hリ
K
H
Y
q
L
r
d
H
H
’
工
ピ
勺
、
い
い
川
口
拍

J

f
l
ト
一
ノ
羽
川
仁
川
羽
村
引
…

LHJ一仁
i
J
r
ク
カ
l
l
平
七
7
L

て
い
る
し
、
京
都
府
峰
山
町
七
日
出
迫
跡
で
は
丘
陵
上
に
築
か
れ
た
前
期
後
半
の
方
形
令
状
担
墳
丘
慕
が
知
ら
れ
て
い
る
。

」
う
し
た
新
し
い
拡
似
の
成
立
は
、

弥
生
文
化
の
部
要
素
の
一
つ
と
し
て
、

稲
作
農
刻
技
術
と
と
も
に
大
防
・
朝
鮮
半
’
札
仰
の

影
響
を
受
け
て
成
立
し
た
も
の
か
、
わ
が
附
の
弥
生
文
化
の
発
展
の
な
か
で
椴
成
さ
れ
て
き
た
も
の
か
は
、
ま
だ
十
分
に
切
ら

か
に
し
が
た
い
が
、
畿
内
に
お
い
て
は
じ
め
て
出
現
し
た
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。

神
戸
市
域
で
は

同
区
常
本
泣
跡
で
発
見
さ
れ
た
弥
生
時
代
前
別
後
半
の
土
坑
訴
が
、
良
川
相
社
会
段
十
ハ
の
共
同

土
壌
薬
群

来
地
で
あ
る
ο

常
本
遺
跡
に
お
け
る
共
同
京
地
は
、
調
査
医
成
が
そ
れ
ほ
ど
広
く
は
な
い
の
で
、
土
墳
墓
間
基
お
よ
び
京
社
と
般
自
足
さ
れ
る

土
域
－
一
応
が
発
見
さ
れ
て
い
る
だ
け
で
あ
る
が
、

そ
れ
ら
の
土
墳
群
は
同
時
期
の
竪
穴
住
居
枇
併
に
隣
妓
し
た
位
附
に
あ
り
、

450 iJIEUi'i＇代第七主主



集
落
の
一
角
を
占
め
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
土
擁
慕
は
口
氏
さ

五
メ

i
ト
ル
、
幅
一
メ

i
ト
ル
程
度
の
土
壌
内
に
ロ
討
さ

た
も
の
も
あ
る
。

メ
i
ト
ル
、
相
四

0
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
程
度
の
木
総
の
痕
跡
を
残
し
て
お
り
、
査
の
底
部
を
欠
い
た
も
の
が
供
え
ら
れ
て
い

こ
う
し
た
共
同
墓
地
に
あ
っ
て
は
、
知
一
葬
施
設
は
お
お
む
ね
均
質
的
で
、
副
葬
品
の
顕
著
な
例
は
ほ
と
ん
ど
な
い
が
、
他
地

域
で
は
前
期
後
半
に
、
箱
式
石
村
内
に
背
録
制
判
の
鋭
や
武
器
を
副
葬
し
た
山
口
県
川
開
架
浜
遺
跡
の
例
も
あ
り
、
打
十
く
も
集
問
内

祭犯と滋葬第三節

に
お
け
る
階
府
の
分
化
が
進
ん
で
い
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

弥生時代の土媛主主］昨（隊氏商事11努'l47号ji'.t閥、〕

中
期
に
入
っ
て
も
、

一
般
的
な
墓
地
は
木
棺
芸
・
土
壊
甚
な
ど
の
訴
在
す
る
な
〈
同
基

地
が
多
く
、
市
内
で
は
凶
区
繁
間
の
宇
治
神
第
刊
号
遺
跡
に
そ
の
実
例
を
み
る
こ
と
が
で

き
る
。

標
高
約
七

0
メ
ー
ト
ル
付
近
の
丘
陵
上
に
あ
り
、
レ
じ
い
zな

ト
L
r
I
ド

」
の
聞
神
第
門
別
号
遺
跡
は
、

ニ
O
J

メ
ー
ト
ル
程
度
の
明
石
川
河
岸
の
低
地
を
見
下
ろ
す
位
誌
を
占
め
て
い
る
。

芸
域
は
南
北
約
二

O
メ
i
ト
ル
、
幅
約
六
メ
ー
ト
ル
程
度
の
尾
恨
上
の
一
千
川
一
部
で
、
そ

の
慕
墳
が
存
在
す
る
。
北
側
の
一
群
に
は
、

八
基
の
墓
墳
が

の
北
半
に

c
e

－
 

背
骨
三
日

あ
り
、
さ
ら
に

小
群
に
わ
か
れ
る
可
能
性
が
あ
り
、
南
側
の
一
群
に
は

の
芸
域

関 136

が
あ
る
。

そ
の
う
ち
大
き
な
墓
墳
に
は
木
憾
の
痕
跡
が
認
め
ら
れ
、
北
側
の
一
群
内
に

ト土

南
側
の
群
内
に
も
一
落
、
木
村
の
痕
跡
が
認
め
ら
れ
る
。
こ
の
謀
境
問
叶
の
時

山
川
は
、
南
側
の
墓
蟻
群
に
伴
っ
て
い
る
土
器
の
形
式
か
ら
、
中
期
後
半
に
属
す
る
こ
と

自然・考お際Ye:総 i4う工



：
日
〉
L

〉：、

ふ

μ
ゐ
U
川
《

γ
y
J才

Z、
ふ

μ

こ
の
士
総
片
の
ほ
か
に
、

別
問
非
日
山
は
ん
土
く
検
出
さ
れ
て
い
な
い
。

一
般
的
額
向
か
ら
み
る
と
、
同
側
の
低
地
に

こ
の
慕
域
併
を
残
し
た
集
絡
が
ど
こ
に
求
め
ら
れ
る
か
は
定
か
で
は
な
い
が
、

求
め
る
べ
き
で
あ
り
、
山
能
の
繁
則
泣
跡
が
そ
の
候
補
地
と
し
て
最
も
可
能
性
が
高
い
。

し
か
し
繁
間
追
跡
に
は
、
胤
聞
に
前

を
め
ぐ
ら
せ
た
墳
墓
と
推
定
さ
れ
る
遺
構
が
検
出
さ
れ
て
い
る
の
で
、
間
神
第
仰
号
遺
跡
よ
り
も
さ
ら
に
市
側
の
尚
所
に
伎
町

墳

丘

薬

神
戸
市
域
で
は
、
前
則
の
方
形
賂
溝
型
墳
丘
哀
が
閤
区

す
る
問
神
第
叩
号
泣
跡
が
こ
の
器
摘
群
を
残
し
た
集
団
の
集
落
で
あ
る
可
能
性
も
残
さ
れ
て
い
る
。

－
h

一
律
問
中
遺
跡
で
最
近
発
見
さ
れ
た
の
を
は
じ
め
、
中

期
に
な
る
と
、
各
地
で
そ
の
実
例
が
知
ら
れ
て
い
る
。

明
石
川
一
卜
流
東
洋
の
低
地
に
位
附
す
る
同
区
新
方
泣
跡
で
は
、
円
形

周
溝
型
墳
丘
広
…
の
噴
丘
斜
削
に
円
際
を
葺
い
た
例
が
知
ら
れ
て
い
る
。

調
査
試
域
が
狭
い
た
め
開
芥
の
状
況
な
ど
不
明
な
点
が
多
い
が
、
葺
石

を
施
し
た
墳
翠
と
し
て
は
、
わ
が
削
で
最
も
十
日
い
仰
で
あ
ろ
う
。

戸り
J
＼

の
ち
の
古
墳
の
葺
石
に
つ
な
が
る
現
象
が
、
中
期
に
出
現
し
て

い
る
こ
と
を
示
す
好
例
で
あ
る
。

新
方
遺
跡
の
北
方
約
一
一
一
・
五
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の
同
川
流
域
低
地
に
立

地
す
る
同
区
玉
津
田
中
造
跡
で
も
、
約
一
一
一

O
基
の
中
期
の
方
形
周
溝
型

境
丘
芸
群
が
、
佐
賠
昨
水
田
社
と
隣
同
似
し
て
一
つ
の
集
落
を
形
成
し
て

お
;1,. c 
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f
2
：
z
j
f
J

、

一日！首位、治
J
U

怖
く

い
る
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
る
。
特
に
墳
丘
基
幹
は
隣
あ
っ
た
墳
誌
が
潜
を
共
有
し
な
が
ら
群
伐
し
て
お
り
、
さ
ら
に
噌
加
す
る

総
数
は
五

O
基
程
度
と
般
定
さ
れ
て
い
る
ο

ま
た
、
明
石
川
上
流
東
洋
の
四
民
繁
削
に
あ
る
凶
神
第
刊
げ
沖
地
跡
で
は
、
付
近
の
水
阪
と
の
比
高
約
…
五
メ
ー
ト
ル
の
丘
陵

上
で
、
地
山
を
酷
り
出
し
た
方
形
の
壊
丘
拡
が
一
一
族
一
な
ら
ん
で
い
る
の
が
発
見
さ
れ
て
い
る
。

祭犯と煙葬第三節

こ
う
し
た
岐
及
拡
の
一
喰
任
内
に
お
け
る
明
葬
数
が
明
ら
か
な
剖
は
そ
れ
ほ

の
木
附
の
痕
跡
と
、
子
供
の
開
葬
と
推
定
さ
れ
る
施
設
一
っ
と
の

ど
多
く
は
な
い
が
、
こ
の
頃
丘
慕
で
は
大
人
の
埋
葬
施
設
と
推
定
さ
れ
る
一カ

一
加
の

ブ＇JJ隊合状製±1't丘i.Wi!IB:iiti有11fil40号巡跡）

即
一
葬
総
設
が
存
有
す
る
墳
丘
が
、
一
一
基
並
ん
で
発
見
さ
れ
て
お
り
、
二
つ
の
木

械
の
痕
跡
に
は
そ
れ
ぞ
れ
大
小
が
あ
り
、
あ
た
か
も
一
組
の
夫
婦
と
そ
の
幼
い

写真 107
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子
供
が
同
一
境
丘
内
に
葬
ら
れ
た
家
族
主
で
あ
る
こ
と
な
一
一
小
し
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

こ
う
し
た
中
期
の
弥
生
噴
丘
基
は
、
市
内
で
は
切
行
川
流
域
ば
か
り
で
な
く
、
六
甲
山
南
麓
石
川
や
、
武
九
州
川
流
域
の
一
一
一
回

盆
地
で
も
、
そ
の
例
が
知
ら
れ
つ
つ
あ
る
。

J
R
一
一
一
ノ
宮
駅
東
側
の
出
井
泣
跡
は
、

町
山
戸
い
2

リ
勺
J

且
ν
e
h
A
V

メ
！
ト
ル
ば
か
り
の
出
生
間
川
に
よ
っ
て
形
成
さ
れ
た
扇
状
地
の
米
端

に
位
置
し
、
こ
れ
ま
で
の
調
査
で
六
基
以
上
の
方
形
間
帯
川
公
墳
丘
基
が
発
見
さ
れ
て
い
る
。
こ
こ
で
は
墳
丘
の
上
半
部
が
す
で

に
削
り
取
ら
れ
て
し
ま
っ
て
い
る
の
で
、
則
一
芥
数
な
ど
不
明
な
点
、
が
多
い
が
、

一
墳
に
一
明
葬
で
あ
る
可
能
性
も
あ
り
、
中
期

後
半
に
は
境
氏
家
一
群
の
な
か
に
も
新
し
い
動
き
が
あ
ら
わ
れ
は
じ
め
て
い
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
な
お
、
雲
井
遺
跡
の
方
形
周

溝
型
墳
丘
墓
を
残
し
た
集
落
は
、
頃
墓
群
の
東
北
部
に
ひ
ろ
が
る
旧
生
凹
川
の
…
溺
一
状
地
上
に
位
置
し
て
い
た
で
あ
ろ
う
。

後
期
の
墳
丘
墓
の
特
色
を
よ
く
示
し
て
い
る
の
は
、
東
灘
区
深
江
北
町
遺
跡
で
発
見
さ
れ
た
一
一
茶
の
円
形
周
溝
型
墳
丘
墓

で
あ
る
。

深
江
北
町
遺
跡
は
臨
海
以
l

肝
の
先
端
に
形
成
さ
れ
た
砂
堆
上
に
立
地
す
る
泣
跡
で
、
発
見
さ
れ
た
墳
丘
某
は
、
政
筏
が
七
J

八
メ
ー
ト
ル
、
周
溝
の
相

0
・
七
J
二
メ
ー
ト
ル
、
泌
さ
一
一
一

0
1閉
0
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
の
も
の
が
一
般
的
で
、
そ
れ
よ
り
も

や
や
小
形
の
も
の
も
若
干
認
め
ら
れ
る
。
間
関
の
満
は
完
全
に
一
周
す
る
の
で
は
な
く
、
通
路
状
に
溝
が
途
切
れ
た
と
こ
ろ
が

会
一
カ
所
ず
つ
認
め
ら
れ
る
。
そ
し
て
隣
あ
っ
た
周
溝
を
了
州
共
有
し
て
い
る
も
の
も
多
い
。

川
悦
葬
施
設
は
、
墳
丘
翠
ご
と
に
各
一
茶
の
土
域
恭
が
設
け
ら
れ
て
お
り
、
な
か
に
は
土
保
棺
を
収
め
た
も
の
も
あ
り
、
各
境

丘
ご
と
に
、
大
人
・
子
供
を
間
わ
ず
各
一
人
ず
つ
の
開
芥
を
行
っ
て
い
た
可
能
性
を
示
し
て
い
る
。
な
お
、
当
時
の
住
居
群
の

位
院
は
明
ら
か
で
は
な
い
が
、
北
側
の
後
背
出
地
で
水
聞
が
認
め
ら
れ
て
い
る
の
で
、
さ
ら
に
北
側
の
一
溺
状
地
末
端
あ
た
り
に

4ラ4hγ
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集
落
の
山
中
心
が
位
慨
し
て
い
た
の
で
は
な
い
か
と
抗
定
さ
れ
る
。

大
形
墳
丘
纂

中
期
以
米
慕
制
の
な
か
に
大
き
な
変
化
が
現
わ
れ
始
め
る
。
大
製
墳
丘
蔀
の
出
現
で
あ
る
。
神
戸
市
域
で
は
、

b

み

ま
だ
そ
の
傾
向
は
担
慌
で
き
て
い
な
い
が
、
大
阪
市
加
美
泣
跡
で
は
、
墳
丘
の
規
模
が
南
北
約
ニ
ム
ハ
メ
！
ト

J
i
ト
ル
、
周
凶
に
…
帆
六
J
一
0
メ
ー
ト
ル
、
深
さ
約

メ
！
ト
ル
の
方
形
の
溝
を

レ、

H
h
U
J
h
ゴ
一
了
ム
〈
！
、
レ

γリ
Z
L
Y

ノ

uiyNY
忠
小
一
コ
ー
ノ
1
1
1
j

／
…
ー
ド
ー

cο
市

祭犯とj塁芥第三節

め
く
ら
し
た
岐
部
が
発
見
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
加
実
Y
1

｝
刈
な
じ
γい
九
サ
J

W
ド
a
j
aベ
λ
V
刑小

メ

ト

レ、

l
y
h乙ゴ

ノ

リ

片

d
vト
U
V
耶

一
メ
ー
ト
ル
の
境
関
一
千
川
一
隔
に
総
数

の
木
同
惑
が
確
認
さ
れ
、

大形墳丘落（大l奴T!JJJn美YH予選）

そ
の
な
か
に
は
九
法
も
の
子
供
用
の
附
と
舵
定
さ
れ
る
小
形
木
賊
を
含
ん
で
い
る
点
が

目
さ
れ
る
。

取
丘
小
央
に
は
、
氏
阪
を
の
ぞ
く
議
板
・
側
絞
・
小
口
板
が
い
ず
れ
も
二
重
に
な
っ
た

結
が
認
め
ら
れ
、
他
の
矧
葬
に
比
し
て
卓
越
し
た
被
葬
者
が
こ
の
時
期
に
出
現
し
つ
つ
あ

る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

ま
た
、

y
l

の
南
側
に
は
、
噴
丘
の
向
さ
は
若
干
低
い
が

同
規
模
の
墳
丘
慕
が
存
し
て
い
る
。
こ
う
し
た
事
実
は
、
小
期
後
半
に
、
群
在
す
る
家
族

の
な
か
に
、
著
し
く
卓
越
し
た
被
葬
者
が
あ
ら
わ
れ
つ
つ
あ
る
け
れ
ど
も
、
共
同
墓
地
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の
な
か
か
ら
独
立
し
た
境
基
は
ま
だ
出
現
し
て
い
な
い
こ
と
を
示
す
も
の
で
あ
ろ
う
。

後
期
に
な
る
と
凶
日
本
各
地
で
、
さ
ら
に
大
形
の
墳
丘
基
の
数
と
分
布
が
拡
大
す
る
。

阿
山
県
会
敷
市
の
楯
築
噴
丘
弘
は
、
直
箆
約
四
…
…
一
メ
ー
ト
ル
、
お
さ
約
五
メ
ー
ト
ル
の
円

丘
の
コ
方
向
に
通
路
状
の
突
出
部
を
付
す
全
長
七

0
メ
ー
ト
ル
以
上
の
大
形
墳
丘
基
で
、
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も
つ
か
く

小
心
部
の
埋
葬
施
設
は
長
夜
約
九
メ
！
ト
ル
、
絞
筏
約
五
・
五
メ
ー
ト
ル
、
深
さ
約
一
・
八
メ
ー
ト
ル
の
茶
域
内
に
木
榔
を
築

き
、
そ
の
内
部
に
木
棺
を
収
め
る
と
い
う
大
規
悦
な
も
の
で
あ
る
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
る
。

ま
た
、
品
川
似
県
凶
谷
3
号
店
丘
墓
は
、
方
形
の
問
調
が
通
路
状
に
突
出
し
た
、

い
わ
ゆ
る
間
関
突
出
裂
の
墳
丘
慕
で
あ
る
が
、

間
七
×
一
一
一
九
メ
ー
ト
ル
、
川
同
刊
さ
約
五
メ
ー
ト
ル
引
い
伎
の
規
棋
を
も
ち
、
中
心
の
則
一
葬
施
設
は
木
郁
で
あ
る
。

弥
生
時
代
の
率
制
に
つ
い
て
、

説
志
倭
人
伝
に
は
、

「
其
の
死
に
は
総
有
る
も
慨
無
く
、
土
を
封
じ
て
一
放
を
作

る
L

と
記
し
て
お
り
、
わ
が
国
で
は
本
来
櫛
宗
一
が
な
か
っ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
こ
う
し
た
新
し
い
木
榔
や
石
室
の
出
現
は
、

お
そ
ら
く
中
間
・
朝
鮮
に
お
け
る
墓
制
と
深
く
か
か
わ
る
心
柄
で
あ
ろ
う
。

こ
の
よ
う
な
大
型
墳
丘
墓
は
、
そ
の
規
成
に
若
！
の
迷
い
こ
そ
あ
れ
、
凶
日
本
各
地
に
出
現
し
て
お
り
、
や
が
て
出
現
す
る

日
大
な
前
方
後
円
墳
築
造
の
時
代
の
、
政
治
的
・
経
済
的
謀
総
が
各
地
で
蓄
積
さ
れ
つ
つ
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
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